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プロローグ







　それは普段と何ら変わりのない満月の夜の出来事だった。

　乾いた夜風が部屋の窓を揺らすのも、どこかの家で飼っている馬の鳴き声がするのも、昼に干したベッドのシーツから春花の香りがするのも、ありふれたいつものこと。

　特別な事は何もなかった。

　しかし長く続く戦争に疲ひ弊へいし、消しよう耗もうした物資と人の心は、日常的に救いを求めるようになっていた。

　そして、その満月の夜。日常が積み重なり、そこにいくつかの偶然が折り重なった結果として、必然的に奇き跡せきは呼び起こされた。




　大きめのベッドに寝て上体だけ起こした少女は手の中のロザリオを握り締め、目の前で起こった突然の出来事を放心したようにただただ見つめていた。

　家具が少なくがらんとした、ランプどころか蠟ろう燭そくの灯あかりすら点ついてない彼女の部屋で、それは起こった。

　手の中のロザリオが赤い光を放ったと思った瞬間、光は彼女の目の高さに不ふ思し議ぎな模も様ようを描き始めた。星型のそれを何なん重じゆうにも円が囲み、円と円の間には見たこともない文字が高速で浮かび出し、聞き慣れない甲かん高だかい音を発し始め──

　十数秒の後、宙に出来た模様から白い光が溢あふれ、視し界かいも部屋も埋め尽くした。

　そして今、幻げん想そう的な光が収まり、見慣れた薄暗い部屋には少女以外にもう一人、見たことのない人物が立っていた。

　フリルがたくさん付いた紫むらさき色のドレスを着た、背中に大きな翼つばさを生はやしている少女。ボリュームのある長くふわふわな金きん髪ぱつを垂らし、翡ひ翠すい色の瞳ひとみを瞬まばたかせ、十歳さい前後に見える彼女は広がった翼をゆっくりと畳たたみ、自分を見つめる少女へと向き直った。

　二人の視線が合う。

　ベッドの少女はハッとした表情になり、ロザリオを持つ手に力を込める。

　対する現れた少女は、夜よる闇やみの暗さを払ふつ拭しよくさせるような飛び切りの笑顔を浮かべ、元気一いつ杯ぱいに頭を下げた。

「えと、初めましてです！　わたし、二に階かい位い天使のセーレウスっていいます。救いを求め、祈りを捧ささげた者たちの代表として、あなたを召しよう喚かん者と認定しちゃいました！」

「……………………ぁ」

　少女の喉のどが震え、何かを言おうとする。しかし掠かすれた声は聞き取れる形を成さず、少女は空からの手を胸に当てて、自分の前に現れた女性について考えることしか出来なかった。

　自分より年下に見える、天使と名乗った彼女。

　生まれて初めて見る、人ではない気け高だかき存在。

　それは未だ状況を摑つかめずにいる少女を見つめ、張り切った声で言った。

「さあ、あなたの名と共に願いをどーぞお願いします。わたしに出来ることなら何だって叶かなえちゃうですよ！」

　少女の手から力が抜け、ロザリオが床に落ちた。古い木の床板の上でロザリオは跳ね、天使の足元に落ちる。

　しかし少女の注意はそちらには行かない。

　願いを叶えると言った天使に視線を注そそいだまま、白い頰ほおをほんのりと紅こう潮ちようさせ、おずおずと掠れた声を出した。

「私の名前は、ラミナです…………それから……私が願うことは──」




　それは十五世紀の初頭、春の夜空に満月が姿を見せたある日の出来事。

　いくつもの偶然が重なり『奇き跡せき』となったこの日──セーレウスの長い夜が始まった。













一章　　天使の来日







　私立風かざ見み野の高校を中心に備えた風見野市は他の都市と同じく夏を迎えていた。

　学校が中心、というのは大げさな話ではなく、実際のことだった。田畑と山林が支配していた市に大型の私立高校が建設されることとなり、それを切っ掛けに都市開発が始まったのが八年前。結果、五年前に風見野高校は開校し、駅が出来、商店街が生まれ、住宅地も整備されて急速に発展したのだ。

『来るなら来い』がモットーの風見野高校には一学年につき千人近く、全ぜん校こう生徒と教師を含む職員を合わせれば四千人近い人数が関わっている為ため、その経済効果はかなりのもの。都下という微び妙みような地域とはいえ都心部まで電車で三十分程度しか掛からない為、若者からの人気も高くこれからも成長が見込まれる街となった。

　ちなみに私立なのに地名を冠かんしている理由は創立者が風見野の大地主で大だい規模な町まち興おこしの一いつ環かんとして創設した、というのがよく聞かれるものだった。

　それらを前ぜん提ていとして、学生が街の活気と経営を左右するこの市では、長期休きゆう暇かは稼ぎ時どころか手痛い赤あか字じ時期となる店が多い。寮りよう生活をしている学生の半数近くが帰き省せいしてしまうからだ。

　しかし部活に熱心な生徒も当然いる。バイトがあるので残っている生徒もいる。だから決して街から全ての学生がいなくなるわけではない。

　そして残った学生の中には『学校行ってバイトもやるのはめんどいけど、夏休みの間だけちょこっとやって小こ遣づかい溜ためたいな～』と思う者も少なからずいる。

　白しろ銀がね雪ゆき子こもその内の一人だった。

　彼女は今、駅を挟んで学校とは逆の位置にある繁はん華か街がいの喫茶店でアルバイトをしていた。

　ウエイトレスとして客をテーブルに案内し、オーダーを聞き、それを厨ちゆう房ぼうへ伝え、出来た品を運ぶ。後あと片付けもあるが、レジ打ちはフロアマネージャーが行うことになっているので覚えなくてもよく、比較的簡単で給料もいい仕事だった。

「い、いらっしゃいませ……っ！」

　だが、今は笑顔をこれでもかというくらい引きつらせ、瞳ひとみを怒りで染め、ハンディーと呼ばれる注文を打ち込む機械を握り潰つぶさんばかりに力を入れていた。
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　その理由は、彼女の前の席にいる、二人組の男性客。

　一人はぽやっとした笑顔でにこにこと雪子を眺ながめ、一人はにやにやと笑みを浮かべて舐なめるように雪子を観察していた。

「ご、ご注文は、お決まりですかっ！」

　怒りを押し殺した声での注文取りというウエイトレスらしからぬ行為に、にやにや男は素早く反応した。

「おいおい、なんかこのウエイトレス感じ悪ぃな。もっと温かく真ま心ごころを込めて聞けよ。こっちは客なんだからよ」

「玲れい、それじゃ酔よっ払ぱらいかヤクザ屋さんだよー」

　相あい方かたのやんわりとした言葉に、井い沢ざわ玲は笑いを嚙かみ殺しつつ頷うなずいた。黒いタンクトップに迷めい彩さい色のカーゴパンツを穿はいた彼は、灰色の短めに刈った髪をかきあげ、首から下げた銀色に鈍く輝いているチョーカーを対ついの手で弄もてあそぶ。

　そうしながら、視線は雪ゆき子こから外さない。

　遠えん慮りよなく自分を見る視線に羞しゆう恥ちと怒りを覚えながら、それでも雪子は耐えていた。

　何故なぜかといえば、一つはバイト中だから。

　そしてもう一つは、自分でもこの格かつ好こうは恥ずかしいと思っているからだ。

　ほんの少し胸元の開いたシャツは二にの腕うでと胸むな元もと以外はチェック模も様ようとなっていて、邪じや魔まにならない程度にフリルがいくつも付いている。スカート丈たけはかなり短く、膝ひざ上うえ十五センチ。しかもその色はピンクで、材質上やたら浮きやすい。足はガーター付きの白タイツ。髪かみ型がたはいつもと変わらぬポニーテールだが、今はそこに白いヘッドドレスが加わっていた。

　健康的で活発なタイプの雪ゆき子こには少し可愛かわいすぎる衣装で、しかも人ひと目めが大いに気になる造りだ。とりあえず似に合あってはいるものの、見る者に多少の違い和わ感かんを覚えさせているのも自覚している。

　だからチラチラと感じる視し界かいの外からの視線も、目の前にいる男のぶしつけな視線も甘んじて受けている。

　ただ、我慢の堤てい防ぼうがいつまで持つかは雪子自じ身しんも分からなかったが。

　と、ストレスの元げん凶きようである二人組の内、先さき程ほど玲れいを注意した方が小さく手を上げた。

「えーっと、僕はデラックスチョコレートパフェにしようかな～」

　にこにこしたまま吞のん気きな声で注文をする彼を、雪子はよく知っていた。

　彼女の十年来の幼おさな馴な染じみで、恩おん人じんで、今はアパートの隣りん人じんにしてクラスメイトと切っても切れない関係の少年で、名前を水みな瀬せ遊ゆう矢やという。女性受けしそうな童どう顔がんに平均よりやや低い身長、眉まゆにかかる程度の前まえ髪がみに対して少し長く伸ばした後ろ髪を輪ゴムで結んで短い尻尾しつぽのような状態にしていた。服装は赤いアロハシャツを第一ボタン以外全ぜん部ぶ留め、淡あわ水みず色いろのハーフパンツに青地に黒いラインの入ったスニーカーを装着している。

　普通に着こなせばやや軽いナンパなノリに見えるはずなのに、着方が悪いのか、寝ね癖ぐせがついているためか、ぽけーっとした表情のためか──恐らく全てが要因なのだろうが、とにかく野や暮ぼったさとだらしなさばかりが目立っていた。

「……デラックスチョコレートパフェを、お一つ、ですね!?」

　注文をした遊矢に対し、雪子はこめかみ辺りをひくつかせながら確認をとる。

　幼馴染の態度自じ体たいに問題はないが、それ以前の問題が大きい。

　雪子は散さん々ざんバイト先に来るなと言ったし、井い沢ざわ玲に教えるという論ろん外がいの行動を許可した覚えもない。

　なのに合わせ技で最悪の現状を作り出した遊矢に対し、怒り以外の感情で接しろという方が無理な話だった。

　ぷるぷるとハンディーを握る手を震わせて、にこやかな笑顔を怒ど気きで上うわ塗ぬりして、雪子は視線を玲へと向けた。

　パッと見でモデルかと思わせる端たん整せいかつ野性的な顔にいやらしい笑みを浮かべた玲は、メニュー表をパタパタと煽あおぐように動かしながら、視線は雪子に注そそいだままで口を開く。

「オレはアイスコーヒーに特製ＢＬＴサンドな。にしてもこの店つまんねぇ。なんでメニューにスマイルが載ってないんだか」

　あれば何度も注文したのだろうと簡単に想そう像ぞう出来る発言をすると、玲はメニュー表をテーブルの上に投げ捨てる。

「遊矢、他にもなんか頼んでいいぜ。面白いモン見せてくれた礼だ、オレが奢おごってやんよ」

「わ、ほんと？　それじゃ、スパゲティーナポリタンとコーラフロートもお願いするねー」

　嬉うれしそうに告げられた追つい加か注文を、雪ゆき子こは震える指でハンディーに入力する。

　それが終わるとすぐに顔を上げ、

「以上でよろしいでしょうかっ」

　早口でそう言うと、雪子は返事も聞かずに言葉を続けた。

「それではご注文を繰り返させていただきますっ！　デラックスチョコレートパフェがお一つに、アイスコーヒーが一つ、特製ＢＬＴサンドが──」

「にしても、雪ゆき姫ひめは足長ぇからミニが似に合あうな。ハニーはどう思うよ？」

「ん～。普段はもっと足の露ろ出しゆつ多いから、タイツ姿が新鮮だねー」

「──一つにっ！　スパゲティーナポリタンが一つ──」

　本人の前で品ひん評ぴようを始める二人に対し、雪子は耳に入れないように努力しながら復ふく唱しようを続ける。

　ここを乗り切れば、とりあえず裏に隠かくれることが出来る。後は店長に頼んで休きゆう憩けい時間をずらさせてもらい、少し仲良くなったウエイトレスに引き継ぎを頼んで、二人が帰るまで引っ込んでいればいい。

　制服は恥ずかしくて提案者を蹴けり倒したくなるが、仕事は簡単で給料がかなりいい。だからこのバイトを辞やめずに済ますためには、なんとしてもここで暴れるわけにはいかない。

　ぐっと我慢をする雪子に、しかし二人の声は容よう赦しやなく繰り広げられる。

「おぉっ？　向こうにいる店員、結けつ構こうイケてんぜ」

「──コーラフロートがお一つ！　以上でよろしいですねっ?!」

「えー、あー、ほんとだー。雪ちゃんより似合ってるねー」

「雪姫より胸があるからだろ。胸を強調するように出来ているみたいだからな、この制服」

「よろしいですねっ?!」

「あ、うん。間違ってないよ」

「む、見ろ遊ゆう矢や。テーブルを拭ふく時、スカートが捲まくれ上がって──」

「デザートのパフェはいつ頃お持ちいたしますかっ!?」

　最さつ早そくフロア全体に響ひびき渡るくらいの大声で怒ど鳴なりつつ、それでも雪子は業務を全まつとうしようと尽力する。

　ギリギリとハンディーが嫌な音を立てているが、そんなことを気にしている余よ裕ゆうなどない。

　堤てい防ぼうは決けつ壊かい寸すん前ぜん。

　前まえ髪がみを上げているため、ちょっと広めのおでこにくっきりと青あお筋すじが浮かんでいるのが、近くにいる二人には見えているはずだ。

　なのに遊矢と玲れいははしゃぐのを止めず、雪子だけでは飽き足らず他のウエイトレスの観察と感想交こう換かんなどを行っている。そしてたまたま雪子の視線の先、テーブルの向こうでオーダーを取り終えた茶ちや髪ぱつのウエイトレスが、玲にひらひらと手を振られて喜んでいる光景が見えた。

　怒りに染まっているのが自分一人という状況にこれ以上は耐えられず、もう奥に引っ込もうと雪ゆき子こはくるりと二人に背を向けて──

「お、そうだ雪ゆき姫ひめ」

　タイミング良すぎる声がかかり、雪子は渋しぶ々しぶ足を止め、精せい一いつ杯ぱいの笑顔を引きつらせまくり、

「……なんでしょうか？」

　相変わらず自分を苛いらつかせる笑みを口の端はしに浮かべている玲れいを、殺さつ気きすら感じさせる目で睨にらみつけて応える。

　ろくでもない用なら蹴けり殺すわよ、という警けい告こくを視線に込めると、井い沢ざわ玲は真ま面じ目めな顔になってテーブルから身を乗り出した。

「ちと考えてみたんだが」

「…………何よ？」

「どうせここの客はウエイトレスのパンチラ目当てだろ？　だからいっそのことテーブルの上で踊ってみろよ、お捻ひねりとかもらえんぜ、きっと。ついでに写真撮さつ影えい料金も取りゃあ一気に人気者の金持ちだぜ？　どうよ、この名案！」

　セクハラ全開の言葉に、ついに雪子の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる音がした。

　ぶちっ、という血管が切れる漫画のような音ではなく、ガギャシャッ、というハンディーが握り潰つぶされる音が。

　そして、雪子の表情から険けんが取れた。

　さっきまでのストレスの海にどっぷりと浸つかって怒りを堪こらえていた顔つきが噓うそのように、清すが々すがしい爽さわやかな笑みを湛たたえて。

　青あお筋すじをバッチリ浮かせたまま、雪子は宣言する。

「──あんたらとりあえずボコボコのギタギタにしてから素すっ裸ぱだかに剝むいて店の外に放り出してやるわっっっ！」

　そして座ったまま楽しげな笑みを凍りつかせた玲に向けて、豪ごう快かいに左回し蹴りを繰り出した。

　イスが壊れる音とグラスが砕ける音がほぼ同時に響ひびき──

　店内はあっという間に戦場と化した。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　新しん東京国こく際さい空港は大おお勢ぜいの客で溢あふれていた。展望デッキのある四階フロアでは通路を多くの人が行き来し、各種レストランも満席の店がいくつもある。

　夏休みというだけあって家族連れ、友人同士と思われる数多くのグループが会話と共に移動し、或あるいは滑かつ走そう路ろの様よう子すを見ながら賑にぎわっている。

　やはり仕事で飛行機を利用する人よりも旅行に用いる人が多い為ためか、フロアは普段よりも明るく、陽気と活気に満ちた空間となっていた。

　そんな中、まだ小さな少年は展望デッキで熱心に飛行機が離り着ちやく陸りくする勇ゆう姿しを見ていた。あれだけ大きな物が空を飛ぶだけでも不ふ思し議ぎだというのに、その中でも一つ妙みような事が起こった。

　滑かつ走そう路ろ目指して降りて来る大型の飛行機。その前輪が、間もなく着陸というところで、何が起こったのか見事なまでに吹き飛んだ。

　少年には飛行機の前輪が果たす大事な役割が理解出来ない為ため、ロボットアニメのように下から新しいパーツが出てくるのかと期待に満ちた目で成り行きを見届けようと凝ぎよう視しする。

　一方、飛行機は異常に気づいていないのか、それとも着陸を回かい避ひするには高度と速度が足りないのか、徐々に灰色の滑走路へと迫り、あと十数秒で胴どう体たい部分が地面に接触する──

　その時、奇き妙みような事が起こった。

　そして、飛行機は何事もなかったかのように前輪の軸じくを弛ゆるませて着陸し、滑走路を滑りながら速度を落としていく。

　少年はその光景を、確かに見た。

　着陸寸すん前ぜんのあわやという瞬間、吹き飛んだはずの前輪がテープを巻き戻したように飛んできて、元の場所に収まり、その機能を完かん璧ぺきに果たした一部始し終じゆうを──

　だが小学校に入りたての少年にはそれがどれだけ不思議なことなのか理解出来なかった。

　ただ目を輝かせて隣となりにいた父親の足を叩たたき、

「ねぇ、見た？　今の見たっ？」

「ん？　ああ、見ていたぞ。飛行機は凄すごいだろう？」

「うん、すっごい！」

　その会話だけで満足し、再び熱心な視線を滑走路へと向ける。

　少年は最後まで気がつかなかった。

　自分が見たものがこの世の常識では有り得ない事じ象しようだったこと。

　そして自分の隣、父親とは反対側に、一人の少女が居たことに。

　気づかれないまま少女は身を翻ひるがえし、スキップをするような軽い足取りでエレベーターへと消えていった。




　地下フロアにあるＪＲの改札へと続く広い通路を、少女は元気良く歩いていた。

　先さき程ほどの光景を思い出し、いい事をしたな、と満足げに微笑ほほえむ。

　あのまま、前輪を失った状態で着陸をすれば、間違いなく怪け我が人が出ただろう。下手へたをすれば死人まで出たかもしれない。

　たまたま自分があの場に居てあの光景を見ていたという幸運に感謝して、少女は人の多い通路を歩く。

　少女の外見は十歳さい前後。ふわふわの紫むらさきのフリル付きドレスを着て、長くボリュームのある金きん髪ぱつを白いリボンを使って両耳の下で結び、二つに分けて垂らしている。翡ひ翠すい色のパッチリとした瞳ひとみとカールしたまつげ、ふっくらとした頰ほおと唇といい、西洋人形のように愛らしい容よう姿しと格かつ好こうをしていた。

　だが、靴音が響ひびき案内のアナウンスが流れる通路内で、少女に視線を向ける者は一人として存在しない。

　それどころか混雑する通路だというのに、少女の歩く先には自然と人が退のいて道が出来、誰もが少女を避けるようにして通り過ぎていく。

　誰も注意を払うことなく、誰一人として接触する者もなく。

　そして少女自身、その現象に不ふ思し議ぎを感じてはいなかった。

　空港を一人で歩くことも、それに誰も気がつかないという不思議も、彼女にとっては当たり前のことなのだ。

　──というより、気づかれてしまうのは彼女にとって都つ合ごうが悪かった。

　外国人風ふうの少女が一人、親らしき人を連れずに歩いている姿を目もく撃げきされれば、迷まい子ごかと勘かん違ちがいした人が善意から接触を持とうとする可能性が非常に高い。そうなれば、当とう然ぜん空港の関係者の元へ連れて行かれ、そこで身元を証明する物がないか探られ、いもしない親についてあれこれと訊きかれるだろう。

　そんな面めん倒どうなことになるのは嫌だし、そもそもパスポート自体を持っていない。入国審しん査さも税関も素す通どおりした身なので、少女としてはそれらがバレて記き憶おく操作を行うという事態を回かい避ひする為ためにも、普通の人間には自分の存在に気づけないよう、簡易魔ま法ほうで知覚遮しや断だんをしているのだ。

　魔法の影えい響きようで誰にもその存在を気け取どられることはない。先さき程ほど、飛行機の前輪を修しゆう復ふくしたのも魔法を使用しての奇き跡せきだ。

　存在を誰にも気づかれることなく、目に見える奇跡は見み間ま違ちがいだと思える程度の最小限のもので、最大限の幸運を導かせる──それが少女の使う魔法の基本だった。

　気分良く、ともすればスキップにも見える軽い足取りで進んでいた彼女は、近くに設置されたボードに明日の天気予報と共にデジタル時計があることに気づき、時刻を確認する。

　そろそろ午後の六時という表ひよう示じに、少女は歩みを再開しながら、少し考えた。

　日本の夏ではまだ日が沈んでいない時刻だという知識はあったが、彼女は当初の予定通り、すぐに東京に入りホテルをとって休むことにした。

　不慣れな土地では迷子になりやすいのに地図の一つも持っていない。日本の交通機関は複雑だと聞いている。なら着実に、計画通りに事を進めたほうが早い。

　ドレスの、外からは目立たぬ場所に付いたポケットの中にある自作の旅のしおりでは、空港から電車で東京へ移動、適当なホテルに入り、ベルボーイに簡易催さい眠みんをかけて部屋を取ってもらい、今日の移動はそこで終了……ということになっている。

　これは昨日きのう何時間も唸うなりながら少女が完成させたプランの為、読み返すまでもなく頭に入っていた。

　ホテルに入り、鍵かぎを掛け、誰もいない状況を作らない限り、安心して魔法を使うことは出来ない。詠えい唱しようも立りつ方ぽう魔法陣じんも必要としない簡易なものならともかく、彼女が使いたい魔法はそれなりに面めん倒どうなものなのだ。

　限定範はん囲いにおける霊れい力りよくの流れを感かん知ちする魔法──それだけなら簡単だが、過去の記録まで呼び出す今回の場合、最低でも十数分は魔法陣を起動し続けなければ欲しい効果は得られないだろう。

「うーん……せめて十年分のデータは欲しいですし……」

　ぽつりと、外見に相応ふさわしい甘く高い声で呟つぶやいた。独り言にしては少し響ひびく、大きめな声だったが、やはり誰も声が聞こていないように無反応のまま。

　初めから『そこ』に道はないように皆が迂う回かいする中で、彼女は思い出していた。

　約一ヶ月前に東京付近で起きた、霊力場ばの大きな歪ゆがみ。フランス南部にいた自分に知ち覚かく出来るほどのそれは、間違いなく召しよう喚かん魔法による影えい響きようだろう。しかも直後に同等の波動が起こるという異常な事態まで起こるというおまけもついている。

　極きよく東とうの小さな島国である日本には文化が発展するまでは行き難く、少し興味がある事件が起きた時は渡と航こうが禁止されており、自由に行き来出来るようになったのは最近の事だ。

　一度も足を踏み入れたことのない小さな国──そのまま立ち入ることはないだろうと思っていた国で、何かが起きているはずだった。

　数百年間一度も召喚が行われなかった地で、この十年の間に二度も召喚が行われた。そこには決して偶然ではない何かがあるはずだと、彼女の直感がそう告げている。

　だから彼女は──紫むらさきのドレスに身を包んだ小さな天使、セーレウスは日本に来たのだ。

　もしかしたら召喚者に会えるかもしれないという、淡あわい可能性を期待して。

　それよりも微小な、自分の望みが叶かなうかもしれないという可能性を捨て切れずに。

　その為ために、まずは東京へ──

　セーレウスは無意識の内に胸の前で左手を握り締め、その小さな顔を上げた。

　翡ひ翠すい色の瞳ひとみが人ひと込ごみの中で捉とらえたのは、前方に見えるＪＲの路ろ線せん案内。複雑に行き交う何本もの色の違うラインと駅名に、セーレウスは軽い絶望感を覚えた。

「…………うぅ～、ピンチですよぅ」

　路線案内を見ても何がどうなっているのかまるで分からず、数十分の間立ち尽くした末、小さな天使は魔法を解いて駅員らしき男性に声を掛けた。

　目に涙が溜たまっていたせいか、親切な駅員は飴あめをくれた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「ねー雪ゆきちゃん、そろそろ機き嫌げん直してよー」

　やや後ろから投げかけられる声に、雪ゆき子この片かた眉まゆがぴくりと動いた。しかし振り返ることも返事をすることもせず、むすっとした表情のままアスファルトの地面を蹴けるようにして歩く。

　午前十時を過ぎて、強烈な陽ひ射ざしに伴い気温はどんどん上がっていく。今日もかなり暑くなるのは必ひつ至しという天候に合わせ、雪子は海辺のプリントがされたティーシャツに、ジーンズ地のショートパンツを穿はいている。ジョギングをするような格かつ好こうで赤い小さなデイバッグを肩に引っ掛けて、アパートから駅前方面へ向かう道路を歩いていた。

　目指しているのは図書館で、デイバッグの中には勉強道具が入っている。そう思うと重量が増して感じる不ふ思し議ぎに、雪子は苛いら々いらを増加させた。

　雪子の後ろを行き、時々声こえをかけてくる遊ゆう矢やは昨日とは違う柄がらのアロハシャツを着ており、どこで買ったのかサンバイザーを被かぶっていて、まるで海水浴に出向くような格好だった。

「ゆーきちゃーん。ねー、後でソフトクリーム奢おごるからー」

　既に暑さにやられ始めているのか、遊矢はただでさえ標準で間ま延のびしている声をより一層だらしなく伸ばし、小学生が引っかかりそうな緩い交渉を仕掛けてくる。

　高校生という大人おとなに近い年ねん齢れいの雪子は、さすがにそんな誘いに飛びつくほど子供ではない。しかし、この暑さの中ではかなり魅み力りよく的な提案に感じ、僅わずかに歩調を緩めてちらりと後ろを振り返る。

　四十度近い暑さだというのに、遊矢は汗をかいていないように見えた。しかし肩は下がり、いつも緩んでいる表情は七割増しのだらけ切ったものとなって、足元も微び妙みようにふらついている。

　外に出てから五分程てい度どで既にふらふらな幼おさな馴な染じみの様よう子すに、雪子は大げさにため息をついて足を止めた。

「あんたね……昨日バカ沢ざわと二人であたしに多大な迷めい惑わくをかけたの、分かってんの？」

「え～と、もしかして、アルバイトをクビになっちゃったこと？」

「それ以外に何があるってのよ」

　てくてくと歩いて雪子の横まで来ると、遊矢も止まって首を傾かしげた。

「んー…………色々ありすぎて」

「……そうね、あんたたちはいっつも迷惑かけてくれるもんね。でも昨日って言ったらあれしかないでしょ。せっかく割のいいバイトだったのに……」

　じっとりと汗ばんだうなじを手で拭ぬぐいながら、雪子は真まっ青さおな空を眩まぶしげに見上げた。視し界かいの中は夏の高い空と南国を連想させる強い陽射しだというのに、心の方には暗あん鬱うつとした気分が蘇よみがえってくる。

　元々、短期間のアルバイトだった。人ひと手でが足りない時期ということで集中的に十日間、時給千二百円で実働時間は六時間。

　制服の件を抜かせばかなりの好条件だったというのに、たったの三日でクビになってしまったのだ。気落ちするなという方が難しい。

　しかも昨日帰りがけに渡された封ふう筒とうには万札が三枚入っており、それが『お金はあげるから関わらないでね』と言われたようで、かなり後ろめたい思いもしていた。暴れた際に多少の器き物ぶつ破は損そんをしたにも関わらず押し付けるようにして封筒を渡されて、初バイトは散さん々ざんな結果に終わってしまった。

　思い返すうちに自己嫌けん悪おに陥ってしまい、雪ゆき子こは頭を抱えて呻うめいた。

「あぁ、もうっ。人手不ぶ足そくにさせて、おまけに出費までかさませちゃって、あたしってば物もの凄すごく迷めい惑わくなヤツじゃないのよ……」

「んー、そこまでお金の心配はしなくていいと思うよ？」

「遊ゆう矢や、あんたね。慈じ善ぜん事業じゃないんだから、金銭面で迷惑かけといて反省と後こう悔かいしないわけにはいかないでしょ」

　珍しく道徳的な説教をする雪子に、遊矢は暑さで蕩とろけつつもにっこりと笑いかけ、

「玲れいから聞いたんだけどね？　あのお店ね、裏でウエイトレスの制服を売って儲もうけてるみたいだから」

「なっ……?!」

「きっと雪ちゃんが着た制服は高く売れるだろうから、最低でも元は取れると思うよー。だからそこまで気にしなくても、ね？」

「………………」

「あ、ほら、仕事の前に制服姿すがたの写真撮とられたりしなかった？　それとセットで売るって玲は言ってたよー」

「………………………………っ」

　ギリギリと奥おく歯ばを嚙かんで、雪子はツカツカと早足で歩き出した。

「れ？　雪ちゃんどうしたのー？」

「あの店、店長諸もろ共とも今すぐ潰つぶしてやるわっ！」

　怒ど声せいを発した雪子に、通りすがりの若者がびくりと体を震わせて反応する。

　それを恥ずかしく感じるだけの余よ裕ゆうと冷静さは雪子には残っていなかった。

　罪ざい悪あく感かんは一気に薄れたものの、この場で暴れたいほどの恥ずかしさが頭を熱くさせている。一度身に付けた衣服を誰かの手に渡すという物もの凄すごく気持ち悪い行為が行われる前に、一刻も早く全てをぶち壊してしまわなければという怒りと怖おぞ気けが込み上げてくる。

　だから雪子は気温と湿度の影えい響きよう以上の不快を感じながら苛いら々いらを増加させ、商店街に入ったため多くなった通行人が奇き異いの視線を向けてくれば睨にらんでやり、ずんずんとレンガ敷じきの歩道を行く。

　商店街に入ったばかりの周辺はいくつかの建物が建設中だった。まだまだこれから発展していくと言わんばかりにいつもどこかで工事が行われ、新しい建物が増えて行く。

　それらは計画性のあるもののため、区く画かく整理がキチンとされて建物の大きさもそれほどちぐはぐなものはなく、機能美びと景けい観かんの良さが吊つり合っている。

　歩いていても都会特とく有ゆうの息が詰まる感覚はなく、暮らしやすいと評判の風かざ見み野のの商店街。

　だが雪ゆき子こはひたすらに、見慣れた風景とはいえ観察して楽しむこともなく、長くすらりと伸びた健康的な脚あしを颯さつ爽そうと動かす。

　商店がメインの通りとは違い市役所など公共の建物が並ぶ通りを、ポニーテールを揺らしながら、沸ふつ々ふつと今すぐにでも誰かにぶつけたい怒りを胸に進んで行く。

　そして本来の目的地であった図書館が見えた所で、

「あ～、雪ちゃん待ってよ～」

　背後からとろ臭い声が聞こえてきた。雪子は当然のように無視…………しようとしたのだが、ついつい気になってしまい、ほんの少しだけ後ろを見て、

「ぁ────?!」

　呼吸が止まりそうになる。

　遊ゆう矢やの頭上数メートルの所に、植木鉢ばちが落ちてきていた。

　ほぼ真下に落下している重たげな植木鉢は、ちょうど歩いている遊矢の頭部を直ちよく撃げきするコースで加速していく。

「遊矢っ！」

「……ふえ？」
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　雪ゆき子この悲鳴に近い声に驚いてか、遊ゆう矢やは足を止めた。しかし植木鉢ばちは、頭上を見上げようとする遊矢の額ひたいを割ろうと、僅わずか十数センチの所まで来ており──

　ガヂャッ、という鈍く耳みみ障ざわりな音を立て、レンガ造りの植木鉢は割れ砕けた。草花は咲いてなかったが中にたっぷりと土が入っていたためか派は手でに散らばることはなく、明確な形を残したまま無む残ざんな姿を歩道の上に晒さらす。

「……………………ふぅ」

　その結末を見て、落下地点から二メートル近く離れた場所にいた雪子は大きく息を吐いた。

　胸の中で心臓はかなりの音を立てている。さっきまでの怒りも暑さによる倦けん怠たい感かんもどこかへ吹き飛び、冷水をぶっ掛けられたように目が冴さえている。

　遊矢は、無事だった。その証しよう拠こに、雪子に抱き抱えられたまま目をパチクリさせている。

　植木鉢という危険な落下物を見た瞬間、雪子の足は既に動いていた。優に四、五メートルは離れた場所にいた遊矢へと向けて疾しつ走そうし、植木鉢が遊矢の額をサンバイザーごと押し割る前に彼の体を抱いてその場から攫さらい、無ぶ事じ離り脱だつすることに成功した。

　普通なら絶望的だったはずの距離と時間をクリアしてみせた雪子はほっと胸を撫なで下ろし、それから抱いていた遊矢の体を離した。自分とさほど変わらない体格の遊矢は一歩だけ離れて振り返り、にっこりと微笑ほほえむ。

「いつもありがとね、雪ちゃん」

「別にいいわよ。近くにいたらもっと楽に助けられたはずだし、ね」

　まるで自分の責任のように言った雪子は、言葉通り反省した。

　暑さも手伝って気が立っていたとはいえ、遊矢から目を離していた時間が長かった。もしあの時、偶然のタイミングで遊矢が声を掛けてこなければ、自分の気がつかない内に悲ひ惨さんな結果となっていた可能性が高い。頭部への一いち撃げきは容易たやすく人の命を左右すると知っているからこそ、そうなっていた時のことを想像すると思わず身が震える。

　レンガ敷じきの歩道に血が流れる光景を見ずに済んで心から安あん堵どし、一息つく。

　それで一ひと区切りつけた雪子は、緊きん張ちようが解ほぐれてきた表情を再びキツいものにする。

　そこに表れている感情は、紛まぎれもなく怒りだった。

　目つきを険しいものにして横にある七階建てのビルを仰ぎ、灰色に近い白色で塗られた外がい壁へきに規則的に並んだ窓から、いくつか開いている箇所を見つける。それらに人の姿が見当たらないという事実に、雪子はますます怒りを強くする。

「……謝りに出て来ないなんて、ずいぶんと丁てい寧ねいな対応してくれるじゃない。こっちから乗り込んで来いってことよね、これは」

「ふぇ？」

　ぽけっとした顔で気が抜けるような声をあげた遊矢の手首を摑つかみ、雪子はずんずんと、いくつもの企業が入っているらしい問題のビルの入り口に向かって進む。

「いたずらか不注意かは分からないけど、そっちがその気ならこっちだって──」

「ちょっと、雪ゆきちゃんすとっぷすとっぷ。落ち着かないとダメだってばー」

「落ち着いてるわよ。犯人を見つけてもちゃんと謝ったら許してあげるし、そうでなくても流血沙ざ汰たにまでするつもりはないし。ほら、すっごく冷静だわ」

「あー、暑さでおかしくなっちゃってる…………とりあえず、いいから止まってってば～」

　遊ゆう矢やが抵抗した為ため、雪子は建物の入り口手て前まえの段差を前に足を止め、じろりと遊矢を睨にらんでやる。

　誰のことで自分がこんなに怒っているのかを自覚していないような曖あい昧まいな笑みを浮かべている幼おさな馴な染じみに、ここはキッチリ言い聞かす機会だ。

　そう考え、雪子は摑つかんでいた手首を離し、腰に手を当てて、

「あんたね、日和ひより見み主義も悪くないと思うけど、けじめはちゃんとつけるべきよ」

「でも誰も怪け我がしなかったんだしー」

「いい？　昔の人は良い事を言ったわ。『ごめんで済んだら警察は要いらない』、って。その通りよ。コンビニで店員に向かって『金を出せ』って言えば何も取らなくても強ごう盗とう未み遂すいで、相手に包ほう丁ちようを向ければ殺人未遂よ」

「んー…………それで？」

「つまりね、『誰も怪我をしなかったからじゃあ謝らなくていいか』なんて、そんなの通るわけがないでしょ！　あんたが許してもあたしが許せないんだから、ここは土ど下げ座ざでも蹴けりを入れるでもそこら辺をきちっとさせないといけないのよ！」

　事態を目もく撃げきして足を止めていた通行人の目も気にせず声こわ高だかに主張すると、雪子は若じやつ干かんではあるが血走ってさえいる瞳ひとみで被ひ害がい者しや意識の乏しい遊矢を見て、

「だから乗り込むわよ。怒ど鳴なり込んでいけば心当たりのある人はそれっぽい反応をするだろうから、そこをこう、ぐいっと捩ねじ上げれば白はく状じようするに違いないわ！」

「そんなことしたら冤えん罪ざいでも頷うなずいちゃうって」

　論じても睨んでもほのぼのとした平和そうな態度の遊矢は苦く笑しよう混じりの笑みを浮かべ、

「わざわざそんなことしなくてもいいよー。僕は無ぶ事じだったし、他に怪我した人もいないしね」

「だから問題は──」

「未遂に終わった犯罪かどうか区別が曖昧な物や民みん事じ系けいになりそうな事件はね、大たい抵ていの場合、被害者側に起き訴そするかどうかの判断が委ゆだねられるらしいよ？　だからねー、被害者の僕が気にしてないなら問題ないはずだよ」

「っ…………なんか小こ難むずかしい事を……」

　奥おく歯ばを嚙かんで軋きしませて呻うめくと、雪子はそれ以上騒さわぐ気にはなれなくなってしまった。

　本人の言う通り、笑って済ませているのならそれでいいのだろう。いたずらにしては度が過ぎている上に、屋上や窓の近くに人の気配を感じないので、恐らくは事故なのだろう。そして不注意によるものならば、元より強く責めても仕方がない。

　ただ、雪ゆき子こが納なつ得とく出来ないのは自分の感情の行き場なのだが──

　それを見越したように、遊ゆう矢やはとぼけた笑みを優しげなものと変え、

「雪ちゃんのおかげで助かったから、僕はそれでいいよ」

　ストレートにそう言うと、植木鉢ばちの落ちた場所へと近づいていく。

　そんな遊矢に雪子は掛ける言葉を持たず、何とも言い難い感情を持て余すように両手の指を絡ませた。

　礼なら言われ慣れているはずだったが、ともすれば顔が赤くなってしまうくらいに嬉うれしく感じている自分がいることに、雪子は否定を諦あきらめ、認めた。

　燃えていた怒りはつまり『被害者が遊矢だった』という一点に尽き、苛いら立だちすら覚えていた理由は『遊矢のことだから怒っている自分を理解してくれていない』ということで、それが引っ込んで嬉しさを覚えているのは『ちゃんと分かってくれていた』という、子供っぽい単純な感情の浮き沈みだ。

　今いま時どき、小学生でもここまで露ろ骨こつに感情が左右されはしないのかもしれない──そう思いながら、雪子は原因である相手を見続けていた。

　遊矢は歩道の真ん中で植木鉢が落ちてきたと思おぼしきビルを眺ながめたり、すぐ近くにある壊れたレンガ造りの植木鉢を見たりとした後、「む～」と小さく唸うなっている。

　見慣れた顔の、相変わらず意味の摑つかみ難い行動。意味があるのかどうかも疑わしいが、ずっとこうしているわけにもいかない。

　自分たちにはやるべきことと行くべき場所があるのだ。

「ほら、遊矢。いつまでも唸ってないで、さっさと行くわよ。こんな炎えん天てん下かに長いこといたら熱ねつ中ちゆう症しようになるわ」

「んー……そうだね、いこっか」

　植木鉢の側そばにいた遊矢は何故なぜか楽しそうに笑って頷うなずいた。

　たった今、下手へたすれば死んでいたかもしれない事故に遭そう遇ぐうした者が浮かべるには不適当な表情に、歩み寄る雪子は複雑な気持ちになった。

　もう慣れたはずだが、それが普通とも常識とも違う以上、やはり違い和わ感かんはある。

　その違和感が、過去の記き憶おくと共に雪子の意志を思い返させる。

　八年前。右足に大おお怪け我がを負った自分を助ける為ために、遊矢が召しよう喚かんした一人の悪あく魔ま。その結果として雪子の右足は治り、少しばかり人間離れした運動能力を手に入れた。

　その代わりに遊矢が失った、一つの感情と一つの感覚──恐怖と緊きん張ちよう感。

　契約により失った反応を遊矢が取り戻すためには、召喚した女おんな悪あく魔まリールゥを見つけ、捕まえなくてはならない。

　制約により現世の、遊ゆう矢やを中心とした五キロメートル以内にいるはずの彼女を探す、かくれんぼ。それに勝たなければならない。

　勝たなければ遊矢はいつまでも今のように死の危険に恐怖することはない、どんなことにも危機感を持って反応することも出来ない、不安定な体のままだ。

　だからこうして夏休みになっても実家へ帰らず、二人で学生の姿が少なくなった風かざ見み野のの街に残って『何か』が起こるのを待っていた。

　悪あく魔まがいる場所には不ふ可か思し議ぎな事件が起きやすい。そして悪魔自じ体たいが事件を起こすという可能性もある。

　雪ゆき子こにとって、今年の夏は勝負の夏だ。昨日の出来事と暑さのあまり、つい、うっかり忘れかけていたが、それはともかくとして。

「少しでも早くリールゥを見つけなくっちゃね……！」

　休みに入る前にした決意を口にすると、妙みように燃えてくるものがある。炎えん天てん下かの中、髪やシャツを引っ付かせて不快を煽あおる汗すらも燃料に変わり、攻撃的ともいえるやる気が満ちてくる。

　隣となりにいるあどけない笑顔の遊矢を見て、『この夏こそは』と思いに浸ひたる。

　高校一年生の夏。同年代の若者が青春を捧ささげるこの季節、一刻も早く『幼おさな馴な染じみのお守り』から抜け出し、新たな一歩を踏み出そうと、雪子の心は気温に負けず熱く燃え盛っていた。

　そこに、遊矢のほのぼのとした声が割り込んできた。

「でも、その前にやることをやっちゃわないとねー」

　現実を思い出させてくれるその言葉に、雪子のやる気の炎ほのおは三割減して強つよ火びから中ちゆう火びへと萎しぼんでしまう。

「それじゃ、図書館行って勉強しよっかー」

　明るく吞のん気きに続いた言葉に、雪子は珍しく自分の未来を分ぶん析せきしていた。

　恐らく、やる気は長続きしないだろうと。

　──すっかりバイト先への怒りを忘れたことにも気づかず、雪子は遊矢と共にその場から離れた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　そして、一時間後。

　冷房の効いた市立図書館の中で、雪子は机の上にだらしなく突つっ伏ぷし、ギブアップの声をあげていた。

「……………………もうダメだわ……」

　緩く握られた手からはシャーペンが零こぼれ落ち、カラカラと机の上を二回転して止まり、開いたノートに横顔を載せた雪子の目の前で存在をアピールしていた。が、それを再び手に取ることはせず、口からはため息ばかり。

「ダメ…………やっぱりあたしにはダメなのよ……」

「うー、しっかりしなよー」

「…………無理。こんな過か酷こくなミッション、あたしには攻こう略りやく不可能だわ……」

「大げさだってばー。そんなに難しくないって」

　抑えた声で雪ゆき子こを励ますのは隣となりの席に座っているはずの遊ゆう矢やだが、机と机の間にはプライバシーの保護のためか木の板で仕切りがされているため、机のやや上にある雪子の目め線せんからは遊矢の姿は見えない。

　横に入った木目とシャーペンに話し掛けるように、雪子はだらけた声を出した。

「……そもそも、おかしいわよ。なんで源げん氏じ物語の英語版を和わ訳やくなんてしなくちゃいけないの。日本の本で、しかも古典じゃない。せいぜい現代文に直すくらいにして欲しいわ……」

「でも、それじゃ英語の課題じゃないよ？」

「んなこと分かってるわよ……」

　ぼやいて、もう一度大きなため息をつく。

　やってられない気分が抜けないので、雪子は目を閉じてみた。カリカリという文字を書く音やページを捲めくる音に混ざり、誰かの足音や遠くで自動ドアが開く音が聞こえてくる。先さき程ほどまではボリュームを抑えたクラシックの音楽もかかっていたのだが、今は流れていない。

　流れていれば五分もかからずに眠れたのに、と思いながら、雪子はのっそりと顔を上げた。

　現在二人がいるのは市立図書館の中だった。事故があった路地と同じ通りの徒歩一分もかからずに着く場所にある、なかなかに大きな建物だ。

　訪れた理由は夏休みの学生らしく、大量に出た宿題を片付けるというもの。

　図書館でやろうと言い出したのは雪子の方だった。自宅でやればついテレビをつけたり雑誌に手が伸びたりしてしまうため、集中せざるを得ない空間へ行こうと思ったからなのだが、それでも結果はこの通りだ。

　ちなみに雪子たちが通う高校には図書室とは別に立りつ派ぱな図書館があるのだが、そこに行くためには緩いが長い坂道を上らなければならないため、消去法ほうで市立図書館へ来ることになった。

　言い出しっぺであるはずの雪子は首を捻ひねってコキコキ鳴らし、どこかげっそりとした生せい気きの薄れた表情で呟つぶやいた。

「やる気さえあれば勉強はカンタンだって抜かしたのは誰よ、ったく……」

　話が違う、と大げさに頭を振ると、雪子は大きなため息をついた。

　例年ならば、夏休みの宿題はまだやる時期ではなかった。遊矢はきちんと計画的に宿題を終わらせるタイプなので、写せる宿題は見せてもらっていた。残りは最終日付近に悲鳴をあげながら終わらせるのが、小学生の時分から変わらない夏の終わり方だった。

　しかし、今年の夏は自力で宿題を終わらせるつもりになっていた。

　今いま更さら、宿題を写させてもらう程度で遊ゆう矢やに悪いとは思わない。長い付き合いの間で互いの得とく意い不得意は理解しているし、持ちつ持たれつの関係は一方的に依存する関係よりずっとマシだとも思っている。

　が、そういう理り屈くつではなく。

　雪ゆき子こが苦にが手てな勉強を自ら進んでしている理由は、少しでも遊矢に認められたいという単純で簡単なものだった。

　今まではあまり気にしていなかったのだが、最近になってその願望が強くなっている自分に気づき、多少困こん惑わくした末、雪子が出した結論はシンプルで明確なものだった。

　別に悪い事じゃないし、そうしたければそうすればいい。

　というわけで、今年はちゃんと自力で宿題をやることになった……、のだが。

　勉強を開始して、まだ一時間。テレビを見たりゲームをしたりしていればあっという間に過ぎる時間は物もの凄すごく長く感じ、せっかくのやる気もどこかへ行ってしまっていた。

　出来の悪い自分の頭を恨うらめしく思いながら、雪子は手元のノートを見やる。

　先さき程ほど翻ほん訳やくした『その時、彼は素す敵てきに遊んでいる低そうな少女を見つけた』という一文を読み、これは絶対に間違っていると確信する。辞書を片手に書き込んでいる時は気にならなかったのだが、この日本語はどう考えてもおかしすぎた。

「低そうな少女ってどんなよ……ったく」

　呟つぶやいて、やれやれとイスに座り直す。背せ筋すじを伸ばすと隣となりの席で宿題に取り組んでいる遊矢の横顔が目に入った。視線を落とし、特に考える様よう子すもなく右腕を動かしているその姿は普通に優等生っぽかった。

　何となくそれを眺ながめつつ、ふと、雪子はあることを思い出す。

　緊きん張ちようが出来ない体、というのは想像し難いが、従姉妹いとこのお姉さんが推測混まじりで話してくれた内容である程度は理解しているつもりだ。

　緊張をしていないということで起こる弊へい害がいはいくつもあるが、厄やつ介かいなものは主に二つ。危険に対する察さつ知ち能力の低下と、集中がし難いということ。

　人間は普段からある程度は緊張しているため、視覚の外で起こる事や背後からの視線などに気づくことが出来る。が、遊矢は全く緊張していないので、純粋に五ご感かんに頼る以外に身に迫る危険を知ることが出来ない。

　そして日常生活で不便なことが、もう一つの弊害。常にリラックス状態にある遊矢は、物事に集中し難いのだ。

　人が集中状態に入っている時には、雑音を排除する、視し界かいから余よ計けいなものを追い出すなどの必要外な知ち覚かく情報の排除を自然と行う。しかしそれは同時に緊張状態に入っている、ということでもある。

　だが遊矢は緊張することが出来ない。

　先さき程ほどの話を従姉妹いとこから聞いた後で雪ゆき子こは遊ゆう矢やに訊たずねたのだが、彼にとっての集中とは他の人の集中とは違い、ひたすらに一つの物事だけを行うというだけのこと。精神状態ではなく、単に他の作業をしないようにするというだけのことだ。

　今、すらすらと宿題をこなしている遊矢は『集中』しているわけではない。それを思うと、こいつはまともなら凄すごい天才になったんじゃないか、と雪子は考えてしまう。

　もしそうなら、同じ高校へ通うようなことになっていただろうか？

　そもそも、八歳さいという幼い時期に起こったあの事故がなかったら、気き心ごころの知れた関係は続いていたのだろうか？

　風かざ見み野の高校はまだ新設に近いとはいえ、国公立や六大学を目指す生徒の為ためのクラスも存在する。だから遊矢もそちらのクラスに進んでいた可能性はあるが、中学受験をして全然違う学校に行っていた可能性もある。

　その場合、今のような隣となり同士で勉強をする機会はなくなっていたはずだ。

　こうしてぼんやりと横顔を見ていられるのは、あの事故があったおかげともいえる。

　笑ってばかりいる顔も勉強中はそれなりに真ま面じ目めで、凜りんとした──というのは言い過ぎだが、山奥にある小川のように澄んでいる。

　見慣れているはずの顔だが、何故なぜか見ているだけで引き込まれるような──

「ねー、雪ちゃん」

　視線を机に落としたままの突然の呼び掛けに、雪子は心臓が止まりそうなくらい驚いた。

「なっ、なによっ?!」

「和わ訳やくが進まないなら、現代訳の源げん氏じ物語を見ながらやってみたら？　ずるっこだけど、分からないところでつまずいて後で写すだけよりはマシだと思うよ？」

「あー、えー、うんっ、そうね！　うん、そっちの方が全然いいわね！」

　こくこくと頷うなずきつつ慌あわただしく立ち上がり、雪子は早足でその場から離れた。

　自分が見ていることに気づいた素そ振ぶりはまるでなかったというのに、あのタイミングで不ふ意い打うちのように声を掛けられてしまえば動どう揺ようするしかない。

　雪子は涼しいはずの館内で冷や汗をかき、じっと見ていたことがバレていないかと心しん拍ぱく数を上げ、終しまいにはぐるぐると通路を無意味に行ったり来たりして。

　ようやく人ひと心地ごこちついた頃には、すっかり汗も止まっていた。

　このまま戻ろうかと思ったが、出かけていた足を止め、振り返る。確か自分は本を取りに行くと言って席を立ったはずだ。それなのに手ぶらで戻るわけにはいかない。

　そう考えた雪子は、源氏物語を探しに館内を歩き始めた。

　図書室には子供の頃から縁えんがない雪子にとって、本棚の迷めい路ろといった具合の図書館で案内板を見ずにうろうろして目的の本を見つけられるとは思えず、まずは正面入り口の側へと行く。そして子供にも分かりやすい丁てい寧ねいな表ひよう記きの案内板を頼りに、古典のコーナーを目指す。欲しいのは現代訳の方だが、有名な古典本があるというだけで現代版がないわけではないだろうと当たりをつけたのだ。

　やや奥の方にある古典のコーナーを目指し、棚の側面にある表ひよう記きを見逃さないようにと注意して歩き、

「…………ぁ？」

　何か妙みような物を視し界かいの端に捉とらえたような気がして、雪ゆき子こは足を止めた。

　数秒ほど迷った挙あげ句く、くるりと反転して数歩戻もどる。そして小説が並ぶ棚で構成された通路に、彼女を見つけた。

　栗くり色いろの柔らかそうな髪を肩まで伸ばし、丸みを帯びて可か憐れんな瞳ひとみの、同年代と思おぼしき少女。ひよこのように黄色い半はん袖そでのカットソーを着て、恐ろしく華きや奢しやな手を本棚へと伸ばし、一冊の本を戻していた。

　図書館ではありふれた光景に、しかし雪子は目を奪われた。

　少女に──というよりも、少女の状態に。

　彼女は車くるま椅い子すに座っていた。

　新しい建物のためバリアフリーの行き届いた図書館で、車椅子の利用者はそれほど珍しいものではない。しかし雪子は今日初めて車椅子の利用者を目もく撃げきし、それも同年代の同性だということで、思わず反応してしまったのだ。

　本を戻し終えた彼女はその場から動かず、視線を上げて先さき程ほどよりもう一つ上の段を見ていた。雪子には気づいていないらしく、目は本のタイトルを追っているのか小さく横に動いている。

　ややあって、興味のある本を見つけたらしく、彼女は本棚へと手を伸ばした。本の背せ表紙に人差し指が触れる。しかし上部には届かず、指を引っ掛けることが出来ない。横を摑つかんで取ろうにも本と本の隙すき間まは埋まっているようで、目め一いつ杯ぱいに腕を伸ばしている状態では上手うまくいきそうもない。

　大変そうだな、と雪子は思い、無言で彼女の側そばへ行く。そこでようやく少女の方も雪子に気づいたようで、焦こげ茶に染まった丸く大きめな瞳を雪子へ向けた。

　愛らしい目をしているのに、それは不信と不快に彩いろどられている。

　だが雪子は怯ひるむことも気を変えることもなく、彼女が取ろうとしていた本を手に取り、差し出した。

「他になにか取るのはある？」

　親しん切せつ心しん一杯の優しい声こわ音ねではなく、普段と変わらない調子で訊たずねた雪子だったが、少女の目からは不信感が消えていない。

　むしろ反抗的なきつい視線を雪子へと向ける。それでも一応差し出された本は受け取り、朱しゆ色いろの膝ひざ掛かけをした足の上に置いた。

　無言でいる彼女の様よう子すに二冊目は必要なさそうだと判断し、

「それじゃ」

　雪ゆき子こは自分の目的を果たすべく踵きびすを返し、

「──余よ計けいなお世話よ」

　踏み出そうとしていた足を止め、振り返る。

　独り言ではないようで、彼女の目は真っ直ぐに雪子を見上げていた。

　親切を悪意で返されるという結果に、雪子は微かすかにうろたえ、少女の視線を受け止めて言葉を返す。

「……余計だったんなら謝るけど。でも、困った時は職員の人とか、誰かに頼んだ方が」

「必要ないわ。誰かの手を借りなくても取れたもの」

「…………っそ。とりあえず、怪け我がはしないように気をつけてよ」

　雪子はそう注意すると、今度こそ反転してその場から離れた。

　通路を曲がった際に、ちらりと少女の顔が見えた。が、雪子は足を止めなかった。

　見知らぬ少女は本を胸に抱いて、敵意にも似た視線を送り続けていた。

　初しよ対面の相手にああも睨にらまれるほど余計なお節せつ介かいを焼いたつもりはないが、そんなことよりも雪子が不ふ思し議ぎに思うのは、自分が彼女の態度を腹立たしく感じていないことだった。

　いくら相手が怪我人か障害者だとはいえ、あんな態度を取られれば、いつもの雪子なら怒りまくる。遊ゆう矢やならあの笑顔で流すだろうが、そこまで人間が出来ていないと自覚している雪子にとって、今の感情は不思議としか言い様ようがなかった。

　拒否されて、自分に落ち度があったのかどうかを考えて、分からないまま、それでも相手を責める気にはなれない。

　車くるま椅い子すを使っている『可か哀わい相そうな子』と思ったつもりはない。なら親切のつもりを文句で返され、怒ってもいいような気もする。

　だが実際、今の雪子は怒る気にも落ち込む気にもなれない。

　妙みような感覚に囚とらわれたまま、雪子は古典のコーナーで源げん氏じ物語の現代版を確保した。ぺらぺらとその場でページを捲めくり、ちゃんと読めることを確認する。

　雪子は源氏物語という話を詳しく知らなかった為ため、あらすじを読んでみた。そこには光ひかる源氏という青年が、亡なき母にそっくりの義ぎ母ぼに心惹ひかれたことから始まる愛の遍へん歴れきが簡かん潔けつに書かれていた。

　その時、ふと、何かが降り立ったように、自分が彼女に感じていたものの正体が分かった。

　義母に亡き母の面おも影かげを重ねた光源氏。

　それと雪子は同じだった。

　車椅子の彼女に、なるはずだった自分の姿を重ねていたのだ。

「……………………」

　気分が重いまま本を持って席に帰るも、宿題はあまりはかどらなかった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　昼食を挟んで五時過ぎまでいた図書館を出ると、雪ゆき子こは大きく背伸びをして、

「ん────っ、この暑さが心地いいわねー！」

　組んだ手を空へと伸ばし、爪つま先さき立だちになった状態をしばらく維持し、それからぐるぐると肩を回して晴れやかな笑顔を見せる。

「やっぱり、夏は屋内で勉強なんてするもんじゃないわねー。ちょっと疲れるけど外で運動すべきだわ」

「でも、雪ちゃんはあんまり勉強してなかったよ？」

　後ろから聞こえてきた遊ゆう矢やの突っ込みを、雪子は聞こえないふりをして流す。

　確かに昼に休きゆう憩けいがてらご飯を食べた後、満まん腹ぷく感かんと冷えた空気の誘ゆう惑わくに負けて寝てしまい、起きたのは遊矢が持ってきた課題を粗あら方かた終えた後だった。

　しかし自分としては頑がん張ばった方だと思うので、雪子は胸を張ってこう言った。

「細かいことを気にしちゃダメよ。さっ、夕飯の買い物をして帰りましょ。今日は辛からめのカレーとかが食べたいわね！」

　今日の夕食当とう番ばんは遊矢なので無責任にオーダーすると、雪子は意気揚よう々ようと歩き出した。

　五時過ぎといえば夕方といって間違いないが、日はまだまだ高い。ただ来た時のようにぎらついた陽ひ射ざしではなく、冷えた肌はだをやんわりと暖めるような、気分を落ち着かせる心地良い陽射しだった。

　隣となりを歩く遊矢の周囲に軽く気を配りながら、いつものスーパーを目指し、商店街に入る。

　風かざ見み野の高校の学生が多い街の為ため、行き交う人の中にはどこかで見たような人もいる。なんせ一学年に千人近い生徒数だ。名前も知らない誰かとすれ違うことはざらにある。

　だいたいにして、この街に雪子の友達は少なかった。入学早そう々そうにセクハラ教師を蹴けり倒し、体育測定でレコードを連発した挙あげ句くにスカウトにきた柔道部の男子を蹴り倒し、遊矢に因いん縁ねんをつけてくる不良たちを蹴り倒し……、としているうちに周囲との間に妙みような壁が生まれてしまった。

　おかげで友人と言えるのは十数人程てい度ど。高たか嶺みね美み樹きという親友が出来たのはいいが、彼女は夏休みの間帰き省せいしており、今はこの街にいない。井い沢ざわ玲れいは友人ではなく敵だと認識している為、後は先日知り合った演劇部の面めん々めんと、他には──

「ああああぁぁぁぁぁぁ、み──────────っっっけたぁ────!!!!」

　突とつ如じよ商店街に響ひびいた大声に、その場にいた全員が足を止めた。

　雪子は物もの凄すごく嫌な予感を覚えながら、ゆっくりと声がした方を見てみる。買い物かごを腕に下げたおばちゃんやチラシ配りをしている若者などの向こうには、やっぱりというか、予想していた人物がいた。

　タタタッと走ってこちらへと向かってくる彼女は夏休みだというのに風かざ見み野の高校の制服である水色のセーラー服を着て、短く切り揃そろえられた前まえ髪がみを揺らし、対照的に眼鏡めがねは顔の一部のように全く動かず、レンズは西にし日びを反射して光っていた。

　商店街を全力疾しつ走そうした彼女は雪ゆき子こたちの前で両足を揃えてピタリと止まり、敬けい礼れいをするように右手を額ひたいに当ててにんまりと笑った。

「どもー、武む藤とうさんちのあっちゃんですよー。三週間ぶりぐらいだけど、二人共とも元気そうでなによりだねっ！」

「……アキ、あんたなんだって制服着てんのよ」

「だって部活中だもん。これは言わばユニフォーム、制服というよりは作業着ねっ」

　言って、武藤アキは安全ピンで右みぎ袖そでに留めた腕わん章しようを軽く引っ張り、そこに書かれた『新聞部』の三文字をアピールする。

　同じ学校に通う彼女はどんな噂うわさにも精せい通つうし、事件が起これば必ず参さん上じようして取材しまくるというずば抜けた行動力で、一年生ながらに全校生徒に知られている有名人だった。

　雪子の名前と行動から『荒あら雪ゆき姫ひめ』という渾あだ名なを付けたのも彼女で、広めたのも彼女。おまけに全く悪びれず、度たび々たび雪子の元に取材に来るという図ず太ぶとさも持ち合わせている。

　正直に言えば、雪子はアキのことが苦にが手てだった。嫌いなわけではないが、彼女のハイテンションと次から次へと聞かされる話題についていけないことが多いのだ。

　だから現れたアキに対し、雪子は露ろ骨こつに頰ほおを引きつらせた。

「……で、何の用？　別に忙しくはないけど、そんなに暇ひまでもないのよ」

「ふふー、デートの邪じや魔まされたからって冷たくしないでよっ。でも平気、あっちゃんのまる秘ひ情報聞いたら、白しろ銀がねさんの機き嫌げんもすぐに良くなるよっ」

「へぇー、何の話なんだろうねー？」

「あんたはガード緩すぎだからちょっとは警けい戒かいする！」

　能のう天てん気きな遊ゆう矢やの頭を軽く叩たたき、一つため息をついて、雪子はやれやれといった具合に肩をすくめた。

「ま、話聞きかないと終わりそうにないから聞くけど。ゴシップとかは勘かん弁べんしてよね」

「あ、へーきへーき、今回はそーいうのじゃないの。というかっ、これはお二人さんにぴったりの話題だよっ」

　アキは左手に持ったメモ帳で口元を隠かくし、それでも明確に分かるくらいに満面の笑みを浮かべて、キラリと眼鏡を光らせた。

「本当はもっと調査が進んでから話したかったんだけど、ここで会えたのが何かの縁えんだよね。まだ噂にもなっていないような事件だけど、このペースでいくと近いうちにちょっとした騒ぎにはなると思うのね」

「事件……？」

　呟つぶやいた雪子の脳のう裏りを過よぎるのは、一ヶ月ほど前に似たような形でアキが持ってきた事件のことだった。

　六月の終わりにアキが話したのは、風かざ見み野のの生徒が原因不ふ明めいの貧ひん血けつで倒れるという事態が起きている、というものだった。そこに人じん外がいの何かが関わっていると感じた雪ゆき子こは遊ゆう矢やと二人で調査をしたのだが、最も怪しいと睨にらんでいた演劇部の部長がハーフの吸きゆう血けつ鬼きで、やむを得ない事情と色めきだった部員の暴走が原因だったため、遊矢の血を分けることで解決した。

　結局、あの事件に悪あく魔まは関係なかったものの、確かに自然現げん象しようだけではないものが介かい入にゆうしている事件ではあった。

　そしてアキは自分たちが怪かい奇き事件の解決に取り組んでいると知っている。

「つまり、また何か妙みような事が起きてるってこと？」

「ぴんぽーん！　正解です、正解なので白しろ銀がねさんには賞品の贈ぞう呈ていですっ。ハイッ、爆ばく裂れつ堂どうの人気商品ランキング五回連続ベストスリーにランクインした『ドッキドキクラッカー』をプレゼントしますっ！」

　制服のポケットから取り出されたオシャレな包みを雪子は渋しぶ々しぶ受け取った。人気商品なので雪子もどういうものか知っている。一ひと袋ふくろ百円の中に五枚のクラッカーが入っているのだが、一枚だけ自分の存在をパーティーグッズのクラッカーと勘かん違ちがいしたかのような暴ぼう発はつをするものがあるという。それさえなければ普通に美味おいしいクラッカーなので、ロシアンルーレットの要よう領りようで楽しむために良く売れるらしい。

　複雑に微び妙みような物をもらってしまい、とりあえずそれはデイバッグに収める。そうしつつ、自分たちが道の真ん中で話し込んでいたことに気づき、通行の邪じや魔まにならぬよう遊矢を引っ張って文房具屋の横に移る。

　アキも何がそこまで楽しいのかというくらいの笑顔でついてきて、ペラペラとメモ帳を捲めくって内容を確認、パタンと閉じて顔を上げた。

「事の始まりがいつのどこかは分かっていないんだけどね、なんだか妙な事故が増えてるの。工事現場で鉄骨が落ちたり、ペンキを塗っていたらちょっと目を離した隙すきに壁一面にペンキをぶちまけられていたり、いたずらっぽい事故が多いのねー」

「それ、本当に事故といたずらじゃない？」

「うん、その可能性も高いの。でもでもっ、この半月で三十件以上よ？　おまけに昨日は駅前の銀行で、机の上に置かれていた物が吹き飛んだんだって」

「吹き飛んだ？」

「そう、吹き飛んだの。爆発したわけでもないのに、ペン立てとか飲みかけの缶ジュースとかが、暴風でも起きたかのように吹き飛んだらしいのね。だからポルターガイストじゃないかな、って思ったの」

「テレビの取材が来たらプラズマの一言で片付けられそうだねー」

　気楽な感じで口を挟んだ遊ゆう矢やの言葉に、雪ゆき子こは少し違い和わ感かんを覚えた。その理由が分からずなんだろうと思って遊矢の顔を見れば、にこにこと笑っている。

　ただ、アキを見つめる瞳ひとみはやけに澄んでいた。

　その目で、雪子は確信した。遊矢はこれがただの事故ではなく、れっきとした怪かい奇き事件として捉とらえていることを。

　だがその理由が分からず、雪子は肘ひじで遊矢の脇わき腹ばらを突っ付き、

「ただの事故じゃないって証しよう拠こでもあるわけ？」

　途中をすっ飛ばして疑問だけを訊たずねる。

　それでも十年来の付き合いが行間を埋めてくれたようで、遊矢はいつものように朗らかな笑顔を雪子へと向けて、答えた。

「だって、今日きよう図書館に行く途中で実際に遭あったでしょ？」

「え…………ぁ！」

　遊矢が何の事を言っているのか理解した雪子は思わず声をあげてしまい、手を口に当てた。

　確かに今朝けさ、雪子はその現場を目もく撃げきしている。ビルから落ちてきた植木鉢ばち。一歩間ま違ちがえば遊矢の命を危険に晒さらしていた、あの事故を。

　しかし、

「でもあれはただの事故じゃないの？　というか、あれじゃポルターガイストって証拠にはならないでしょ」

　悪あく魔ま探しの切っ掛けになるかもしれない事件に飛びつきたい気持ちを抑え、雪子はきちんと論ろん理り的に思し考こうする。

　落ちてきたのは植木鉢。それがあったと思おぼしき七階建てのビルは、いくつも窓が開いていた。全部閉じていたのならばポルターガイストが原因だと言い切って良かったのかもしれないが、そうではなかった。

　あまり考えるのは得意ではないが、それでも今朝の出来事を『事故以外の何か』と断定するだけの材料はないと雪子は結論付けた。

　だというのに、遊矢は普段とあまり変わらない顔に確かな自信を覗のぞかせて、男にしてはふっくらとした唇を震わせた。

「ね、雪ちゃん。あの時降って来たのは何かな？」

「へ？　植木鉢でしょ？」

「ん～、もう少し詳しく」

「詳しくって…………ええと、土が詰まった、レンガ造りの植木鉢」

　雪子が必死に記き憶おくの糸を手た繰ぐり寄せて答えると、遊矢は満足げに頷うなずいた。

「それで、あのビルは会社が入っていたよね？」

「ええと……、そうね」

「なら、ポルターガイストって決定しちゃってもいいと思うよ」

「え、なんでっ?!」

　大げさに驚いたのはアキだったが、雪ゆき子こも似たような感じだった。

　遊ゆう矢やの言わんとしていることも、それが証明に繫つながる理由もまるで分からない。

　ただ、ああやってアキも驚いているのだから、決して自分が大おお馬鹿だから分からないわけじゃない──ないはずだ、と自分に言い聞かせる。

　それが出来た時、アキは赤ペンを握ってマイクのように遊矢へ向けていた。

「どういうことなのか聞かせてくださいっ！」

「えーっとね。植木鉢ばちには土が入っていたでしょ。でも、花はなかったよね。あ、もしかしたら球きゆう根こんが入っていたのかもしれないけど、それはいいとして」

「それがなんだって言うのよ？」

　クーラーの効いた室内ではなく炎えん天てん下かの名残なごりのある路上のためか、じっとりと汗が湧わき出るのを感じるのと共に気が短くなって、雪子は結論を急せかす。

　遊矢はそれを笑顔で流し、

「開いていた窓から落ちたとしたら、花が咲いていないと変だよね？」

「へ…………なんで──」

「あああぁぁっ、そういうことねっ！」

「噓うそっ!?　アキは今ので分かったの!?」

　同じヒントを出されたのに問題を解けなかったような状況に、雪子は大いに焦りを感じた。さっきまでは同ランクにいたはずのアキがさっさと自分より上に行ってしまったという事実に加え、せっかく自己否定した大馬鹿疑ぎ惑わくが舞い戻って来てしまった。

「凄すごいっ、水みな瀬せくんめちゃ頭いいねっ！」

「そんなことないよー」

　にこにこと笑っている遊矢に、驚きと感動に包まれているアキ。

　二人に思いっ切り置いてきぼりを食らっている現状に、自分も分かったフリをしてしまおうかと企たくらんでしまう。しかし自分の演技力と知ったかぶりをした後の虚むなしさを考えると実行する気になれず、雪子は観念して白しろ旗はたを揚げた。

「……お願い。分かるように説明して」

「あれが事故だったとすると、いくつかおかしい事があるんだよー」

　遊矢の言葉にアキは頷うなずき、取り残された落らく第だい生せいの気分を嚙かみ締めながら雪子は目で続きを促うながした。

「まず、窓から落ちたってことは、窓まど際ぎわに植木鉢があったってことだよね。それを何かの拍ひよう子しで誰かが落としちゃった──でも、これだと落ちてきた植木鉢に花が咲いていないのはおかしいと思わない？」

「……別に、そういうこともあるんじゃないの？　まだ花が咲いてない植木鉢ばちってだけで、種や球きゆう根こんを植えたばかりなのかもしれないし」

「小学校とかならそれもありなんだけどね。でも、あのビルには企き業ぎようが入っているでしょ？　会社で窓まど際ぎわに植木鉢を置くとしたら、それは観かん賞しよう用だよね。なら既に花が咲いた奴やつを飾るのが普通じゃないのかな」

「あ…………！」

　そこでようやく雪ゆき子こは気づくことが出来た。

　花屋などでは花が咲く前の植木鉢が置いてあったりするが、それは育てることを含めて楽しむ場合だ。会社などに花が咲く前──せめて咲く直前と分かるものならともかく、芽めも出ていないような植木鉢が置いてあるのはむしろ殺さつ風ぷう景けいなイメージがあり、マイナス効果にしかならない。

　だから遊矢は落ちてきた植木鉢を観察し、そこに疑問を抱いたのだ。

　雪子が感心していると、そこにアキのハイテンションな声が聞こえてきた。

「ここであっちゃんから質問です！」

「えーっと、じゃ、武む藤とうさんどうぞ～」

「ハイッ、先生！　事故じゃないってことは分かりましたが、いたずらって可能性を切り捨てたのはなんでですかっ？」

　いい質問だな、と雪子は思った。

　遊ゆう矢やの言葉を聞けば、確かに事故の線は薄くなったと納なつ得とく出来る。

　しかしいたずらの場合──悪意を持って用意した植木鉢を落とした『誰か』がいたとすれば、そこに花は必要ない。

　ポルターガイストという怪かい奇き現象でなくとも説明はつくはずだ。

　だが、遊矢はのんびりとした動作で首を横に振った。

「いたずらの場合、窓から誰かが覗のぞいているか、それとも屋上に姿があっていいはずだと思うよ。自分の行ったいたずらの結果を知りたいのは当たり前だし、殺さつ傷しよう目的よりは世間を騒がしてやろうって気分の方が強いだろうしね」

「でもこっそりと見ていて水みな瀬せくんが気づかなかっただけ、ってこともあるかもだよ？」

「うん。だから心理的にじゃなくて科学的に説明するとねー。植木鉢は真上から落ちてきたはずだから、何もない空中から落っこちた計算になるはずなんだよ」

「…………どういうこと？」

　なにやら難しそうな内容についていけるか戸と惑まどいつつ、ちゃんと理解するべく気を張って、どこからでも来いという気き概がいを胸に雪子は腰に手を当てた。

　商店街という場所で若者三人が固まっての会話はそれほど珍しい光景ではないものの、それでも見てくる人はいる。だが、遊矢はそれらの視線を全く気にせずに話をする。

「僕が歩いていたのは歩道の真まん中なか辺りで、窓から手を伸ばして落っことしても届かない位置。でも、実際は僕の上に降って来たでしょ？」

「植木鉢ばちを投げたんじゃないの？」

「そうしたら地面にぶつかった時に働いた反発力によって、鉢とか中の土が飛び散ると思うんだ。そうならなかったのは真上から落ちて、平面の地面に平面な底がぶつかったから。

　つまり、あの植木鉢は誰も手の届かない空中から真っ直ぐ下に落ちた──ってことになるんだよ」

「なるほどねっ。現場を見てないからなんとも言えないけど、とりあえずそれで説明はつくもんねっ」

　アキの言葉に、同じ現場にいたのに『怪かい奇き現象という証しよう拠こはない』という結論に達してしまっていた自分の立場がなくなり、雪ゆき子こは大きなため息をついた。

　自分の頭が優れていると思ったことはごく偶たまにしかないが、今日はつくづく自分が馬鹿だと知らされる。

　だが、これでハッキリと分かった。

　自分に頭ず脳のう労働は向いていない。

　そして、今朝けさの出来事は何らかの怪奇現象が起きた結果だと。

「とりあえず、調べてみる価か値ちはありそうね……」

　呟つぶやいて、リールゥの仕し業わざかどうかは分からないけど、と心の中で付け足す。アキは自分たちが事件に関わる理由までは知らないはずだ。知られても面めん倒どうだし、ただのオカルト好きというだけで済ませるのが一番いい。

　──気がつけば、雪子の中で今朝も感じたやる気と熱意が再さい燃ねんしていた。

　夏休みもそろそろ三分の一が経過するという今日になって、ようやく起きた怪奇事件。派は手でさに欠ける『事故』で済まされそうな事件だが、それでも超ちよう常じよう現象が背後にあることはほぼ間違いない。

　なら、それを解決する。リールゥを捕まえる手がかりになりそうな事件は片かたっ端ぱしから調べ、それがリールゥとは関係ないと分かったとしても、それが人を傷つける可能性が高いのであれば最後まで付き合う覚かく悟ごも出来ている。

　自分でも不ふ思し議ぎなくらい活力に満ちた状態に雪子は満足し、胸の前で広げた手に拳こぶしを打ちつけた。

　パンッという心地良い音がして、遊ゆう矢やとアキが注目する中、雪子はハッキリと宣言した。

「あたしたちも調べてみるわ。厄やつ介かいな事になる前にどうにかしないと、ね。遊矢もそれでいいでしょ？」

「うん、僕はそれで構わないよー」

「っし、それじゃアキは情報収しゆう集しゆうお願いね。あたしたちも色々とやってみるから、とりあえず今夜にでもそれらしい事故が起きた場所の情報を教えて。明日から現げん地ち調査するわ」

「りょーかいしましたっ！」

　ビシッと直立して敬けい礼れいを決めると、アキは元気よくその場で足踏みを始め、

「それじゃー調査続行します。夜に携帯へ電話入れるからねっ」

「うん、お願いするわ」

「でわでわっ！」

　ウインクをすると、アキは来た時同様、商店街を駆け抜けて去って行く。

　その背中を見送りながら、雪ゆき子こはぽつりと呟つぶやいた。

「そういえばあたし、あの子に携帯の番号教おしえたことないけど……」

「んー。でも、たぶん知ってると思うよ？」

「……そうね。アキだしね」

　その一言で納なつ得とくすると、今度は自分たちの行動について考える。

　具体的にどんな調査を行うか、それくらいは事前に決められる。

　が、ポルターガイストなんてものをどうやって解決すればいいのか、まるで見けん当とうがつかない。映画のようにエクソシストの手を借りてお祓はらいでもすればいいのだろうか。それともやはり根源はリールゥで、彼女を見つけ出しどうにかすればいいのだろうか。

　かなり難しい展開になりそうだ、と気を引き締めると同時に、これ以上考えていても進みそうもないので、とりあえず今やれることをやってしまおうと判断する。

　そして雪子が決めたのは、

「まずは、夕飯の買い物ね。カレーの気分じゃなくなったから、和食がいいわ」

「じゃ、スーパーに行こっかー」

　急カーブした雪子の提案にも遊ゆう矢やは振り落とされずに難なく付いて行き、馴な染じみのスーパーを目指して歩き出し──




「見つけちゃいました！」




　突然、背後から聞こえてきた声に、雪子は何故なぜか足を止めて振り返った。

　それが自分たちに向けられたものかは分からない。聞き覚えのない声に加え、商店街には多くの通行人がいる。

　だが雪子はその声が自分たちを呼んでいるものだと直感し、遊矢も同じ反応をしていた。

　振り向いた先には、妙みような格かつ好こうの少女がいた。

　西洋人形が着ているようなフリルがふんだんに使われた紫むらさき色のドレスを着て、二つに括くくった長い金きん髪ぱつを靡なびかせて。

　緑がかった翡ひ翠すい色の瞳ひとみは間違いなく自分たちを──主に遊矢を捉とらえている。

「あの子……？」

　相手に見覚えはない。しかしそれは些さ細さいな事だった。

　視し界かいの中で一ひと際きわ目立つ存在感を放つドレス姿の少女に対し、雪ゆき子こはただ見つめることしか出来なかった。

　身長は百二十センチに届いているかどうか。背に似に合あった幼い外見は将来凄すごい美人になると簡単に想像がつく整ったもの。特に大きな瞳ひとみとカールした長いまつげが印いん象しよう的だ。

　そんな彼女が、期待と興こう奮ふんと感動に満ち溢あふれた瞳で、自分たちを見ている。

　雪子には分からなかった。

　彼女がどうして初しよ対面の自分たちをそんな目で見るのか。

　そして喜んでいるその表情の中に、微かすかに不安が覗のぞいているのは何故なぜなのか。

　分からないまま硬こう直ちよくする雪子だが、自分たちへと向かって小走りで近づいて来るドレス姿の少女から視線を外せないまま、ある事に気が付いた。

　夏だというのに長なが袖そでのドレスを着た外国人。これ以上なく目立つ存在のはずなのに、自分と遊矢以外は誰も注目していないということに。

　それが意味することを考える間もなく、彼女は二人の前で立ち止まり、

「わっ、わっ、こんなに早く出会えるなんて感激です！」

　白く柔らかそうな頰ほおを赤く染め、今にも飛び跳ねだしそうにはしゃいでいる。

　幼いように見え、実際に声は高く甘い子供のそれだが、口く調ちようは舌っ足らずながらも丁てい寧ねいなもの。それらがどこかちぐはぐな印象を雪子に与え、夏の日本でドレス姿という浮きまくった服装をしていることといい、ますます只ただ者ものではないという感想を深くさせる。

「えっと…………あたしたちに、何か用があるの？」

　圧あつ迫ぱく感はないが異い様ようなまでの存在感に、雪子はそう訊たずねるのがやっとだった。

「あわ、そうです！　まずは自己紹介です！」

　少女は自分の失策に気がついたように慌あわて、ちょこんと両手でドレスの裾すそを摘つまみ、外国映画の中で貴き婦ふ人じんや令れい嬢じようがするようなお辞じ儀ぎをしてみせた。

「初めましてです！　わたしは二に階かい位い天使のセーレウスって言います。気軽にセーレって呼んで下さい！」

　顔を上げ、にっこりと微笑ほほえむ少女。

　それは正しく天使の微笑みと言うに相応ふさわしい、愛らしく見る者を虜とりこにするだけの魅み力りよくに溢れていた。
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二章　　告白の夜







　カチャカチャと食器が奏かなでる音が四よ畳じよう間の部屋に響ひびく中、雪ゆき子こは箸はしを口に咥くわえたままじっと食卓の様よう子すを見つめていた。

　隣となりにある自分の部屋と同じ造りの遊ゆう矢やの部屋は、ベッドがない分いつもは少しだけ広く感じるのだが、今日はむしろ狭く感じる。

　理由は、分かり切っていた。

「これ、肉じゃがっていうんだよー。少し濃い目の味付けにしてみたんだけど、どう？」

「すっごく美味おいしいです！　甘くて辛からくて、少し不ふ思し議ぎな味です。でも美味しいです！」

「日本のおふくろの味あじ代表選手だからねー」

「家庭料理なのですねー……あ、このスープも不思議な辛さですよ？　香こう辛しん料は何ですか？」

「あー、赤あか味み噌そだよ。香辛料とはちょっと違うけど。合わせ味噌を使った方が柔らかい味になるから、そっちの方が良かったかな」

「大丈夫です。わたし、こう見えても大人おとなな天使なのですよ？」

「それならいっかぁ。それにしても、味み噌そ汁しるをスプーンで飲むってなんか斬ざん新しんな画えだねー」

「うぅ？　そーいえばお二人はお箸はしで飲んでます？」

　目の前で行われている、食卓風景に相応ふさわしいほのぼのとした会話。

　だが、どう考えてもおかしいこの光景に、雪ゆき子こは溶け込むことが出来なかった。

　そもそも、どうして『自じ称しよう天使』の少女と夕飯を共に食べているのか、雪子には良く分からなかった。

　商店街で出会った彼女に名前と天使であることを明かされた後、驚いている自分とは対たい照しよう的てきに普段通りの遊ゆう矢やの提案で、スーパーの前で待ってもらう間に買い物を済ませ、家まで連れてきて夕食をごちそうしている。

　そこに雪子の意見は一ミリも含まれていないため、同席してはいても置いてきぼりを食らった感が強く残っていた。

　だいたいにして、ドレスを着た西せい欧おう風ふう少女がこてこての和食をフォークやスプーンを使って食べている、というこの図からして違い和わ感かんがバリバリだ。

　和なごやかに話しかける遊矢と、十歳さい程度に見える映画に出てくる貴族の少女のような格かつ好こうの天使サマ。

　二人が普通に食事と会話をしているという状況に、雪子はついに耐えられなくなった。

「……根本的な疑問なんだけど」

　口から箸を離して言うと、二人は食事を続けながら雪子へと視線を送る。

　無視はされないだろうと安心し、しかし好こう奇き心に満ちた小動物のような瞳ひとみが向けられて、雪子は珍しくまごついて喋しやべる。

「えぇと……セーレウスちゃんは天使ってことだけど……」

「はいです。それとですね、セーレって呼んでくれると嬉うれしいです」

「……セーレ、ね」

「はいです！」

　嬉しそうに応える少女に、雪子は湧わき上がる衝しよう動どうを堪こらえつつ、

「その、証しよう拠ことかある？　例えば頭の上に輪っかがあるとか、羽があるとかみたいな」

　頭の中にある天使イメージに忠実なアイテムを口にすると、セーレウスは肉じゃがの器うつわから豪ごう快かいにフォークでニンジンを突き刺し、

「輪っかはないですけど、翼つばさならありますよ。お見せします？」

　にこにこと、ニンジンを頰ほお張ばりながら自分を見上げてくるセーレウスの姿に、雪子は頭の中で何かがぷちっと切れた気がした。

　堤防崩ほう壊かいというかスイッチが入ってしまった感覚に、沸ふつ々ふつとイケナイ感情が湧いてくる。

「──セーレ、ちょっとこっちに来てくれる？」

「はぃ？　なんです？」

　フォークを取り皿の上に置き、セーレウスはちょこちょことハイハイをするような動作で雪ゆき子こへと近づいて、

　ガシッ、と捕ほ獲かくされた。

「えっ？　えっ？　えっ？」

　両肩をしっかりと摑つかまれたセーレウスが訳も分からず声をあげるが、雪子はお構いなしに彼女を引き寄せた。

　見た目通り軽く華きや奢しやな体を抱き寄せて、そのまま胡座あぐらをかいた自分の足の上に乗っける。

　膝ひざの間に小さな天使を乗せた雪子は、借りてきた猫のように目を丸くしながらも大人おとなしく座っているセーレウスを、後ろから首に腕を回して抱き締めた。

「あ────っ、もうっ！　この子すっごく可愛かわいいわ！」

「えっ、えっ、えぇぇぇぇっ。あのあの、その、ほっぺ弄いじらないでくださいですよ～」

「だってぷにぷによ？　ぷにぷになのよ!?」

「うぅ、でもごはんの途中ですし～」

「あたしが食べさせてあげるわ！　ほらっ、あーんして、あーんって！」

「あ、あ～ん……」

　右手で箸はしを、左手でセーレウスをしっかりと抱き、雪子はこの世の幸せを占め切ったような喜びを味わいながら、兎うさぎに餌え付づけする感覚で煮に汁じるの良く染みたジャガイモをセーレウスの口へ運ぶ。

　律りち儀ぎなのか状況に流されやすいのか、素直に口を開けてジャガイモを受け入れるセーレウスの様よう子すに、雪子はさらに幸福感を倍ばい増ぞうさせる。

　箸が折れんばかりに握り締め、恍こう惚こつとした表情で、

「やっぱいいわね……この抱き心地といい、可愛らしさといい、素直さといい……」

「雪ちゃん、子供好きなのはいいけど、セーレウスが困ってるよー？」

「もう少しだけ！　もう少しだけでいいから、あたしからこの幸せを奪わないで！」

　誰にも渡すまいと左腕に力を込め、それでも抱いているセーレウスが苦しくないようにと最大限の気を遣つかい、雪子は遊ゆう矢やを睨にらみつける。

　一番困こまっているだろうセーレウスには悪いと思いながら、本能を刺し激げきされたとしか思えない自分の欲求を抑えることは出来ず。

　雪子はしばらくの間自じ分ぶんの食事をそっちのけで、子こ守もりと餌付けを合わせてベーキングパウダーを塗まぶしたような甘あま々あまな行為に没ぼつ頭とうした。




「じゃ、改めて自己紹介するねー」

　食事を終えて洗い物も済ませ、雪子からすれば夢のような二十分弱が過ぎた後、話し合いが始まった。

　折おり畳たたみ式の丸いテーブルに雪ゆき子こと遊ゆう矢やが横並びで座り、すっかり愛あい玩がん動物扱あつかいをされたセーレウスは、雪子の攻撃を警けい戒かいしてか対たい面めんに位置して座っている。

　遊矢はまず自分を指差し、

「僕が水みな瀬せ遊矢。十六歳さいね」

　次に雪子を指差し、

「で、こっちが雪ちゃん」

「白しろ銀がね雪子よ。遊矢と同い年ね」

　愛称でしか紹介しない幼おさな馴な染じみに任せっぱなしなのはさすがに不安で自分から付け加えると、雪子はこっそりと深しん呼吸をし、ともすれば緩んでしまいそうな表情を引き締める。

　先さき程ほどはあまりの可愛かわいらしさについやられてしまったが、まだセーレウスの目的は判明していない。敵──ではないと思いたいが、かといって突然現れた天使が味方という都つ合ごうのいい展開とも思えない。

　対する少女はきちんと居い住ずまいを正し、

「二に階かい位い天使のセーレウスです！『感かん識しき者』って呼ぶ人もいますけど、セーレって呼んで欲しいです。それから、美味おいしいごはんをありがとうです」

　頭を下げてテーブルの下に隠かくれてしまった彼女に、遊矢は笑って話し掛ける。

「あはは、大したものじゃないから別にいいよ。あんまり料理上手うまくないし」

　謙けん遜そんでも何でもなく遊矢の料理の腕は並なみ程度だが、それじゃああんたより数段下手へたなあたしはどうすりゃいいのよ、と突っ込みたい雪子は腹が立つだけだ。

　だがこんな子供を前にしてどつき漫才を始めるわけにもいかず、今日のところは止めておこうと自制する。

　優ゆう先せん順位を誤るほど馬鹿なつもりはなく、そもそも簡単に手や足や口が出るのは自分の悪いところだと自覚しているため、雪子は胸の内で湧わき上がりそうになる感情を抑えて話を進める。

「それで、セーレは天使って話だけど」

「はいです。えーと、翼つばさをお見せします？　それとも簡単な魔法を使います？」

「あ、必要ないよ」

　提案を断る間ま延のびした声は言うまでもなく遊矢が発したものだった。

　これには雪子も突っかからずに済まさない。

「どうしてよ。ハッキリするならそっちの方がいいじゃない」

「でも僕にはセーレウスが人間以外にしか思えないから、別に今いま更さらって感じだよ？」

「それは……」

「本当は雪ちゃんだってそう感じているんでしょ？」

　その言葉に、雪子は黙らざるを得ない。

　確かに、セーレウスから感じているのは愛らしさだけではない。見た目の幼さからは想像がつかない程の奥深さというか、深しん淵えんめいた存在感がある。

　ただ、悪あく魔まの実物や吸きゆう血けつ鬼きを見たことがある雪ゆき子ことはいえ、いきなり現れた子供を天使と即そく認めるのに抵抗があった。

　──逆に言えば、それ以外に反対理由はない。心のどこかでは雪子自身も認めてしまっているのだから、ごねるほどのことではなかった。

「ま、天使なら天使でいいんだけどね。けど、なんでこの街に来たのかは気になるわ。あの感じだと偶然ってわけじゃないんでしょ？」

「はいです。わたしが来日した目的はですね、お二人に──正確には召しよう喚かん者に会う為ために来たのですよ」

　言って、僅わずかに動いたセーレウスの目は遊ゆう矢やを捉とらえていた。

　その視線で、彼女は遊矢が悪魔を召喚したことを知っていると雪子は悟さとる。

　何をどうやって見分けたのかは分からないが、天使や悪魔ならその程度のことが出来てもおかしくはないのだろうと雪子が一人納なつ得とくする間に、セーレウスは話を続ける。

「召喚の際に起こる霊れい力りよく場ばの歪ゆがみ──って言って分かります？　それを感かん知ちして、この国に召喚者がいることを知りました。実際に召喚者に会える可能性は低いだろうなー、って思っていましたけど、ここは一つダメ元で行ってみようと来てみました。そしたらそしたら、たったの二日で遊矢さんに会うことが出来たのです！」

　興こう奮ふんを隠かくさずに喜き色しよく満面で語る小さな天使に対し、雪子は再び彼女を抱き締めたい衝しよう動どうを抑えながら、少し思し考こうを巡らせてみる。

　彼女が噓うそをついていないということが前ぜん提ていになるが、来日の目的は分かった。だが、遊矢に会う目的の方はまだ分からない。

　わざわざ召喚者である遊矢に天使である彼女が会う理由。いや、それ以前に分からないことがある。

　その疑問を雪子は素直に口に出した。

「でもどうして今いま更さら？　召喚してから十年近く経たったっていうのに」

　当然浮かぶ疑問で、順当な質問のはずだった。

　しかしセーレウスは「うぅ？」と驚いたように顔を上げ、雪子と遊矢の顔を何なん往復も見比べる。

　その行為が示しているものが分からず、自分が何かおかしいことを言ったのだろうかと考えるも、雪子は一言しか言っておらず、そこにおかしい何かは見つけられなかった。

　じゃあ何が……と改めて考えようとするが、その時、セーレウスは何かに気づいたようにハッとした表情になった。それはすぐに焦っている様ような照れている様な笑みに変わり、どこか落ち着かない様よう子すになる。

　挙きよ動どう不ふ審しんな彼女を不ふ思し議ぎに思った雪子は、

「どうかしたの？」

「あの、えと……その、ですね…………そう！　日本への到着が遅れてしまったのは、欧おう州しゆうには数多くの魔ま術じゆつ結けつ社しやが存在するからなのですよ。あっちでは召しよう喚かん儀ぎ式しきが毎年のように行われるので、そっちを優先して当たっていたからなのです！」

　セーレウスは必要以上に意気込んで、テーブルに身を乗り出さんばかりの勢いで捲まくし立てた。

　雪ゆき子こはそれに軽く戸と惑まどって、

「あ、そうなん……って、ぇえっ?!　召喚ってそんなに多く行われているものだったの!?」

「はいです。年に一度は世界のどこかで行われています。でもでも、召喚者に会える確かく率りつは召喚の行われた翌よく日じつに捜そう索さくを始めても極めて低いです。だから実際に召喚者に出会えたのは、わたしが召喚された時を除けば、これが初めてです」

「それは…………なんで？」

「召喚儀式は結けつ界かいの中で行われるので、感かん知ちするのも捜索するのも難しいのですよ。それに召喚後に死んでしまうケースもすっごく多いのです」

「しっ…………!?」

　平然と雑ざつ談だんのように言われた内容に、雪子は驚きを隠かくせずに腰を浮かして遊ゆう矢やの横顔を凝ぎよう視しする。

　真ま面じ目めに話を聞いていないかのような、のほほんとした平和な顔。それが見れなくなっていたかもしれない可能性を考えてしまい、ぞっとした感覚が雪子の背せ筋すじを走る。

「召喚者が死亡する最大の理由なのですけど──」

　マイペースに話され始めた続きに、雪子は口を閉ざして座り直す。

「召喚者が望んだ願いを、召喚された天使や悪あく魔まが正確に叶かなえるとは限らない場合が多いからなのです」

「…………どういうこと？」

「例えばですね、不ふ老ろう不ふ死しを望むとします。呼び出された者は確かにそれを叶えてあげるのですよ」

「それなら何の問題もないじゃない」

　拍ひよう子し抜ぬけして呟つぶやく雪子に、セーレウスは少し辛つらそうに首を横に振った。

「不老不死になったとしても痛みは感じるままです。病気にもなっちゃいます。老いない代わりに再生力は失われているパターンも多いですから、怪け我がをしたら大変です。そのままなのです。そんな体で生きた殆ほとんどの召喚者は後こう悔かいし、自らの死を願う結果になっちゃいます」

「そーなった場合、召喚された人が殺してあげるんだね？」

「はいです。その通りです」

「なによ、それ……」

　笑ってこそいないものの平然としている遊矢とは対照的に、雪子は愕がく然ぜんとしながら苦にが々にがしい気持ちに駆られていた。

　召しよう喚かん者が望んだ結果は『老いず死なず』というもの。しかし召喚したものが叶かなえた不ふ老ろう不ふ死しは、召喚者の願いを死へと向かわせるものだ。

　望みを叶えるはずの召喚が、己おのれの首を搔かき切りたいという呪じゆ詛そのような変へん貌ぼうを遂とげさせる。

　そこには雪ゆき子この嫌う理り不ふ尽じんが山のように積せき載さいされていた。

　だが、セーレウスの話はそこで終わらない。

「過去や未来へ行くことを望んだ人の場合はですね、その通りの世界へと旅立ちます。時間を飛んだ召喚者に会うことは出来ないですけど──最悪、時間を飛んだ先の場所は変更されていなくて宇宙に投げ出されて死んじゃいます。

　お金や権力を求めた人は、その力が過ぎる為ために他の人に殺されちゃいます。それ以外にも色々な願いを言う召喚者に対して、召喚された天使や悪あく魔まはその願いに込められた望みを知っていても、裏切る結果を選ぶことが多いです」

「なんでそんなことを……」

「えと、ちょっと込み入った話になるのですけど……契約内容の拡大が理由です」

「あ、それはちょっと面白そうだねー」

　寒気を煽あおるようなお気き楽らく発言をするのは、もちろん遊ゆう矢やだ。

　そして当然のように雪子がバネ仕掛けのように反応し、テーブルに強く掌てのひらを叩たたきつけた。

「面白そうって、あんたね──」

「れ？　なんで雪ちゃんはそんなに興こう奮ふんしてるの？」

「人の生き死にが掛かった話でしょ！」

「んー…………でも、後あと味あじが悪くなるだけで、同情は出来なくなるよ？」

「…………どういうことよ」

　意味ありげな言葉に押され、意気を収めた雪子は続きを話すように目で促うながす。

　いつもより少しだけ神しん妙みような面おも持もちの遊矢は、男にしては細い人差し指を顎あごに当て、

「雪ちゃんは、召喚を願う人って善ぜん人にんだと思う？」

「え……それは、えっと…………一いち概がいにはどうって言えないでしょ」

「かもねー。でも、権力や大金を求めたり、みんなが寿じゆ命みようで死んじゃうのに自分だけが長生き出来るように願ったりする人が、イイヒトだって可能性は高くないと思うよ？」

　遊矢は穏おだやかに、子供を諭さとすような柔らかな声で語る。

「それにね。魔ま術じゆつ結けつ社しやって、要するに一人じゃ召喚が出来なくて人数を集めたりお金を集めたりしないとダメだから創つくられるんだよ。それなのに願いを叶えてもらえるのは召喚者の一人だけ、でしょ？」

　確認を求める言葉に、セーレウスは頷うなずいてみせた。

　その結果に満足したのか、遊矢は静かに指を下ろし口元を僅わずかに引き締める。

「なら、当然争あらそいになるよね？　順番っていっても、次がいつになるか分からない。年に一度は──って言ってたけど、世界中で年に一回だよ？　魔ま術じゆつ結けつ社しやとか宗教団だん体たいとか、そういうものが世の中にいくつあると思う？　僕は数えたことないからよく分からないけど、相当な数になると思うよ。所属している人数もね。

　だからねー、本当の意味で『イイヒト』なら、召しよう喚かん者になる可能性はすっごい低いと思う。実態を知っちゃったら同情なんて出来ないはずだよ」

「それはっ……そうなのかも、しれないけど……」

　膝ひざの上で握られた両の手が痛む。納なつ得とく出来ないと騒ぐように。

　雪ゆき子こにだって遊ゆう矢やの言わんとしたことは分かった。しかし、認めるわけにはいかない。

　自分の為ために召喚を行ってくれた人を知っている以上、一ひと括くくりでまとめられた召喚者全すべてを否定するような話を受け入れることなど出来るはずがない。

　乙女おとめ心とは微び妙みように違うが、年とし頃ごろの繊せん細さいな気持ちには変わりない。が、その手のことに鈍いのか、遊ゆう矢やは不ふ思し議ぎそうに苦く渋じゆうする雪子の顔を眺ながめていた。

「えと……話を戻すです」

　それまで成り行きを見守っていたセーレウスだが、これ以上の発展はないと判断したのか、おずおずと発言する。

　これ以上ダークな気分で苛いら々いらしたくない雪子は投げやりな動作で頷うなずき、遊矢も、

「うん、お願い」

「はいです。えと、まずは契約の拡大ですけど……これを説明する前に、どうして天使や悪あく魔まが魂たましいや寿じゆ命みようを要求するのでしょー？　って話をします」

　そう言うと、セーレウスは小さな両手を広げ、掌てのひらを向かい合わせる形で胸の前に固定した。

　何が起こるのだろうと見ている雪子の前で、

「天使や悪魔はですねー。天てん界かいや魔ま界かいで、魔ま力りよくや霊れい力りよくとも呼ばれている力の満ちた世界で小さな核かくだけの存在として始まります。時間が経たってすくすく育つと、物質的にではなく存在の形として人ひと型がたとなって、魂の管理を始めるです。

　とはいってもですね、わたしたちが直接何かをするのではないのですよ。わたしたちはただそこにいるだけで魂から記き憶おくを奪い取って自分のエネルギーに変えて、後は触れることも出来ない魂に生命力が満ちるのを見守ることしか出来ないのですよ」

「……なんかえらく退たい屈くつそうね」

「はいです。でもですね、天使にとっては大切なお仕事なんだー、って認識があります。悪魔にとっては呼吸と同じで止めることも出来ない行為なので、続けるしかないです。

　──召喚されて、魂の占せん有ゆうをする以外には」

「魂の、占有……？」

　聞いたこともない単語に、雪子はちらりと遊矢を見る。視線に気づかない遊矢の顔は楽しげで、しかしそこから雪ゆき子こは『こいつも何も知らないんだな』と判断することが出来た。

　視線を小さな天使に戻す。するとセーレウスは雪子には聞き取れない声で何かを呟つぶやいて、両手をゆっくりと前に押し出した。

　その過程で生まれた光景に、雪子は目を輝かせて息を吞む。

　何もなかったはずの手の間に、小さく赤い光が点ともった──そう思った次の瞬間に光点は光球へと成長し、大きめのリンゴ大で成長を止めた。それは赤い水すい晶しようのようで、中身は煙が入っているかのように緩く渦うず巻まいていた。

　似たような置物を見たことがある雪子だったが、美しさでは断だん然ぜんに目の前で出来た謎なぞの物体が上回っていると採点する。

「これが魂たましいだとするですよ？　えと、魂は物質ではない固形の器うつわで形成されています。それで、この中には一つの核かくが存在します」

　言葉に反応し、水晶の中央で白い光が灯った。

　三者が見つめる中、小さな光は大きさに見合わない輝きを放ち、その存在を証明する。

「この核はですね、わたしたちの根こん幹かんと同じ存在なのですよ。だから魂って器に入るものがわたしたちの核でも、バッチリ何の問題なく機能します」

「んー……つまり魂を占せん有ゆうするってことはー」

「契約によって自分の世界に引き込んだ魂を一時的に自由にする権利を手に入れられる、ということです。そうして魂の核を自分のものと入れ替えることが、人間として生まれ変わる唯ゆい一いつの方法なのです」

　生まれ変わる為ため、という内容に、雪子は少なからず衝しよう撃げきを覚えていた。

　向かい合っている天使や八年前に出会った悪あく魔まは、確かに人の形をしていた。しかし目の前で使われた力は間違いなく人間にはない特殊な力で、人間よりもずっと優れた存在だと無意識の内に思っていた。

　だが──

「ということはー、魂の占有が代だい償しようとして吊つり合うくらいの契約にしたいから、わざわざ願い事を拡大解かい釈しやくしたり契約者を死なせたりするってこと？」

「はいです。あの、例えばですね、有名な話なのですけど、二つの町があったですよ。主義が違う二つの町は喧けん嘩かになって、険けん悪あくな関係になっちゃいました。それをどうにかしたいなー、って思っていた人が、偶ぐう然ぜん手に入れた召しよう喚かん術じゆつ具ぐで天使の召喚に成功したです。それで願いを伝えました──『二つの町の争いを止めて欲しい』と。

　その結果なのですけど……二つの町に、召喚した人の見ている前で火の雨が降り注そそいだです。二つの村を焼き尽くされてしまって、当然ですけど召喚した人は天使に抗議しました。でも『二つの町を消せば争いもなくなる』ので、願いは叶かなえたと天使は言いました。それで魂の占有権をゲットしたですよ」

「む～。結けつ構こう厳きびしいねー」

「でもでも、でもですよっ？　天使がそーいうことをするのはすっごく珍しいのです。悪い事を考え付くのは悪あく魔まの場合が──」

「そんなことはどうでもいいわよ」

　静かな、それでいて明らかな怒ど気きを孕はらんだ声に、部屋の空気が凍りつく。セーレウスの作り出した赤い水すい晶しよう体も霞かすむようにして消え失せた。

　会話を止めた雪ゆき子この目は据すわっており、テーブルに載せた左手は軽く握られて力が入っている様よう子すはない。しかし細ほそ身みの体に触れた瞬間に拳こぶしが飛んでくると見て取れるほどに怒りを振り撒まいているのも事実で、長い付き合いの遊ゆう矢やですら目をパチクリさせたまま動けずにいる。セーレウスは明らかに怯おびえて萎い縮しゆくした状態。

　押し黙った二人を交互に見やり、それから雪子は激げき情じようの影はないが、雷かみなりを内包した雨雲のような暗さと攻撃性を潜ひそめた視線をセーレウスに送る。

「あんたたち──天使や悪魔は何なに様さまのつもり？　召しよう喚かんした人の性格とか人ひと柄がらはともかくとして、自分の利益のために他人を騙だますなんて最っっっ低なことを平気でするような奴やつらならあたしの敵よ。例えそっちにやる気がなくても、この街から蹴けり払ってやるわ。

　それで、セーレウス」

「…………はいです」

「どうなの？　セーレは、あたしの敵？」

　挑ちよう戦せんにも似たその問いかけは、実際には意味を持たないことを雪子も分かっていた。

　今までの話が全て本当だという保証はなく、本当だとすれば悪魔や天使が狡こう猾かつな存在だということで、正直に答えることはないだろう。

　それが分かっていても、問わずにはいられなかった。

　雪子の意思が伝わっているのか、セーレウスの怯えた様よう子すからは分からない。

　だからふっくらとした唇が紡つむぎ出す言葉だけが、彼女の意思を知る唯ゆい一いつの方法となる。

　雪子と遊矢の注視する中、セーレウスは顔を上げ、唇を引き締めて雪子を見た。

「わたしは、その……大切なお仕事だとは思いますけど、騙すとか無む理り矢や理りとか、良くないと思います」

「…………」

「それに、あの、ですね……そーいうの、わたしは嫌いです。好きじゃないです」

　紡つむがれたのは、幼い容よう姿しに似に合あった拙つたない言葉だった。雪子に負けないくらい真っ直ぐな、駆け引きの要素のない、感情を伝えるだけの言葉。

　セーレウスは翡ひ翠すい色の瞳ひとみを雪子に向け、不安げに雪子を見ていた。

　そんな目をさせた自分が、何らかの答えを出さなければならないと分かっている。

　結果として雪子は肺に溜ためていた息を吐き、緊きん張ちようさせていた全身から力を抜いた。

「……分かっていればそれでいいわ」

　やれやれといった具合で呟つぶやくと、隣となりから半はん笑わらいの声がする。

「雪ゆきちゃん、もっと素直に言えば？　セーレウスを信用するって」

「っさいわねっ！」

　遊ゆう矢やの頭を横から軽く小こ突づいて注意するが、そちらは見ないようにした。

　見なくともにこにこと遊矢が微笑ほほえんでいるのは感じている。

　しかし見てしまえば自分が赤せき面めんしてしまうと分かっている以上、雪子としてはどうしても避けなければならない。

　その為ため、

「あのっ、ありがとうでずぅっ?!　いだっ、おでこっ、いたぃ……」

　勢い良く頭を下げたセーレウスがテーブルに額ひたいをぶつけて涙なみだ目めになる様さまを見ることになり、雪子は思わず吹き出してしまった。




「それで、話を戻すんだけどー」

　額を赤くしたセーレウスをあやしてから、雪子が三人分の冷えた麦茶を入れた後。グラスには手をつけないまま、遊矢が仕切り直しに入った。

「セーレウスはなんのために僕に会いに来たの？」

「あ、そういえばまだ聞いてなかったわね」

　来日した目的を聞いたところで何となく満足していた雪子は、目的の理由を聞いていなかったことにやっとで気づいた。

　麦茶を飲みながら、なんだろうなと気楽に考える。先さき程ほどまでならともかく、今はもう同席している天使を信用している。彼女が度ど外はずれた騒ぎを起こしに来たとは思えないので、つけっぱなしのテレビで流れる明日の天気を聞くくらいの感覚で、吞のん気きに喉のどを潤うるおしていた。

　だからセーレウスが両手でグラスを包み込むように握ったまま、まごまごと落ち着かないように視線を泳がせているのを見ても、頭の中で話を整理しているのだろうとしか思わなかった。

　ややあってから顔を上げたセーレウスは、

「えっと、その前に、ですね。少し答えてもらいたいことがあるのですけど……」

「別にいいよー」

　いつも通り軽々と許可を出す遊矢に、セーレウスは少しだけほっとしたように表情を綻ほころばせ、

「遊矢さんが行った召しよう喚かんの事、聞かせて欲しいです。あの、出来れば動機とかも……」

　話し声を背後に、あっさりとグラスを空からにした雪子は冷蔵庫からペットボトルを取り出し、二杯目の麦茶を注つぐ。

　そうしながら、さっきの話からすると生きている召喚者は少ないっていうから色々と気になるんだろうな、と漠ばく然ぜんと考える。

　冷蔵庫に麦茶を仕し舞まってグラス片手に振り返ると、遊ゆう矢やはちびちびと麦茶を飲みつつ話し始めた。

「八年くらい前、雪ゆきちゃんが右足を怪け我がしちゃってね。結けつ構こうひどくてお医者さんが治せないって言うから、悪あく魔まを召しよう喚かんして治してもらったんだよ」

「えと……それはどーいう方法でです？」

「ふつーに魔法陣じんみたいのを描いた紙に手を置いて願っただけだよ」

「うぅ？　あの、えと…………それは、遊矢さん一人で、ですか？」

「そうだよー」

　遊矢の返答を聞いて何故なぜか俯うつむいてしまったセーレウスを不ふ思し議ぎに思いながら、雪子は元の位置に座り直す。

「それで遊矢はあたしの足を治すためにリールゥって悪魔と契約をしたのよ。リールゥは代だい償しように遊矢から恐怖と緊きん張ちよう感かんを奪って、ゲームを持ちかけて。隠かくれている自分を見つけ出せたら感覚を戻してあげるって、一種のかくれんぼね」

　幼い子供のように両手でグラスを持って麦茶を飲む遊矢を眺ながめながら説明をし、雪子は当時の事を思い出す。

　八年前にたったの一晩、それも薄暗い中で数分しか同じ時間を過ごしていないというのに、今でもハッキリとその容よう姿しを思い出すことが出来る。対たい人じん関係の記き憶おく力はそこそこ自信がある雪子だったが、いくらなんでも記憶が鮮せん明めい過ぎると何度も思った。

　魔法を使った時に何か細さい工くをされたのだろうという結論に達していたが、そうだとすれば狡こう猾かつな性格という割にはフェアなところがある。しかし一方で、もしかしたら噓うその映像を残して騙だましているのかも、とも考える。同じ姿でいる保証はない為ため、それにどれだけの意味があるのかは雪子自じ身しんも不明だが。

　そうやってぼんやりと思し考こうに浸ひたっていると、

「あの、遊矢さん、すみませんがちょっとこっちに来てもらえます？」

　顔を上げたセーレウスが、何やら深しん刻こくな雰ふん囲い気きで遊矢をじっと見つめていた。

　見られている方は、

「う？　うん、いいよー」

　軽く引き受けてグラスをテーブルに置き、座ったままの状態で両腕を使いセーレウスの隣となりに移動する。

　そして何をするのだろうと思いながらグラスを傾ける雪子の目の前で、

「その…………失礼します！」

　セーレウスは謝罪の言葉と共に、引き込むようにして遊矢を抱き締めた。

　雪子は手元を狂わせて思いっきり麦茶を零こぼしてしまった。
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「なっ、なっ、床が、じゃなくて、なんでっ!?」

　あたふたと、小こ柄がらなセーレウスに抱き付かれている遊ゆう矢やと麦茶で濡ぬれた床を慌あわただしく交互に見ながら、どっちを先に片付ければいいのかと混乱し──

　テンパッた挙あげ句く、雪ゆき子こは背後にあるタンスの上に置いてあったティッシュペーパーの箱を投げつけて、見事に遊矢の後頭部に命めい中ちゆうした。

「痛っ、雪ちゃん乱暴は良くないよー」

「背中に手を回しておいて正せい論ろん言ってんじゃないわよっ！」

　真っ赤な顔をした雪子は遊矢の首根っこを摑つかんで力任まかせに二人を引き離す。

　仰あお向むけになって床に引きずられる形となった遊矢の顔は不満と未み練れんで固められており、それが余よ計けいに雪子を腹立たしくさせる。

　腹立たしい理由として、可愛かわいらしいセーレウスに抱き付かれたという羨うらやましさと、もし自分が彼女と入れ替わっても身長差が殆ほとんどない為ため、ああも絵になる光景にはならないという、どちらにしても複雑な嫉しつ妬とが原因だった。

　とりあえず遊矢を荒っぽく投げ捨て、突とつ飛ぴな行動に出たセーレウスを嗜たしなめようと、雪子はくるりと振り向き、

「………………ぇ？」

　──今にも泣き出してしまいそうな彼女の悲ひ哀あいに満ちた表情に、息を吞んだ。

　我が目を疑うだけの余よ裕ゆうもなく、雪子はただ呆ぼう然ぜんとセーレウスを見つめるしかない。つい今までそんな素そ振ぶりはまるで無かっただけに、何が切っ掛けなのかも分からない。

　遊矢に抱き付いたその行為に、どれだけの意味があり、どれだけの感かん傷しようを受けたのか。今日が初しよ対面なのは間違いないだけに、憶おく測そくを立てることも難しい。

「えっと…………」

　どうしたらいいのか迷った雪子はおろおろと、タンスの横で体を起こそうとしている遊矢と両手でごしごしと顔を拭ふくセーレウスを見比べて、結局何も出来ずに立ち尽くす。

　ややあって、手を顔から離したセーレウスは少しだけ元気に欠けるものの、笑顔をみせて座り直した。

「……えと、すみませんです。ちょっと、その、取り乱しちゃいました……」

「いや、それは別にいいんだけど……」

　雪子はまだショックの余よ韻いんを残しつつ、遊矢に投げつけたティッシュ箱を拾う。べっこりと側面がへこんだ箱を手に取りながら、ちらりとセーレウスの表情を窺うかがうも、そこに悲しみは見当たらない。もし瞳ひとみが薄っすらと赤くなっていなければ、涙を浮かべていたのは何かの錯さつ覚かくだと思っただろう。

　箱を元の場所に戻しかけ、麦茶を零こぼしていたことを思い出して数枚引ひき抜き、濡れていた床を軽く拭ぬぐう。そんな作業をしながらも雪子の頭からは、先さき程ほどのセーレウスの表情がこびりついて離れなかった。

　何が彼女の琴きん線せんに触れたのか、やはり雪ゆき子こには分からない。遊ゆう矢やを引き離したことではない、とかろうじて思う程度にしか。

　そもそも。雪子はセーレウスという小さな天使の事を、何も知らない。

　──濡ぬれたティッシュをゴミ箱へ放り投げ、雪子は改めて定てい位置に座る。遊矢も隣となりに腰を降ろすと、セーレウスは照れ笑いをみせた。

「お恥ずかしいところを見せちゃって、ごめんなさいです」

「それは別にいいんだけど……」

「えと、それでは少し遅くなったですが、わたしが遊矢さんに会いに来たあれこれな経けい緯いを話します。ちょっと長くなるですけど」

　ある意味では本ほん核かくといえる話題に、雪子は背せ筋すじに軽い緊きん張ちようが走るのを感じた。

　先さき程ほどまでなら何かの片かた手て間まに聞いてもいいような認識だったが、あの涙を見た後ではそうも言っていられない。自分たちに利害のない話だとしても放っておく気にはなれなくなっていた。

　自然と空気が張り詰める中、セーレウスは二人を──主に遊矢を見ながら、語り始めた。

「わたしがこの世界に召しよう喚かんされたのは六百年くらい前のことです。場所は、今のフランスがある所です」

「ろっ…………そんな昔に?!」

　その頃の日本は何時代かすぐには分からなかった雪子に、セーレウスはこくりと頷うなずいてみせた。

「その時に選ばれたのはラミナさんって女の人です。歳としは、お二人と同じくらいですよ。ラミナさんはすっごく霊れい力りよくが強くて、すっごく純粋で、すっごく優しい心を持っていました。そんな人が代表召しよう喚かん者に選ばれたのは運命なのですね、と当時のわたしは思っていたですよ」

「あ、ちょっとごめんね。代表召喚者ってなんなのかな？」

　話の腰を折る遊ゆう矢やに、セーレウスは少しだけ間を置いて、

「わたしが知っている限り、召喚方法には三通りあります。一つは意図的に行われる、儀ぎ式しきを用いた召喚です。それから、召喚術じゆつ具ぐって呼ばれている、人間の皆さんが造り出した一種の召喚装置を使う方法です。

　でもでもですね、わたしが呼び出されたのはそのどっちでもない、本来の召喚方法──すっごく大勢の人々が祈りや願いを捧ささげて起こる、偶ぐう発はつ的な召喚なのです」

「え……召喚が、偶然に起こるっていうの？」

「はいです。そもそもですね、召喚はお助けシステムなのですよ。審しん判ぱんって言い方をする人もいます。多くの人が同じ時刻に同じ願いを真剣に祈ることで世界に組み込まれたシステムが起動するのです。そうしたら世界に穴が開いて、異い世界にいるわたしたちを呼び込んで、願いを叶かなえてもらえます」

　幼い口く調ちようとは裏うら腹はらに説明される専門的な内容に、雪ゆき子こは手をこめかみに当てて理解しようと努める。しかし既に限界は近く、前ぜん頭とう葉ようから脳のう幹かんまで余すことなく悲鳴をあげていた。

　それでもセーレウスの声は続く。

「例えばです。人類の存そん続ぞくがピンチになっちゃうくらいの天災が起こるとします。あ、氷ひよう河が期とか分かりやすいですねー。生きている人は震えて、身を寄せ合って、冷たくなった指を温めようと手を擦こすり合わせて、祈ります。誰か助けてー、って感じです。そんな風に、距離に関係なく同じ時刻に数万人くらいの人たちが願いと行動を一致させた時、『奇き跡せき』が起こるようになっているのです。

　えと、それでですね。そのシステムに気がついた人が宗教や魔ま術じゆつ結けつ社しやを創つくって、意図的に『奇跡』を生み出す現在の召喚へと発展させて、さらに霊力を蓄積する鉱こう石せきとかを元に召喚術具を造り出したのですよ」

「ということはー、セーレウスは何かのピンチで呼ばれたってことなのかな？」

「はいです、その通りです。当時フランスとイングランドの間では、長い間戦争が起こっていました。でもどっちの国もあんまり戦争が長く続いたので、消しよう耗もうと磨ま耗もうに疲れちゃった農民さんとか兵隊さんとか、多くの人が願いました──早く戦争が終わりますように、って。

　それでですね、ある日の夜の事です。その願いを捧げる人たちの総そう霊力量が召喚に必要な量を超えたので、代表として最も霊力の高い人の前に、わたしは召喚されたのですよ」

「…………なんっていうか……ドラマチックね」

　よく分からないことが多かったため、理解出来る範はん囲いで想像した結果に出来た再現ドラマに、雪ゆき子こは嘆たん息そく混じりで呟つぶやいた。

　しかし、疑問も生じている。伊達だてに必死に食らいつこうと努力していたわけではないのだ。

「でも、数万人が同じ願いをするだけなら、もっと早くにあちこちで召しよう喚かんが起こってもいいような気がするんだけど？」

　浮かんだ疑問を率そつ直ちよくに言うと、セーレウスはぶんぶんと首を横に振る。

「同じ言葉でなくてもいいですけど、全く同じタイミングで同じ願いを祈らないといけないですよ。真剣でない人の願いは弾はじかれちゃいますし、ちょっとでも遅れたらダメです。宗教の中には戒かい律りつとして同じ時刻に祈りを捧ささげるものもありますけど、それでも召喚が起こることは殆ほとんどないですよ」

「はー……なるほど」

　詳しく言われてみれば、気が遠くなるような偶然の積み重なりが必要だと分かる。だからこそ『奇き跡せき』の救済となるのだろうが。

　とりあえず納なつ得とくした雪子は、それまで詰め込んだ情報の中で理り解かい出来なかった部分をさっさと廃はい棄きすることにした。分からないものはいつまで考えても分からないので、溜め込んでいても脳の許きよ容よう量りようを圧迫するだけだという潔いさぎよい決断の元、どうせ数時間後ごには忘れている内容を綺き麗れいさっぱり意識の外へと追いやる。

　数秒とかからず脳のう内ない整理に成功した雪子は、すっきりした表情で続きを促うながした。

「それで、『奇跡』が起きて戦争を止めたい少女の所に召喚されて、その後は？」

「それが、ですね──ラミナさんの願いは『戦争が早く終わりますように』、って願いじゃなかったのです」

「…………ハイ？」

　予想を見事に覆くつがえされてとぼけた声を出してしまい、雪子は思わずテーブルに手をつき身を乗り出した。

「ちょっ、それじゃ前ぜん提ていと違うじゃないのよ！」

「違うです、願いは同じであればいいですよ。その理由は何でもいいです」

「……どういうこと？」

「ラミナさんの願いには戦争が終わって欲しいってことも含まれていました。でもですよ、その理由は『戦争が終わって皆が幸せに暮らせますよーに』ってことでした」

　テーブルについていた手と立てていた膝ひざから力が抜け、雪子はそのまま座り込んだ。

　頭の中では再び思し考こうレースが始まる。何がどうなっているのか、どこをどうしてしまったのか、いくつものカーブを衝しよう突とつしつつも抜けて行き……

　そうして出たのは、お花畑に紋もん白しろ蝶ちようが飛んでいるような平和な図だった。

「つまり……その子は、皆の幸せが願いだったわけ……？」

「はいです」

　これにはさすがの雪ゆき子こも呆あきれ返る。身近に一人、楽園に住んでいるのかと疑いたくなるくらい平和そうな幼おさな馴な染じみがいるが、それすらも超えた幸せ発言だ。

　ちらりと隣となりを窺うかがえば、遊ゆう矢やは特に驚いた様よう子すもなく、至って普通に麦茶を飲みながら聞く姿勢を保っていた。自分と同種の不ふ思し議ぎ発言だから変に思わないんだろうな、と見けん当とうをつけ、雪子はセーレウスへと向き直す。

「でも、そんなの叶かなえられないでしょ？」

　そのくらいなら、雪子にも分かる。

　幸せというものは人それぞれで、一いち概がいに『これが幸せ』と誰にでも当てはまるものではない。日々の生活に幸せを感じる人もいれば、満たされた日々に不幸を感じる人もいる。

　例えば雪子は甘いモノが好きで、商店街にあるクレープ屋のゴールデンボリュームクレープという名前の七百円もするクレープを食べている時に至上の幸福感を覚えるが、甘いモノが苦にが手てな人にはまるで理解されないだろう。

　個別の感覚で量はかられる幸せという不ふ明めい瞭りようで不確定なものを、『みんな』という不ふ特とく定てい多数を対象に与えるということは、いくら魔法の力でも不可能だろう。

　雪子の考えが正しい証しよう拠こに、セーレウスは困り顔で首しゆ肯こうした。

「はいです。だから頑がん張ばって説得して、ラミナさんが新しい願いを思いつくまで待つことにしたですよ。一年くらい経たって、ラミナさんは願いを決めて、わたしと契約を結んで…………その……」

　セーレウスは力の無い笑顔で視線をテーブルに落とし、

「……死んじゃったです」

　ぽつりと、言った。

　予想はしていたものの、雪子は少しだけショックを受けていた。今時、幼よう稚ち園えん児じでも言わないような願いを本気で叶えたがった見知らぬ少女は、やはり死んでしまったのだと。六百年も昔のことならば仕方ないが、それでも胸は痛む。

「……それで、彼女の願いは何だったの？」

　やはり誰かの幸福を願うようなものだろうか、それとも誰かを救うようなことだったのだろうか、と想像を膨ふくらませながらの問いに、セーレウスは何故なぜか頰ほおを赤らめて、両手を首の後ろに回した。

　何をするつもりだろうかと思いつつ、雪子は見守る。

　同様に遊矢も大人おとなしく見ている。

　二人が見ている前で、セーレウスはなにやら手をもぞもぞと動かして──

　ぷつ、という微かすかな音に、雪子は激げき烈れつに嫌な予感を覚えた。それは聞き覚えがある音で、下着を外す時に聞こえるホックが外れた音に激げき似じだった。

　そして予感通り、セーレウスの着ていたドレスがゆっくりとたわみ、両腕が降ろされたのが合図のようにふわりと服が滑り落ちる。

　安物の蛍けい光こう灯とうの光を浴び、綺き麗れいにくぼんだ鎖さ骨こつのラインが、彫ちょう像ぞうを思わせる白くきめ細やかな肌はだが、体格に似に合あって申し訳程てい度どに膨ふくらんだ胸が、

「ちょ、待っ?!　なんっ、なんで脱いで────あんたは見ないっ!!」

　胸元が完全に露あらわになる前に雪ゆき子こは手を伸ばし、高速で遊ゆう矢やの視し界かいを塞ふさぐことに成功する。

　当然のように、遊矢からは不満が出た。

「ちょっと、そんなことしたら見えないよー」

「見るなって言ってんのよ！　だいたいあんたはおっきな胸が好きなんでしょ!?　まさかロリコンなんて厄やつ介かいな一面もあったわけ!?」

「ろりーじゃないけど、セーレウスは年上だし、これはこれでいいかなーって」

「よくないわよっっ！」

「えー、でも、」

「見るなっ!!」

「あの、えと、見てもらいたいのですけど……」

　許可を出したのは、胸の所で衣服を押さえたセーレウスだった。

　ギリギリでギリギリの所が隠かくれてはいるが、それでも好こう奇き心と探たん究きゆう心を青春方向に偏かたよらせた思し春しゆん期きの男に見せていいようなものではない。安易に触れれば壊れてしまいそうな細い体たい軀くと、未み成せい熟じゆく故ゆえに幻げん想そう的な美しさを持つ裸ら体たいは背はい徳とく的な魅み力りよくがあり、同性の雪子も直視すると赤せき面めんしそうになるのだ。

「いいから、セーレは服を着てっ！」

「でもでもですねっ、服を着るのは確認をしてもらった後がいいです！」

「ああもうっ、確認ってなんの────」

　むずがるように暴れる遊矢を押さえつけるので忙しかった雪子は、そこで初めて気がついた。

　セーレウスの殆ほとんど平らな胸の中央に、青くなっている部分がある。よくよく見ればピンポン玉程ほどの大きさの円からはみ出すように三角形が描かれ、さらにその中に梵ぼん字じのような見たこともない字が書かれている。

　雪子がそれに気づいたことを確認したのか、セーレウスは恥ずかしそうに赤面したままその印に左手を添えた。

「これはですね、召しよう喚かんの際に浮かぶ契けい約やく証明のようなものなのですよ。わたしの場合はこの位置にあるですが、他の箇所にある人もいます。召喚された時には赤で、契約中は青で、契約が満まん了りようした際には消えてなくなります。あとあと、受じゆ肉にくした体を現世に繫つなぎ止める役割もあります。契約印いんっていうですよ」

「契約、印……」

「はいです。これがある限り、自動的に周囲の霊れい力りよくを吸収するのでわたしたちは消えることはないですよ。逆に言えばです、これを壊されてしまうと下にある核かくが肉体から剝はく離りしてしまって、現世に留まることは出来なくなるです」

　反射的に雪ゆき子こが思い浮かべたのはリールゥの姿で、露ろ出しゆつの多いボンテージファッションだった彼女はどこにあの印が刻まれているのだろうと考え、

　温ぬるい思し考こうはそこで止まった。

　──セーレウスは何と言ったか。

　召しよう喚かんされた時は赤。

　契約中は青。

　契約が満まん了りようすればなくなる。

　つまり、胸に刻まれた青い印が示しているのは──

　雪子の表情で思し考こうを読み取ったのか、セーレウスはこくりと首しゆ肯こうする。

「ラミナさんが願って、契約を結んだ内容はですね──わたしが本当に望んだ事を行う、というものなのです」

　細い腕でドレスと体を抱いて、セーレウスは雪子を、そして遊ゆう矢やを見る。

　子供っぽく、愛らしいその表情。その中に、どこか疲れてしまったような錆さびついた笑みが浮かんでいることに、雪子は気づいてしまった。

「………………ぁ…………」

　遊矢の目を手で覆おおうことも忘れ、自分が何をすればいいのか、何と言えばいいのかが分からず、それでも何かを言いかけて喉のどが意味を持たない声を発する。

　セーレウスは胸元で留めたドレスをギュッと握り、

「わたしはラミナさんの意思を引き継ごうと思ったです。だから困っている人や苦しんでいる人を助けて回って、色んな国を旅したです。でも、いつまで経たっても契約は満了しなかったです……」

　少し悲しげに言って、ようやくその目的を口にした。

「だからラミナさんと同じ召喚者である遊矢さんに、教えてもらいたいのです。わたしが本当は何を望んでいるのかを……」

　遊矢に向けられたその言葉に、雪子は応えるべき言葉は見つけられなかった。

　ただ、自分のしたい事も分からず、他人に縋すがるほどに追い詰められているセーレウスを見て。

　なんとかしてあげたいと、強く思った。

　漠ばく然ぜんとした、だが明めい瞭りような気持ちだった。

「やる事が増えた、かな……」

　雪子は小さな声で、誰に言うでもなく呟つぶやいた。
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　時刻が九時を回った頃。夏休みという遊び盛りの時期であっても人が集まるのは駅えき周辺の繁はん華か街がいで、住宅地と商店街の境さかい目めである通りはぽつぽつとしか歩いている人はいなかった。

　遊んできた帰りと思おぼしき数人の男女をなんとなく目で追いながら、雪ゆき子こは壁に背を預ける。

　今いるのはアパートから学校方面へ歩いて十分の距離にあるコンビニの前。家を出てすぐの場所にもコンビニはあるのだが、わざわざこちらまで来たのは買い物だけが目的ではないからだ。

　携帯が流行はやって以来あまり使われなくなった公衆電話の横で、手持ち無ぶ沙さ汰たに先さき程ほど買った品が入ったビニール袋を回していると、小さな足音が学校側から聞こえてきた。車の通りがないため明確に聞こえる足音は、リズムよく軽いテンポで近づいてくる。

「ん……来たみたいね」

　雪子が視線を向けると、薄暗い道路沿いの歩道に動く人ひと影かげが見えた。熱帯夜やの蒸し暑さなど関係ないと言わんばかりに元気よく駆ける姿が、街灯の明かりに晒さらされる。夕方に出会った時と同様の制服姿すがたは、もしかしてあれからずっと調査を続けていたのではないかと想像させる。

　ややあって到着した武む藤とうアキは、軽く息を弾はずませながら元気よく右手を上げた。

「どもっ、お待たせ！　あっちゃんをご指名ありがとねっ！」

「怪しげなサービスじゃないんだから。それにアキ以外に聞いてどうすんのよ」

「あはは、そうだよね。事件のことなら武藤アキ！　だもんねっ」

　朝あさ昼ひる晩ばんを問わず高いアキのテンションに押されつつ、雪子は壁から一歩離れ、手で軽く背中を払う。

　その間にアキはごそごそとスカートを探り、ポケットから数枚の折り畳たたんだ紙かみ束たばを出した。

「はいっ、これがポルターガイストっぽい事故の起きた現場のリスト。結けつ構こう数があるけど、ただの事故も含まれていると思うから、実際はちょっと少ないはずだよっ」

「ありがと。それにしても悪いわね、手間取らせて」

「ううん、これで事件解決したら記事にするからお互い様さまね！」

　受け取ったリストにざっと目を通しながらの礼に、アキは明るい声で返した。

　少しばかり性格に難なんがあるもののこういうところは素直に感心が出来ると思いながら、雪子は二枚目の紙に視線を移し……

「あれ？　この、丸がついてるのは何？」

　リストの中に赤い色の丸がついたものがいくつかあることに気づき、他の紙も確認する。すると合わせて五つ、赤い印のついた事故現場が見つかった。

「この現場がどうかしたの？」

「あたしが実際に見たわけじゃないから真しん偽ぎが分からないんだけどね、赤丸でチェックした所で事故が起きた時、幽ゆう霊れいを見たって人がいるのっ」

「…………幽霊？」

　夏の話題でよく出てくる単語ではあるが、引っかかりを覚えて雪ゆき子こは顔を上げた。

　アキは手帳を取り出していくつかのページに素早く目を通し、目的の記載を見つけたのかページを捲めくる手を止めた。

「うん、幽霊。白っぽいふわーっとした何かが見えたって人もいれば、女の子の幽霊だったって情報もあるのね」

「ふぅん……」

「もし本当に幽霊ならポルターガイスト説が強まるよねっ」

「え？　なん……」

　なんで、と聞こうとして、雪子はようやく思い至った。

　ポルターガイストポルターガイストと違い和わ感かんなく言ったり聞いたりしていたが、ポルターガイストは日本語にすれば『心しん霊れい現象』。つまり幽霊が引き起こす現象だ。

　ならば幽霊が現場で目もく撃げきされるということは、

「ただの事故じゃないって証しよう拠こになるわけね」

「そーゆーことです」

　今いま更さら納なつ得とくする自分を間ま抜ぬけに思うが、それよりも役立つ情報が手に入った喜びの方が大きく、雪子はやる気を滾たぎらせてリストをビニール袋の中へと仕し舞まう。

「それじゃ、明日の朝から調べてみるわ。目もく撃げき情報があった場所を中心に回るわね」

「あいあいさっ。でも、結けつ構こう数があるから大変だと思うの。範はん囲いは街中ってほど広くないけどね」

「ふぅん……手分けして調べないとダメかもね。丁ちよう度ど手伝ってくれそうな人もいるし」

　言いながら浮かぶのは、アパートで留る守す番兼けんお守もりをしている天使の顔。まあ、どっちがどっちのお守りをしているのかはともかくとして。

　手伝ってくれるかどうかは分からないが、頼めばどうにかなりそうな感じはするので戦力として計算し、雪子は想像の中でセーレウスに大きく丸をつけた。

　と、手帳を仕舞ったアキがずれてもいない眼鏡めがねを直し、

「あれれ？　そういえば、そういえばっ」

　急に何かに気づいたらしくキョロキョロと周囲やコンビニの中を眺ながめ出し、雪子の背後まで確認を終えたところで大げさに首を傾かしげ、

「水みな瀬せくんは一緒じゃないの？　それともどっかで隠かくれてたり？」

「あー、遊ゆう矢やは留守番。セーレウス一人を残して出るわけにもいかなかったし」

「せーれうす？　だれ？　外人さん？？？」

　つい口に出した固こ有ゆう名詞に、しまったと思うが、もう遅い。

　いくらなんでも馬鹿正直に『天使です』と答えるわけにはいかないので、雪ゆき子こは適当にごまかそうと、苦にが手てな言い訳を考える。

「えーっと、親の知り合いで、今こっちに遊びに来てる人よ」

「へえぇー、凄すごいねっ。やっぱり金きん髪ぱつで碧へき眼がんで大げさなリアクションするのっ？」

「いや全然そんな人じゃないけど……」

　半はん笑わらいで否定するが、雪子も外人といえば似たようなイメージがあった。特にリアクションの部分は絶対そうだと確信している。

　長い年月を過ごしているはずのセーレウスが子供っぽいのは外国人の子供をイメージしてなのだろうか、と的まと外はずれなことを考えて、

「ちゃんと留る守す番してればいいんだけど……」

　アパートにいる二人がどんな会話をしているのかと、想像し難い光景に思いを馳はせた。
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　遊ゆう矢やの部屋にはベッドもないがテレビもない。音楽を聴くための機械もなく、パソコンもなければ携帯型のゲーム機もない。

　暇ひま潰つぶしに不向きなＢＧＭのない部屋で、セーレウスは遊矢がテーブルを折り畳たたんで押入れに仕し舞まったのを見届けてから、口を開いた。

「あの、遊矢さん！　少しお話ししたいのですがっ」

　雪子が部屋を出てから五分強、一言も喋しやべらずに黙っていたセーレウスの提案に、振り向いた遊矢は朗らかな笑顔で頷うなずいた。

「うん、分かってる。雪ちゃんがいない間に済ませちゃおうね」

　まるで相手が何を話すつもりか分かっているような返しに、セーレウスは正座をしたまま神しん妙みような面おも持もちで頷き返す。

「よいしょ……と」

　掛け声と共に遊矢はセーレウスと向かい合って座り、足を崩して楽な姿勢を取る。

　話し合う態勢が整って、しかしセーレウスは唇を結んで膝ひざの上で握った自らの手を見つめたまま、もじもじと肩を揺すっている。

　遊矢は相手が切り出すのを待っているのか、焦る様よう子すもなくのんびりとセーレウスを眺ながめていた。

　そのまま一分ほどが過ぎ、

「──その、遊矢さんの体の事なのですけど……」

　ようやく顔を上げたセーレウスが言った言葉がそれだった。

　歯切れの悪い、要よう領りようの得づらい言葉だったが、遊矢はそれに微笑ほほえんで答えた。

「うん、分かってるよ。僕の体質のことでしょ？」

「それも、です。遊ゆう矢やさんはすっごく、とっても、非常に危うい体質です。本来あるはずの生命力と霊れい力りよくの隔たりが無いので、人間には出来ないはずの単独の召しよう喚かんにも成功したです……したですが、それは遊矢さんの寿じゆ命みようを削った結果の成功です」

　言い辛づらそうなセーレウスに、遊矢はにこにこしながら、

「理解してるつもりだよー」

「自分から霊力を使うようなことをしちゃダメなのはもちろんですけど、場所や物によってはただそこにいるだけで霊力を吸い取られちゃうこともあるです。だからですね、いわく付きの土地や品には近づかないようにしてくださいです。本当は契約印いんを持つわたしの傍そばにもいない方がいいですが、今は魔ま力りよくが満ちているのでだいじようぶです。心配はいらないです」

「ん、おっけー。了りよう解かいしたよー」

　命に関わる重要な忠ちゆう告こくに軽い返事をする遊矢。

　その様よう子すを会話しながらじっと見ていたセーレウスは、俯うつむいてもじもじと指を絡ませ、何かを確認するように頷うなずき、顔を上げた。

「その、遊矢さんの記き憶おくが、ですね……誰かに改かい竄ざんされちゃっているかもです、って言ったら、信じてくれます……？」

「うん、信じる信じる」

「…………あの、驚かないのですね？」

　唐とう突とつな発言を変わらぬ様子であっさりと許容され、セーレウスは逆に戸と惑まどいを浮かべる。

　その反応が楽しいのか遊矢は小さく笑い、輪ゴムで縛しばられ短く跳ねた後ろ髪を片手で弄いじりながら、

「だって、セーレウスは八年前の召喚が切っ掛けで日本に来たんじゃないでしょ？」

「え、えぇっ!?　気づいていたですか？」

「召喚をした後で死んじゃうケースが多いって言ったのに、わざわざ八年も経たってから来るような無む駄だなこと、ふつーはしないよね。なら、最近また何かあったから来たって流れの方が自然だよ」

　雪子と二人で聞いていた時には何も言わずにいたというのに、その時から気づいていた風に遊矢は話す。

　その事実を知ったセーレウスの瞳ひとみが曇る。気まずそうにスカートに付いたフリルを弄り、ちらちらと自分の指と目の前にある遊矢の顔を交互に見る。

　ややあってから、セーレウスは元気なく頷いた。

「はいです、その通りです。わたしは一ヶ月くらい前に起きた召喚と、それに伴う異常を感かん知ちしたので日本へ来たです。昨日の夜に魔法を使ってですね、一ヶ月前と八年前に召喚が行われたそれぞれの地域を割り出すことに成功しました。それでまずはこっちに来たですよ。ですから魔法痕こん跡せきのある遊ゆう矢やさんと雪ゆき子こさんを見つけた時は、てっきり遊矢さんたちが一ヶ月前の召しよう喚かんを行ったんだとばかり……」

「んー……でもたぶんそれ、僕がやったんだろうねー」

「えと…………どーしてそう思うです？」

「一ヶ月前っていうとねー。ちょうど僕と雪ちゃんが通っている学校で原因不ふ明めいの貧ひん血けつで倒れる人が出るって事件が起きた時なんだ。結局それは一部が吸きゆう血けつ鬼きのハーフだった演劇部部長のまどかさんが原因で、残りはただの貧血だったんだけど」

「……えと、つまり、その……遊矢さんが言いたいのは」

「うん。それが改かい竄ざんされた記き憶おくで、本当はもう少し色々とあったんだろうねー」

　遊矢の語る予測は、セーレウスが想像していたものとかなり似ていた。互いの情報差がなければほぼ同一の結論に達していたのだろう。

　だが、そこに至れるという事実は、セーレウスに違う意味を教えてくれる。先さき程ほど確認した情報と合わせれば、間違っているとは思えない仮か説せつが浮かぶ。

　とりあえず無む視し出来ないその仮説は保留し、話を進める。

「遊矢さんが召喚を行って、その直後に召喚と同どう規模の異い常じよう事態が起こったですね……何が起きたかは分からないですが、この近くに一人、悪あく魔まさんがいるみたいです。その人に訊きいてみるですか？」

　この街に入って以来、セーレウスはどこかに悪魔がいるらしき反応を感じていた。居い場所の特定をするのは、そう難しくない。相手は悪魔のはずだが、不ふ思し議ぎなくらい弱い反応しかないので、そこまで危険はないだろうと判断している。

　しかし一ヶ月前の出来事に関わっているのなら話は別だ。捕まえて話を聞きだし、場合によっては雪子の手も借りて殲せん滅めつした方がいい。

　だが、遊矢はのんびりと首を横に振った。

「別に、放っておいていいよー。一ヶ月の間は何も無かったし」

「でもですよ、お二人の記憶にはないということは、誰かの介かい入にゆうがあったですよ？」

「その誰かさんは、リールゥだと思うよ」

「八年前に召喚したという悪魔さんですか？」

「うん。雪ちゃんには内ない緒しよなんだけどねー、何度か彼女と取り引きしているはずなんだ」

　その告白に、セーレウスの魔ま構こう力りき素そで造られた心臓が大きく跳ねた。そして同時に、死し病びようの告こく知ちをされたような感覚が襲おそいかかって来る。

　今の言葉で、セーレウスは自分の仮説が正しいことを確信してしまった。

　それはつまり──

「…………やっぱりそうなのですか」

「ふぇ？　なにかな？」

「遊ゆう矢やさんは、自分の体が元に戻らないって知っているですね」

　断定するようなセーレウスの言葉に、それまで笑顔を絶やさなかった遊矢から表情が消え失せた。何も描かれていない面のように一切の感情と反応が見られなくなる。

　仮か面めんが外れたことを確認し、セーレウスは続ける。

「遊矢さんの心は磨すり減ってしまっていて、殆ほとんど反応しなくなっています。感情がちっちゃくなっています。そんな状態で元通りの恐怖と緊きん張ちよう感を取り戻したら、何にでも怖がって、気を緩めることが出来なくなって、心はきっと壊れちゃいます。それを知っているから、せっかく見つけた悪あく魔まさんと取り引きを行うだけで、契約を満まん了りようしようとしないのですね」

　子供の声に似に合あわない、ただ事実を語るような落ち着いた口く調ちよう。

　それに遊矢は目を数度瞬まばたかせ、薄れた表情で不ふ思し議ぎそうに相手の顔を見つめた。

　驚いたのだろうとセーレウスは思う。数時間同おなじ時を過ごしただけで、それまでの情報だけで辿たどり着くとは思っていなかったのだろうと。

「わたしが『感かん識しき者』って呼ばれている理由、分かるですか？」

　遊矢は黙って首を横に振って答える。

「わたしはですね、ただ意識を向けるだけでその人の本ほん性しようや感情の動きが分かるです。姿を見て、声を聞いて、体に触れて、相手を感じれば感じるほど深く本質を知ることが出来るです──だから『感識者』って呼ばれるですよ」

「…………なるほどねー。あの、さっき抱き締められた時に？」

「はいです。遊矢さんがどんな状態なのか知りました」

　遊矢の口から八年前に交わした契約と代だい償しようの話を聞いた時、セーレウスは驚かずにはいられなかった。感情を一つ失った状態で八年もの年月が過ぎ、当たり前のように会話をし笑うという健けん常じような状態でいられるはずがないのだ。

　だから本当に恐怖を奪われているのかを確認するためにその体を抱いた時、伝わって来たのは罅ひび割われた石の様ように、今にも壊れ輝きを失いそうな心だった。

　当たり前といえば当たり前だった。感情が欠けてから三年も経たてば壊れてもおかしくない。八年も欠けた心で過ごしていられる方が異常なのだ。表面上はどれだけ普通を装おうと、メッキを貼はっただけで中身の劣れつ化かが止まるわけが、ましてや回復するわけがない。

　自分の体がどうなっているかを知られた遊矢は、右手で後頭部を搔かいて、苦く笑しようするように微笑ほほえんだ。

「えーと、雪ゆきちゃんには内ない緒しよにしてもらえる？　僕の体のことも、一ヶ月前にあったはずの召しよう喚かんのことも」

「……やっぱり雪子さんは知らないですか」

「うん。だって一生懸けん命めい演技して隠かくしてきたもん。バレたら雪ちゃんのことだから、きっと自分のせいだって落ち込んじゃうし」

　そうなるだろうとはセーレウスも思う。彼女が雪ゆき子こから感じていたのは、真っ直ぐな感情と敏びん感かんな心だ。単純ということは物事を真正面から受け止める性質ということに繫つながる。なら、自分が原因で失ったのは一つの感情と感覚だけでなく、寿じゆ命みようと心そのものだと知ってしまった雪子が受けるダメージは相当なものになるだろう。

　知ったところで遊ゆう矢やは元に戻るわけでも快かい方ほうに向かうわけでもない。自分たちが行っている悪あく魔ま探しが根底から意味を変えられてしまうだけだ。

　解決法が見つかるまでは、教えたところでどうにもならない。

　心を元に戻す──正常に戻す、解決法。

　セーレウスはドレスの裾すそを握り締め、遊矢から視線を外して項うな垂だれた。

「…………ごめんなさいです」

「れ？　どうしてセーレウスが謝るの？」

「わたし、遊矢さんの心を快かい復ふくする方法を知りません。天使のくせに、六百年も暮らしてきたのに、役立たずです。ダメな子です」

「あー、うん、だいじょうぶだよ。期待してたわけじゃないから」

「でも──」

「それより、セーレウスを召しよう喚かんした人について教えてくれる？　どんな人だったの？」

　これ以上落ち込ませない為ために話題を変えた、のではない。本当に知りたいから出た質問だと、セーレウスには伝わってくる。

　その理由までは分からないが、教えない理由はない。むしろ彼女や自分の事を知ってもらえれば、願いを叶かなえることも出来るかもしれない。

　そして何よりセーレウスは、自分を召喚した少女の事を誰かに知っていてもらいたかった。

「──ラミナさんは、とっても優しい人だったです。生まれつき体が弱かったそうで、家から出たことが殆ほとんど無いって言ってました。だからわたしは魔法を使って健康体にしてあげようとしたですが、断られちゃいました」

「それは、どーして？」

「わたしが召喚されたのは皆の為だから、って言ってました。召喚のシステムをお話した後でしたから、自分の為に契約を結ぶことは出来ないって、頑かたくなに拒こばまれたです……」

　話しながら脳のう裏りに浮かぶのは、慈じ愛あいいに満ちた目で自分を見つめる瘦やせ細った少女の姿。焦こげ茶色の短く刈った髪の、一緒にいる間家いえから出ることの無かった彼女は、ベッドの上に縛しばり付けられているような生活を送りながら、自分の境きよう遇ぐうに文句や愚ぐ痴ちの一つも言わないどころか、最期の瞬間まで泣き言一つ漏らさなかった。

「戦争を止めさせるって願いも考えたですが、わたしの話を聞く内にラミナさんも気づきました。ただ戦争を止めるだけでは不幸な人もいっぱい出るって、魔法の力で止めることは良くない結果になるかもしれないって、気づきました。だから願い事はもう少し考えた後にするって決めたですよ」

「その間、セーレウスはラミナって人と一緒に居たんだ？」

「はいです。ラミナさんは一人っ子で、両親が働きに出ている昼間は一人で寝ているだけしか出来なかったらしくて、二人でお話したり魔法を使って遠くの景色を見せてあげたりしたらとっても喜んでくれました。だからわたしも花はな冠かんむりを作って渡したり、リスとか小さな動物を連れてきたり、楽しませようと色々やりました。

　でも、ラミナさんの体調は悪くなる一方だったです。白はつ血けつ病と肺はい癌がんを患わずらっていて、長く持たないことはラミナさん自身も分かっていたです。それなのに、最期の時にようやく決めた願いは……」

　セーレウスは今でも鮮せん明めいに思い出すことが出来る。

　やつれ、呼吸をするだけでも苦しそうなラミナが、咳せきをしながら言った言葉。

『セーレの、本当にしたい事をやってちょうだい。今はないなら、見つけて。私の為ためにじゃなくて、自分の為にしたい事を──』

　他人を思い遣やる気持ちの強かった彼女は、天使や悪あく魔まが自分たちの世界で『何も出来ない、ただそこにいるだけの存在』として暮らしている不ふ遇ぐうを悲しんでくれたのだ。

　そして、『初めて出来た親友に私がプレゼント出来るのはこれだけなの』と言って、寂しく微笑ほほえんだ。

　だからセーレウスはその契約を断ることが出来なかった。彼女がどれだけの想いでそう申し出てくれたのか、『感かん識しき者』の能力が痛いほどに伝えてくれたから。

　──気がつけば、セーレウスは目に涙を滲にじませていた。

　六百余年の歳さい月げつの中で一度足たりとも忘れたことがないあの日の出来事は、同時に思い出したくない出来事でもあった。

「……だからわたしは色々な国を巡って、色々な人に会いました。『皆を幸せにしてあげたい』ってラミナさんの意思を叶かなえることが、わたしの願いでもあったですよ。怪け我がをして死にそうな人を、不ふ治じの病にかかっていた人を、飢うえ死にしそうな人を、困っている人を、とにかく助けて回りました。

　でも、何故なぜかいつまで経たっても契約は果たされないですよ。不幸な人を幸せにしてあげて、喜んでいる人の顔をたくさん見て、それでも、それでも、それでも──」

「セーレウス」

　名前を呼ばれると同時に、セーレウスは遊矢に腕を摑つかまれて引っ張られた。痛みを感じない軽く柔らかな行為に、抗あらがうという選択肢しは出てこなかった。

　セーレウスはそのままころんと転がり、遊矢の膝ひざの上に仰あお向むけになって倒れた。

　見上げた先には感情を喪そう失しつしかけている人間とは思えないほどに優しい笑みがあり、後頭部からは髪を梳すく柔らかな手の感かん触しよくが伝わってくる。

「あのね。たぶんだけど、セーレウスが本当にしたいことはね──」

　セーレウスの造り物の心臓が期待に跳ね上がる。

　そして視し界かいの中、遊ゆう矢やの唇は言葉を紡つむごうとし、




　勢いよくドアが開かれる音が、全ての動きを止めた。




「ただいま。ちょっと心配だったから早めに帰っ──」

　そして視界の外で、帰って来た雪ゆき子こも動きを止めて凍りつくのが分かった。

「ちょっ、あんたたち何やってんのよ?!」

「んー……すきんしっぷ？」

　驚きの声と慌あわただしく靴を脱ぐ音を聞きながら、セーレウスはよたよたと遊矢から身を離した。雪子が帰宅した以上、話を続けるわけにはいかない。

　だが遊矢が何を言おうとしていたのか、それは凄すごく気になった。

　あの時セーレウスが感じたのは、全ての解答にはならないまでも、しこりの一つを払ふつ拭しよくさせてくれる可能性を持つ何かだった。

　期待を胸に仕し舞まいつつも遊矢を目で追うと、雪子と何かを話していた。

　小こ声ごえの為ため少し聞こえ難にくいが、雪子の声せい質しつは聞こえやすく、遊矢は普通の声せい量りように近い感じで話しているのでセーレウスにも聞こえる。

「……スキンシップって、具体的には何してたわけ？　あんな、膝ひざ枕まくらみたいな格かつ好こうで……」

「ちょっと親しん睦ぼくを深めてたんだよ。ほら、セーレウスって小さくて抱き心地いいし、髪とかふわふわで触ってて気持ちいいし」

「あんたね、相手は子供よ手を出したら犯罪なのよっ！」

「でも、実じつ年ねん齢れいは六百歳さいくらいでしかも天使だから、倫りん理り的にはいいんじゃない？」

「そういう問題じゃないでしょっ!?　だいたい、あんた年上の胸が大きな人が好みじゃなかったのっ?!」

「それはそれ、これはこれ、だよー」

「これはこれ、じゃ済まないわよっ！」

　雪子は小声で怒ど鳴なるという器き用ようなことをしていたが、段々と興こう奮ふんを抑えられずに声が大きくなっていく。

「ああっ、もう、美人とか可愛かわいい子とかにはすぐでれっとして！」

「でも、みんなそんなものだと思うけど？」

「皆がそうでも、あんたまでそうしていいってわけじゃないわよっ！」

「ふえ？　どうして？」

「どうしてって…………それは、その……」

　それまでの勢いはどうしたのか、雪ゆき子こはトーンを落とし、視線を彷徨さまよわせてしまう。

　そんな彼女から、セーレウスは様々な感情を感じ取っていた。どれも素直で真っ直ぐな、絡まってもすぐに解けそうなそれぞれの感情。それが示すのは、雪子が遊ゆう矢やにどんな感情を抱いているか、ということ──

　と、遊矢はセーレウスの方を向き、

「ところでね、雪ちゃん」

「……何よ？」

「セーレウスがね、何日かうちに泊まりたいって言うから、僕の所に泊めてあげることになったから」

「…………ハイ？」

　ぎぎぎ、と関かん節せつが錆さびついたような動きで首を回し、雪子は口元に笑みを、目は信じられないものを見るように瞳どう孔こうを開かせ、遊矢を見た。

「だからねー、セーレウスが、ここに泊まるの」

「なんでそうなるのよっ！」

　瞬間、雪子が叫び声に近い怒ど声せいを上げた。

　自分が話題の種たねとなっているセーレウスは、遊矢がいきなり言い出した提案に戸と惑まどい、わたわたと無む駄だに両腕をばたつかせた。

　しかし、悪い提案ではない。元々、数日は風かざ見み野のに滞たい在ざいする予定だったのだ。

　遊矢の提案は魅み力りよく的だった。先さき程ほど言おうとしていた内容を聞くことも出来るだけでなく、二人との会話はこの数百年感じなかった契約を果たす為ための手がかりとなるような感かん触しよくがある。

　だからセーレウスは期待と不安をない混ぜにして、二人のやり取りを静せい観かんすることにした。

　視し界かいの中、幼おさな馴な染じみで深い付き合いのはずの二人は小さな冷蔵庫の前で向かい合い、論ろん戦せんを繰り広げていた。

「泊めるって、女の子でしょ！　泊めるならあたしの部屋に泊まってもらうわよ」

　雪子が睨にらむような強い眼まな差ざしで遊矢を牽けん制せいすると、

「でも雪ちゃんの部屋はベッドがあるし、布ふ団とんを敷しくスペースもないよ？」

　遊矢は穏おだやかに、理論的に説せつ得とく材料を並べる。

「っ、二人でベッドに寝るわよ！」

　やや焦り気味に言う雪子に、

「んー、でも、雪ちゃんは小さくないし、寝ね相ぞうもあんまり良くないから無理だと思うよ？」

　落ち着いて返す遊矢。

　形けい勢せいは明らかに遊矢に傾いている。それが分かっているらしく、雪子は悔くやしげに歯を剝むいて、

「そっ、れは……」

「あー、布ふ団とんなら誰も落ちないから平気だねー。ここで僕と一緒の布団で寝る？」

「バッ──」

　言葉よりも早く、顔を真っ赤にした雪ゆき子この右足が遊ゆう矢やの首を的確に薙なぎ、その体を床へと叩たたきつけた。

「っのエロバカなに考えてんのよ!?　いっつもバカ沢ざわといるから悪あく影えい響きよう受けてっ！」

　雪子の怒りの声は、目を回して倒れている遊矢には届いていないようだった。

　それでも喋しやべりを止めない雪子を、セーレウスは座ったまま見つめる。

　遊矢の継つぎ接はぎだらけの心を支えているのは、雪子なのだろうかと思いながら。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　翌よく日じつの朝を迎え、雪子はもぞもぞと体を起こした。

　いつもの朝とは違い妙みように目め線せんが低いことに気づき、次にいる場所が自分の部屋ではないことに気づき、その後、隣となりで誰かが座っていることに気がついた。

　雪子が今着ている寝ね間ま着き代わりの物と色違いのティーシャツを着た、可愛かわいらしい外国人風ふうの少女が、そこに居た。

「雪子さん、おはようです」

「…………あー」

　彼女が昨日きのう出会った天使だと思い出すのと同時に、この状況になった記き憶おくも蘇よみがえる。

　昨夜、セーレウスを泊めることに異い論ろんはないが同どう衾きんなどさせるものかと雪子が反対した挙あげ句く、雪子の部屋に遊矢が泊まり、雪子とセーレウスが遊矢の部屋で寝ることになったのだ。




『あたしの部屋を使うにあたって、一つだけ言っておくわ』

『う？　なに？』

『いい？　明日、あたしが部屋に戻った時に服や下着の場所が変わっているのを見つけた場合──どうなるか、分かるわね？』

『んー……分かった』

『分かったならいいわ』

『つまり、やるなら証しよう拠こを残すなってことだよねー？』

『今すぐ蹴けり殺すわよこのエロバカ二号っ!!！』




　ついでに思い出したやり取りは、客の前で見せるようなものではなかった。

　せめて見てないところでやるんだったと反省しつつ、まだハッキリと覚めない頭を搔かく。

「……おはよ、セーレ。ちゃんと眠れた？」

「はいです。ぐっすりですよー」

「そ。ならいいんだけど……ふぁぁ～～～」

　欠伸あくびをし、零こぼれそうになった涙を手で拭ぬぐい、首を軽く回す。

　ぐっ、と両腕を上げ背せ筋すじを引っ張り上げるように伸びをして、

「ふー…………っし、起きるか」

　まだ少し倦けん怠たい感かんは残っているものの、それはいつものことなので朝の支し度たくをしている間に解決すると分かっている。なので無視して顔を洗おうと洗面所へと──向かう途中で足を止め、くるりと振り返る。

　視線の先には、未だ正座を崩さずちょこんと布ふ団とんの上に座っているセーレウス。昨夜はあまり話が出来なかったのだが、それでも今日の予定だけは伝えてある。

　確認がてらに、雪ゆき子こは声を掛けることにした。

「ねぇ、セーレ」

「はい、なんでしょう？」

「布団仕し舞まって着替えが済んだら朝ご飯。その後は昨日きのう言った事件の調査に行くから、よろしくね？」

「はいです。わたし、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばらせてもらいますですよ！」

　にこにこしてやる気を見せる幼い少女の姿に、雪子はつい微笑ほほえんでしまう。

　改めて洗面所へ入り、蛇じや口ぐちを捻ひねって水を出す。そうしながら、自分たちのことだけではなく、セーレウスのことも手伝えないかと考える。

　しかし、雪子にはこれといった案はなかった。頭ず脳のう労働は専門外だ。帰き省せい中の親友、高たか嶺みね美み樹きなら何か案を出してくれそうだが、

「そもそも、自分のしたいことが分からないって言われてもねぇ……」

　哲学めいた問題に、雪子はため息をついた。

「……ま、とりあえずはこっちの件を終わらせなきゃね。リールゥの仕し業わざかどうかは分かんないけど、それからでも遅くはないでしょ」

　呟つぶやいて、出しっ放しにしていた水で顔を洗い始めた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　朝の雑ざつ事じを済ませた午前九時、調査は開始された。

　前日に武む藤とうアキから渡されたリストに書かれた場所を、駅前ロータリーを挟んで東西両側からそれぞれ調べるという雪子が出したプランに反対意見はなく、雪子と遊矢が一緒に回り、セーレウスは一人で調査することになった。

　本当は街に慣れていない助すけっ人とを一人にさせる予定は無かったのだが、一人で回りたいと言う本人の希望に合わせたのだ。

　それぞれのチームの健けん闘とうを祈って別れたのが一時間ほど前。

　時計を見れば十時を回ったという時間帯の今、雪ゆき子こたちはデパートに来ていた。

「……本当に、ここなわけ？」

「うん。雪ちゃんだって確認したでしょ？」

　疑ぎ心しんと疑ぎ念ねんに満ち溢あふれた声に遊ゆう矢やが答えた通り、アキからもらったリストには雪子も目を通している。

　ただ、そこには『藤ふじ丸まるデパート　４Ｆ　シーズンウェア売り場』と書かれていた。

　その『シーズンウェア』が水着というのは、想像していなかった。

　デパートは十時開店なので、客はまばらにしかいない。それは大いに助かるのだが……

　雪子はちらりと隣となりから離れて水着へと足を向ける遊矢を見る。

　男おとこ連づれで水着売り場というのは、いくら相手が遊矢であってもかなり恥ずかしい。

　だが遊矢の方はまるで気にした様よう子すも無く、しげしげとセパレート水着にロングパレオを装着したマネキンを見ていた。

「……さっさと調査してさっさと出るしかないわね。こんなところを誰か、知り合いにでも見られたら……」

　ただでさえ幼おさな馴な染じみ以上の関係と勘かんぐられることが多いのに、この現場を押さえられた日にはどんな噂うわさが広まるか分かったものではない。

　迅じん速そくに調査を行い、即そく時じ離り脱だつ。

　それしかないと考えて、雪子も水着売り場へと足を踏み入れ──

「あら？　そこにいるの、もしかして雪子ちゃん？」

　足が、止まった。

　背後から聞こえて来た透とう明めい感のある声に、雪子は物もの凄すごく聞き覚えがあった。

　恐る恐る、スローモーションで振り返る。どうか幻げん聴ちようであってくださいと願いながら。

「やっぱり雪子ちゃんだわ。こんな所で会うなんて奇き遇ぐうね」

　しかし、そこにはやはり演劇部部長にして元もと吸きゆう血けつ鬼きの西さい苑えんまどかが居て、

「本当っす！　めっちゃ奇遇っすね！」

　隣には同じく演劇部の佐さ倉くら千ち恵えが居た。

　二人がエスカレーター乗り場からすぐそこにいるという光景に、雪子の感想は一言だった。

「……………………終わった」

　がっくりと肩を落として項うな垂だれていると、足音が二組近づいて来て、案あんの定じようというか、雪子の前で止まった。

　雪子よりも少し背が高いまどかは黒く長い艶つややかな髪を揺らし、

「雪子ちゃんも水着を買いに来たのね。私も、本当ならもっと早くに来たかったのだけれど、予定が込み入ってたんです。でも来週に演劇部は合宿に行くから、その前に水着を新調しようと思って──」

「ああっ、部長っ！　そんなことより、向こうに水みな瀬せくんもいるっすよ！」

「あら、本当。相変わらず仲が良さそうでなによりですね？」

　千ち恵えに目め敏ざとく遊ゆう矢やを発見され、まどかにはからかっているのかと思える言葉で誉ほめられて。

　もうどうでも良くなってきた雪ゆき子こは投げやりに言う。

「まどかさんこそ元気そうでなによりですよ。あー、今日は水着を買いに来たんですか。ご苦労さまです」

　相手によっては物もの凄すごく嫌われているんじゃないかと思うような言葉に、しかし演劇部の主演女優は優ゆう美びに微笑ほほえんだ。

「あまり水着の流行には興味ないのだけれど、去年の水着が入らなくなってしまって。合宿の前に気が付いて良かったわ」

　まどかの口から出たのは悪意も他た意いも含んでいない発言だ。他の人が言ったのならばともかく、西さい苑えんまどかという先せん輩ぱいがどういう人間かは、一ヶ月前の出来事である程度把は握あくしている。

　だからこそ、雪子は口くちの端はを引きつらせただけで、怒ど鳴なって蹴けりを放つようなことはしなかった。

　彼女は単に事実を述べただけなのだ、と自分に言い聞かせる。決して胸の無い、バストサイズが原因で水着を買い換えることが無さそうな自分への当てつけではないのだと。

　殺意にも似た逆さか恨うらみを必死で抑える雪子だが、もう一人、小こ柄がらな先輩である千恵は唇を尖とがらせて抗こう議ぎの声を上げた。

「部長、ひどいっすよ。そんなに大きな胸しておいてまだ成長しているなんて、詐さ欺ぎっす。少しはこっちに回して欲しいっすよ！」

「あら、でも千恵ちゃんも去年より大きくなっているみたいだけれど？」

「そりゃー自分も成長中っすから。でもＡを卒業したばかりっすよ。もっとカップが欲しいっすよー」

　──ある意味、彼女の言葉の方が雪子に与えた衝しよう撃げきは大きかった。

　自分よりも小さい、瘦やせ型の、同類だとばかり思っていた千恵。

　だが、彼女は雪子の一歩先へ、既に到達していたのだ。

　その場に崩れ落ちてしまいそうなほどの脱だつ力りよく感が雪子を襲おそい、先さき程ほど以上にもう何がどうなってもいいやという投げっぱなしな気分に陥る。

　まどかと千恵は何かを喋しやべっていて、そこに遊矢の声も加わったようだが、雪子の脳は聴ちよう覚かくが仕入れた情報を認識せず、ただただ敗者の絶望を味あわせてくれる。

　──どれだけの時間が過ぎたのか。

　諦あきらめのため息を吐いて顔を上げると、途と端たんに雑音でしかなかった声が明確な意味を伴った日本語として聞こえて来た。

「……なら、遊ゆう矢やくんに見てもらおうかしら。男性の意見はあまり聞けませんし」

「あ、いいっすねー。衣い装しようもそうっすけど、女性の観点と男性の観点は結けつ構こう違うっすから」

　なにやら三人は盛り上がっているようで、楽しげに話し合っている。

　自分が悪いのだが、雪ゆき子こは完全に置いてきぼりを食らった形となり、何故なぜかにこにこ顔で一番喜んでいる遊矢のシャツの袖そでを引いた。

「ね、どうなってんの？　調査はもう終わったわけ？」

　ぼそぼそと、なるべく演劇部コンビには聞こえないように言うと、遊矢も同じくらいの声で答えた。

「調査は済んだんだけどねー」

「けど、何よ？」

「これからまどかさんが水着を試し着ちやくするから、その感想を言うことになったんだよー」

「……ハァ!?　どうしてそんな話になってんのよ?!」

　明後日あさつての方向に飛んだ話の内容に、つい声を荒げてしまうと、演劇部コンビの視線が雪子へと集まった。

　二人共とも笑っている。特に千ち恵えは楽しげで、それでいて何かを企たくらんでいるような笑みを浮かべていた。

　その笑顔に、雪子は嫌な予感を猛もう烈れつに感じた。

　思わず後ずさりそうになると、千恵はずいっと顔を接近させて、

「じゃ、そういうことっすよ、白しろ銀がねさん」

「な、なんですか……？」

「いい機会っす。自分たちと一緒に、白銀さんも水みな瀬せくんの水着チェックを受けるっすよ！」

「やっ、いいです！　あたしは、別にいいですって！」

　心の底から拒否を示すと、雪子は必死にこの場を逃れる方法を思し索さくする。

　時間がない、と言うのが一番いい。だが、開店直後のデパートの水着売り場に来る人間に、どんな次の予定があるのだろうか？　これから海にでも行くというのか？

　それなら水着を買う展開が普通なので、逃げることは出来ない。ここから離れる為ためには、もっと別の、何か必殺の文句を──

　ぐるぐると雪子なりに精せい一いつ杯ぱいのスピードで回る思し考こうに、正面から音が紛まぎれ込んできた。

「あー、もしかして白銀さんってば、あれっすかぁ？」

　千恵の、なんだか浮かれた声に意識を戻すと、彼女はこれ以上は無いのではないかというほど嬉うれしそうな笑顔でいた。

　その表情を見て、雪子はヤバイと直感する。

　罠わなが待ち受けていると、聞かないほうがいいと、頭の中で警けい鐘しようがけたたましく鳴り響ひびく。

　小こ柄がらで気さくで先せん輩ぱいにはまるで見えないが、相手は猛も者さ揃ぞろいの演劇部で脚きやく本ほんを書いている佐さ倉くら千ち恵えだ。

　どんなセリフを囁ささやけば自分が逃げられない状況になるか、分かっているに違いない。

『その』言葉を聞けば、理性では分かっていても感情が先走ってしまうだろう。

　だから雪ゆき子こは耳を塞ふさいでしまいたかったが、その前に千恵は『その』言葉を口にした。

「白しろ銀がねさんは、自分の水着姿すがたに自信がないんすか？」

　思っていた通りの言葉に、雪子は──




　冷静になった時、場所は既に試し着ちやく室の中だった。

　自分の手の中には、赤と白のストライプ模も様ようのセパレート水着。布ぬの面積の少ないそれを見ると、後こう悔かいのため息しか出ない。

　四つある試着室の内、他二つではまどかと千恵が着替えているはずだった。そして外には遊ゆう矢やがいる。

　売り言葉に買い言葉とはよく言ったもので、千恵の見え透すいた挑ちよう発はつにあっさりと乗ってしまい、水着を着ざるを得ない状況に追い込まれてしまっていた。

「……あたしってば、どうしてこう……」

　自分の悪あく癖へきにうんざりして、雪子はのろのろとティーシャツを捲まくり上げ、重い吐と息いきと共に脱ぎ捨てた。備え付けのかごにスカートと下着も入っていく様さまに、どんどん気持ちが重くなる。

「白銀さーん、まだっすかー？」

「……まだですよ」

　カーテンの外から聞こえて来たのは千恵の声で、それで雪子は彼女がもう着替え終わっているのだと知る。

　しかし、いくら人ひと気けの少ない水着売り場とはいえ、水着に着替えて堂々と出てくるとは予想外だった。度ど胸きようがあるというか人ひと目めや場所を気にしていないというか、さすがは演劇部員という感じだ。

「っても、あれは特殊よねー……」

　その認識は全ての演劇部員に失礼だろうと思い直し、

「お待たせしました」

「おおー、やっぱ部長は見み栄ばえがいいっすねー。白が似に合あうっすよー」

「ありがとう千恵ちゃん。遊矢くんはどう思います？」

「やっぱりボリュームが違うよねー」

「もー、水みな瀬せくん、それは水着の感想じゃないっすよ」

　わいわいとはしゃぐ声に雪子は、やっぱり演劇部員は全員ああなのだと再度思い直す。

　そしてまどかの魅み力りよくと胸が溢あふれんばかりの水着姿に目を奪われている遊矢の姿を思い、水着を握る手にリンゴを潰つぶせるくらいの力が入る。

「……………………、さっさと済ませよう」

　鏡に映った、上半身裸はだかで力んでいる自分の姿に虚むなしさを感じ、雪ゆき子こはのろのろと水着を着始める。

　しかし、なかなか上手うまくいかない。

　肩かた紐ひものないタイプの水着は初めてなので、要よう領りようが摑つかめないのだ。

　背中で紐を結ばないといけないのだが、それが難しい。蝶ちよう々ちよう結びにしたいのだが、一度結んでから上手く輪っかを作ってそれを対ついの紐で一周させて……という行こう程ていの途中で何度も失敗してしまう。手て間ま取どっていると水着がずれてやり直し、というのも厄やつ介かいだった。

　前で結んでから後ろにずらす、という方法もあるのだろうが、それは何かに負けたような気がするので嫌だった。

　そもそも。後ろで結ぶことが難しい一番の理由は、前側に布の落下を食い止めるだけの高さというか大きさというか、とにかく足りないのだ。

　──ようやく紐を結び終わり、手早く下も穿はき替えて、雪子はため息とも深しん呼吸ともつかない吐と息いきをする。

　自然と高鳴る鼓こ動どうを感じつつ、カーテンに手をかけてスライドさせると、すぐ前に居た三人が一いつ斉せいに雪子を見た。



　まどかは雪ゆき子こと同じセパレートタイプの水着を着けていたが、圧あつ巻かんなほどに別物として出来上がっていた。白の上下にカラフルなパレオを着けているのだが、目が行くのはやはり胸。収まり切らずに下や横からはみ出ている光景は、見ているこっちが恥ずかしくなるほどだ。

　そして千ち恵えはワンピースタイプの黒い水着を着ていた。気になる乳ち房ぶさはふっくらと緩い丘を形作っていて──悔くやしいが、確かに負けていた。

　だが、悔しいと思う余よ裕ゆうもすぐに失せた。

　正面から、遊ゆう矢やの視線が突き刺さっている。気のせいだとは分かっていても、見られた部分が熱を帯び、赤くなっているんじゃないかと錯さつ覚かくしてしまう。

　鼓こ動どうは一段と速まり、羞しゆう恥ち心しんに後ろを向いてしまいたくなる──が、それはまずい。興こう奮ふん状態で手に取ったので気づかなかったのだが、背面はやや際きわどいＴバックになっている。

　さっさとカーテンを閉めてしまいたいが、品ひん評ぴようを聞く前に閉めれば、負けだ。誰が決めたわけではないが、雪子の中でその行為は敗北だ。

　片手を頰ほおに当てた、どこかうっとりとした表情のまどかは、

「雪子ちゃんも素す敵てきですよ。本当、足が長くて綺き麗れいね」

　千恵は腕を組んで、水着姿すがただというのにやや足を開いて仁に王おう立ちし、

「はー、ウエスト細いっすねー。予想以上に似に合あってるっすよ」

　二人は互いの意見に頷うなずき合い、褒ほめちぎってくれた。

　そして遊矢は──

　いつもは微笑ほほえみを湛たたえている顔を寂しげに曇らせて、呟つぶやいた。

「あー…………やっぱり、まっ平たいらだね……」

　はぁ……、とため息までついてくれた幼おさな馴な染じみに、雪子はこめかみの辺りが引きつる感覚を覚えた。




　記き憶おくを振り返ってみると、水着姿すがたで蹴けりを見み舞まうのは初めてのことだった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　デパートでまどかたちと出会い、別れた後も調査は続けた。少しの間、遊矢は暑さが原因ではなくふらついていたが、雪子は徹てつ底てい的に無視をした。

　そして、時刻は十一時を回った。

　今日も陽ひ射ざしは絶ぜつ好こう調ちよくで、予想最さい高こう気温は既に突破している。正午が近くになるにつれて気温はさらに上がり、その上太陽が南に位置するため影が極きよく端たんに短くなり、頼れる日陰も存在が薄くなっている。

　汗で濡ぬれたティーシャツはオレンジの水玉柄がらのため下着が透すける心配は少ないが、とにかくベタついて気持ち悪い。スカートはデニム地のミニのためマシと思いきや、ショートスパッツが汗で張り付いてしまっている。

　何かがあった時に走れないのは危険な為ため、靴下プラスジョギングシューズの組み合わせ。靴の中が蒸むれているので不快感はかなり高い。おまけに日につ射しや病びよう対策で被かぶった野球帽ぼうの中も蒸れていて、被かぶり直す度たびにポニーテールが引っかかり、と苛いら々いらは増すばかり。

　ダメージから回復した遊ゆう矢やも、今度は暑さにやられ始めて足取りが重くなっていた。

　リストに載っていた内、雪ゆき子こたちが調べる予定は二十数件だが、まだ六件しかクリアしていない。

　これは雪子にとっても誤ご算さんだった。事故現場はそれほど広い範はん囲いで散らばっていないと甘くみていたら、道路や店の前という場所ならともかく、雑ざつ居きよビルの四階にある古ふる着ぎ屋やどこぞの工事現場の中など、建物の中でも距離があったり行きにくい場所だったりとややこしい。

　それでも頑がん張ばって聞き込みや細さい工くがされた痕こん跡せきがないか調べ、近くに幽ゆう霊れいが飛んでいないかと傍はた目めには暑さにやられたのかと思われるような行動も取ったのだ。

　六件しか調査が終わらなかったことも、途中で暴れたことも仕方ないだろう。

　なので雪子たちは、少し早いが休きゆう憩けいすることにした。

　昼ひる頃ごろに待ち合わせる予定だった市立図書館は、昨日と同様にクーラーが効いた快かい適てき空間だった。服を替えることは出来ないまでもトイレ内の洗面所で顔を洗い、冷水機から水分摂せつ取しゆ、室内なので野球帽はデイバッグの中に仕し舞まう。

　そして冷房が効いたフロアへ戻ると、

「うっわ、気持ちいい～」

　お喋しやべり禁止の館内ということも忘れ、吹き抜けるような爽そう快かい感に思わず声に出してしまう。

　しばし文明の機器の素晴らしさを体で感じた後、雪子は洗面所に入る前に別れた遊矢の姿を探す。が、探すまでも無くすぐに見つかった。

　イスの一つに座っていて、何かの本を読んでいた。待ち合わせの時間までここで過ごすと決めていたのだが、こんな時だけは行動が早いと少し感心する。

　携帯を持っていないセーレウスに連絡は取れない。なので自分も時間潰つぶしに館内をうろつこうと気分良く歩きだした雪子は、とりあえず案内板を見ようと出入り口まで戻る。

　外の灼しやく熱ねつ地じ獄ごくが噓うそのように涼しい図書館は、普ふ段だん雪子が寄り付く場所ではない。アウェーと言ってもそれほど間違っていない場所で、読もうと思う本は漫画くらいだ。

　両サイドにずらりと並んだ棚と蔵ぞう書しよは、人によっては宝の山なのだろう。図書委員で読書家の美み樹きならば適当にその辺りの棚から小説を取るのだろうと思い、雪子は何となく右側の通路を見て、

「ぁ……」

　そこには昨日も見かけた車くるま椅い子すの少女がいた。

　斜め後ろから見ているので顔は見えない。が、栗くり色いろのふわりと柔らかそうな髪は間違いなく昨日の少女と同一のものだと雪ゆき子こは確信する。

　良く見ればそこは昨日彼女と出会った通路で、持ち上げられた彼女の手にはハードカバーの小説がある。それは雪子が取ったものと同じ装そう丁ていだった。

　一日であの本を読んで返へん却きやくしに来たのだろうと推測し、雪子は自然と車くるま椅い子すの少女へ向けて足を進ませていた。昨日と同じく、大きなお世話かもしれない手伝いをするために。




　──しかし少女の手から本が浮き上がるのを見て、雪子の足は止まった。




　本は間違いなく宙に浮いていた。少女が背伸びしてようやく届くという高さにある棚へ入るべく、ふわふわとではなくしっかりと浮いている。

　目の前で起きている超ちよう常じよう現象に、雪子は息を吞んで状況を見守っていた。

　車椅子の少女は超ちよう能力者なのだろうかと思いながら、なんらかの手品で本が浮いている可能性も踏まえて本の周囲も凝ぎよう視しし──

「……………………ぇ？」

　少女の横に白い靄もやのようなものが見えて、雪子は目を擦こすって再さい度ど見直す。

　すると靄だと思っていたものが人の形をしていることに気づき、そしてその人ひと影かげが本を摑つかんでいることにも気がついた。

　しかし靄は人の形をしてはいるものの、体の向こうが透すけて見える。つまり、人間ではない。

　なら、靄の正体は──

　雪子がおぼろげながら自分なりの回答を導き出したその時、視線を感じたのか車椅子の少女が振り向いた。

　少女は人が居たことに気づいていなかったようで、雪子を見た瞬間、しまったというように唇を嚙かみ締めた。それとほぼ同時に、白い靄は溶けるようにして消えた。

　そして車椅子の少女は、挑いどむような目で雪子を睨にらむ。微かすかに焦りも感じさせる、臨りん戦せん態勢といった雰ふん囲い気きで。

　そんな目で見られても雪子は戦う気などなく、なんだか気まずい空気に頰ほおを指で搔かきつつ、ストレートに言うことにした。

「……今の、もしかして幽ゆう霊れい？」

　その言葉に、少女は雪子に気づいた時以上に驚いたようで、目を大きく見開いて手で口を覆おおい、呟つぶやいた。

「あなた……佳か苗なえのこと、見えるの？」













三章　　心霊現象







　風かざ見み野のの市立図書館はそれなりの大きさと設備を揃そろえているため、館内に談だん話わスペースというものがある。とはいっても防音が行き届いた部屋ではなく、貸し出しカウンターの横にパーテーションを置いて、その奥にある教室程ほどのスペースは歓かん談だん可能、というだけ。

　しかし子供連れで訪れる母親などは絵本を読んであげるために利用し、財さい布ふの中身が乏しい学生が涼みがてらに利用しと、評判はいい。

　その談話スペースに、雪ゆき子こと車くるま椅い子すの少女は居た。

　人ひと気けの少ない端はしの方で会議などに使われる縦たて長ながの机に向かい合って座り、友好的とは少し違う雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　雪子の座っている木製の椅子より少し高い車椅子に座っているため、少女の方がやや目め線せんが高い。誤ご差さを差し引けば、実際は雪子よりも少し小こ柄がらだろう。

　昨日や先さき程ほどとは違い、少女の目には過か剰じようなまでの警けい戒かいと敵意は消えている。しかし気を許していない証しよう拠こに、僅わずかに表情が硬い。

　ここは多少余よ裕ゆうがある自分が気を利かす場面だろうな、と雪子にしては珍しい気配りで、先制することにした。

「あたしは、白しろ銀がね雪子。風見野高校の一年よ」

　見合いとは違うのだから趣味を話しても仕方ないのでとりあえずそれだけ言うと、少女は目立たない動作で深しん呼吸をして、

「律りつ乃の。久く世ぜ律乃、一つ年上よ。一応わたしも風見野の生徒で、それから──」

　律乃は右を向き、何もない空間を見た。するとそこに浮き出るようにして白い人ひと影かげが現れる。

「この子は佳か苗なえ。見ての通り、幽ゆう霊れい」

　紹介されて人影は遠えん慮りよがちなお辞じ儀ぎをした。

　佳苗と呼ばれた人影は、よく見れば中学生くらいの少女の面おも影かげをしていた。ベリーショートの髪に、臆おく病びような小動物のような瞳ひとみ。花はな柄がらのワンピースを着ているが、白く透すけているため何色の服だったのかは分からない。

　今やハッキリとした輪りん郭かくで見える白く透とう明めいな少女は、間違いなく人間ではなかった。

「幽霊ね……初めて見たわ」

　天使や悪あく魔まというより非常識な存在と接触したことはあるものの、ポピュラーな怪かい奇き現象といえる幽霊は見たことがなかった雪子は、まじまじと佳苗を見つめた。

　その視線から隠かくれるように、佳苗は律乃の背後に回る。

　普通は幽ゆう霊れいを見た人間が怯おびえるもんじゃないかと思う雪ゆき子こだったが、しかし佳か苗なえのような『透すけているだけ』の少女ならば怖がる人は少ないのかな、と思い直す。

　律りつ乃のは自分を盾たてにする幽霊少女に優しい目で「大丈夫」と微笑ほほえみかけ、それから雪子へと向き直る。

「わたしも、佳苗が見える人に会うのは初めて」

「ってことは、今も他の人には見えていないのね？」

「そう。佳苗の姿にも声にも、わたし以外の人は気づかない。だから、ぇっと……」

「あ、雪子でいいわ」

「──雪子さんが佳苗を見えることが不ふ思し議ぎよ」

　不思議、と言われて、雪子は何も応えることが出来なかった。

　雪子自じ身しんも不思議に思っているのだ。今まで幽霊を見たことのなかった自分が、佳苗の姿を見ることが出来る理由が分からない。セーレウスの隣となりで寝たから急に霊れい力りよくが上がったとか隠かくれていた才能が暑さで目覚めたとか、そんな突とつ発ぱつ的なパワーアップでも起きたのだろうかと考えて、そんなわけないかと自己否ひ定てい。

　なら、何が原因なんだろうかと再度考えようとして──

「あ、でも」

　もっと根本的な疑問があることに気がついた。

「久く世ぜさんはどうして佳苗ちゃんを見ることが出来るの？　霊れい感かん少女ってヤツ？」

　ドラマか漫画のキャラ設定のような言い方に、律乃は雪子に対しても少しだけ表情を和やわらげた。ほんの僅わずかな変化だが、それだけでやや幼い感じの可愛かわいらしさが滲にじみ出る。

「そんなファンシーな存在じゃないよ。この子は特別だから」

「ってことは、他の幽霊は見えないわけね」

「そうよ。この子と会うまでそれらしい物が見えたことはないし、会った後もない。だから、佳苗は特別」

　その特別な佳苗は背中に隠れたまま、雪子のことを恐る恐るといった感じで見ていた。

　猛もう獣じゆう扱いだな、と思った雪子だが、格かく闘とう系の部に属する男子や遊ゆう矢やを狙う不良を蹴け散ちらし『荒あら雪ゆき姫ひめ』と不ふ名めい誉よなあだ名を付けられて以来、見知らぬ同校の生徒から似たような目で見られることには慣れているので、不快には感じなかった。

　二人の視線を受けて、雪子は少し考える。特別なのは佳苗という幽霊の方か、それとも二人の間にある何かなのか。しかしそうだとしたら、どうして自分にも見えるのか。

　疑問は出るものの、しっくりくる答えは導き出せない。この場に遊矢がいれば、と思うも急に引き合わせるのも不自然だ。

　仕方ないので、雪子は少しでも情報を増やすことにした。

「ね、良かったら佳苗ちゃんを初めて見た時のこととか教えてくれる？」

　少し性せい急きゆうかな、と言った後で思うも、自分の駆け引きの下手へたさはよくわかっているので高たか望のぞみをしても仕方がない。

　気になる律りつ乃のの反応は、

「ん……別にいいけど」

　少し考える素そ振ぶりは見せたが、それほど嫌いやそうではなかった。昨日の態度からコミュニケーションを取るのは少し難しいだろうと予測していた雪ゆき子こにとってはやや意い外がいな反応で、態度が軟化したことも含めて何故なぜだろうと考える。

　そのうちに律乃は話を始めた。

「二年くらい前に、交差点を歩いていたら事故にあったの。トラックに轢ひかれて──運転手は車のせいにしていたけど、居眠り運転でもしていたのね。その事故で、わたしは両足の膝ひざが壊れて、意識を失った。気がついたら病院よ、何が何だか分からなかった。自分の足が動かなくなるなんて思いもしなかったしね」

　自じ嘲ちようするような語り方は、まだ自分の中で消しよう化か出来ていないように聞こえた。しかし、陰のある声はそこまでだった。

　一いつ転てんして顔を綻ほころばすと、律乃は嬉うれしそうに言った。

「暗い病室で自分の運のなさに絶望していたらね、人ひと影かげが見えたの。暗くら闇やみの中に浮かび上がる、白い影。初めの内はぼんやりとしか見えなかったけど、日が経たつにつれて今みたいに鮮せん明めいに見えるようになった。それから声も聞こえるようになって、話が出来るようになった。佳か苗なえもわたしと同じ交通事故で死んでしまったって、自分が見える人間は初めてだって。すぐに仲良くなったわ。

　車くるま椅い子すで生活するようになってからは色々と不便なこともあるけど、佳苗が助けてくれるから困ったことなんて殆ほとんどない。佳苗がいるから誰かに助けてもらう必要はないの」

「……昨日のアレはそういうことだったのね」

「そうよ。あの時だって、わたしが無理なら佳苗が本を取ってくれた。雪子さんの手を借りる必要なんてどこにもなかった」

　そう言って、律乃は後ろにいる幽ゆう霊れいの少女に「ね、佳苗？」と優しく微笑ほほえむ。

　それで雪子にも彼女が過去の話をしてくれた理由が分かった。律乃の表情は自慢の家族を紹介するそれと変わりない。つまり、今まで誰にも認められることのなかった佳苗の存在について話をすることが楽しいのだ。

　両足の自由を失い、それと引き換えるように出来た希き薄はくな友人が好きなのだろうと簡単に推測できる。

　雪子は机の上に置いてあったナップザックの紐ひもを弄いじりながら、嬉しそうな律乃とぎこちない笑みを浮かべる佳苗を見て、何かが間違っていると思った。

　理由は自分でも分からない。しかしそれでも、この関係は正しくないと感じた。

「……久く世ぜさんの足は、その……」

　聞いてもいいのかという迷いが出た問いに、律りつ乃のの顔から微笑ほほえみが消える。

　代わりに、陰を感じる笑みを口元に浮かべた。

「治らないわ。医者はもう快かい復ふくしているって言うけど、実際には動かないもの。なら、これはもう治らないってことよ」

　乾いた声で、他人ひと事ごとか不用品のように自分の足の事を話すと、律乃は目つきをキツイものにした。

「同情しようと思っているのなら止めて。そんなもの、わたしにはいらない」

「……同情されるの、イヤなんだ？」

「当たり前よ。同情なんて、持たざる者への哀あわれみだわ。上の立場にいる余よ裕ゆうがさせることよ。こんな足になって友達は同情してくれたけど、わたしをカワイソウなコって決め付けて、優位に立ちたいだけじゃない。対等な関係でない証しよう拠こを突きつけられて、それでありがとうって言えばいいの？　そんなの、道どう化けを通り越してただの馬鹿よ」

　彼女の言葉に、雪ゆき子こは納なつ得とくした。

　つまり、過か剰じようなまでの警けい戒かいと敵意は、『自分を踏み台にしようとしている者への侮ぶ蔑じよく』が原因なのだと理解して。

　雪子は胸の内でため息をついた。

　分かったはいいが、それに対してどう出ればいいのか分からない。ああも拒きよ絶ぜつ反応を示す律乃を諭さとすようなことを言えば逆げき燐りんに触れるだけで終わるだろう。かといって彼女の考えが正しいとは思わない。

　──そもそも。どうして自分は彼女をどうにかしたいと思っているのか。

　なんとなく気づいてはいたが、それは果たして正しい考えなのか、雪子には分からなかった。

　ひとまず、その問題は置いておくことにした。一時は緩んでいた雰ふん囲い気きもまた張り詰めた険けん悪あくなものになりつつある。

　話題転てん換かんと情報収しゆう集しゆうを兼ねて、雪子は事件の話をすることにした。

「ね、久世さん。最近この辺りでポルターガイストが起こるって噂うわさ、知ってる？」

「ポルターガイスト……」

　呟つぶやくと、律乃はそれまで以上に厳きびしい表情に変わった。

　あれ？　と雪子が不ふ思し議ぎに思った次の瞬間、律乃は机に手を叩たたきつけていた。

「それ、佳か苗なえがやったって言いたいわけ?!」

「へ？　あたしは別に、そんなこ──」

　そこで雪子は自分の失しつ言げんに気がついた。

　ポルターガイストは幽ゆう霊れいが引き起こすものだと、すっかりそれを失しつ念ねんしていた自分がとんでもない発言をしたことに、地じ雷らいを踏んだ後でようやく理解する。

「いや、違っ！　そうじゃなくて、ただそういう噂うわさがあるってことをね──っ?!」

　必死に取り繕つくろおうと言い分を探す雪ゆき子こだがそう簡単に見つかるわけもなく、おまけにナップザックの中で携帯が鳴り始めた。

　図書館の中でマナーモードにし忘れていたことと、最悪なタイミングで鳴り出したことに物もの凄すごい気まずさを感じながら、放っておくわけにもいかずに慌あわてて電話を取って、律りつ乃のに背を向けた。

「もしもしっ、今いま図書館の中で取り込んでて──」

『えっ、図書館って商店街の側そばのとこっ?!』

　受話口から聞こえて来た独特のテンションの高い声に、すぐに誰からの電話か気づく。

「アキ、今ちょっとタイミングが……」

『グッドタイミングだよっ！　今ねっ、駅前の郵便局の所にいるんだけど、ついさっきポルターガイストの現場に出くわしたのっ！』

「え……!?」

　内容に驚きながら、雪子は振り返って律乃を見る。

　相変わらず怒りと疑ぎ心しんで眉まゆを吊つり上げていたが、雪子の表情に何かを感じ取ったのか、やや戸と惑まどっているようでもあった。

　数秒に満たない思し考こうの後、雪子は電話の向こうにいるアキへ、

「──分かった、すぐ行くから」

　それだけ言って電話を切った。

　携帯を投げ入れるようにしてナップザックへ仕し舞まい、右肩に通して背負って、それからもう一いち度ど律乃へと振り向いた。

「今、郵便局の方でポルターガイストがあったっていうから、行って来る」

「え……」

「疑っていたわけじゃないけど、ヤな思いさせちゃってごめんね。佳か苗なえちゃんも、ごめん。

　──それじゃ、久く世ぜさんも気をつけてねっ」

　言いたいことを捲まくし立て、雪子は早足でパーテーションで区切られた出口へと向かう。背後に律乃と、談話スペースにいた数人の視線を感じたが、振り返らない。

　早足を維持して館内を歩き、遊ゆう矢やの元へと急ぐ。

　幸運なことに、遊矢は同じ場所にいてくれた。視線を本に落としていた幼おさな馴な染じみは、接近する雪子の足音に気がついたのか、不意に顔を上げる。

　そして雪子の方を向いた時、既に雪子は遊矢の肩を摑つかみ、椅い子すの背もたれから落ちそうになるくらい強ごう引いんに引っ張り、

「アキから連絡が入ったから、あたしは現場に向かうわ。遊矢はここでセーレが来るのを待ってて。いいわね？」

　引き寄せた耳に早口で捲まくし立てると、遊ゆう矢やはぼんやりとした顔で頷うなずいた。

　状況が摑つかめていないのだろうが、詳しく説明している暇ひまはない。

　雪ゆき子こは素早く肩を放し、また早足になり、外を目指す。背後から遊矢の声が掛かるかも、と思っていたが、場所を考こう慮りよしたのか信用されているのか、何も言われなかった。

　焦る気持ちを抑えて歩いていたが、それも館内を出るまでだ。

　雪子は出入り口の自動ドアを抜けた所で小走りになり、防音上二に重じゆうになっているためもう一つのドアを押し開けて、一気に加速して郵便局目め指ざして駆ける。

　図書館と隣となりの市民会館の間にある道路を駅前方ほう面めんへと走り、昼休みと重なっているためか来る時よりも多い人通りを縫ぬうように、猫を思わせる体からだ全体をバネにしたような瞬しゆん発ぱつ力で障害物を回かい避ひして、約四十秒。

　あっという間に着いた駅前ロータリーの向かいにある郵便局は、軽い人ひと込ごみとなっていた。

　集まっている野や次じ馬うまの間を通り抜け、現場と思おぼしき正面口を目指す。先頭に出ると、そこには予想通り、武む藤とうアキが手帳を片手に現場検けん証しようのようなことをしていた。

　アキはすぐに雪子が来たことに気づき、振り向いて手を振る。しかし、雪子はその場から動かなかった。

　郵便局の、強化ガラスで出来た側面にかけられていた大きな看板。『風かざ見み野の郵便局特とく製せい暑しよ中ちゆう見み舞まいハガキ販売中』と書かれたそれが、タイルを破壊して倒れていた。

　看板は微び妙みようにひしゃげ、砕けたタイルは落下の威い力りよくを物語っている。屋上から太いロープでしっかりと結ばれていたはずだが、頼みの綱つなは刃は物もので切られたような縮れの少ない綺き麗れいな断面をしていた。

　この光景に、雪子は改めて事件の危険性を知った。昨日の植木鉢ばちも、下手へたをすれば死んでいたかもしれない一いち撃げきだった。しかし目の前にある看板の落下に巻き込まれていれば、下手をしなくても死んでいる。大おお怪け我がで済めばむしろ幸運だろう。

　そしてリストにあった現場で聞き込んだ事故の内容で、ここまで酷ひどい物は無かった。

　それはつまり、確実に悪化の一いつ途とを辿たどっていることを示している。

　一通りの調査を終えたのか近寄ってきたアキに、雪子は冷めた声で聞いた。

「──アキ、怪我人は？」

「怪我した人はいないよっ。近くを散歩していた人の犬が凄すごい声で吠ほえたらしくて、それに驚いて立ち止まったおばさんの目の前に落ちたんだって。腰を抜かしちゃったみたいで、今は中で休んでいるって」

　良かった、とひとまず胸を撫なで下ろす。一応、血の跡がないことは見て分かっていたのだが、骨が折れるのに血が出る必要はないため、もしかしたらという可能性も残っていた。

　それが払ふつ拭しよくされ、安心して次の質問へ進む。

「目もく撃げき者は？　何人かいたんじゃないの？」

「今から詳しく聞き込んでみるけど、有ゆう力りよく情報が一つあるよっ。あたしは看板が落ちた音を聞いて郵便局の中から出てきたんだけどね、さっき話した犬いぬ連づれの人、犬の吠ほえていた方が気になってそっちを見たら──いたらしいの」

「──幽ゆう霊れい？」

「そうっ！　長い髪の幽霊を見たって！」

「長い…………髪」

　脳のう裏りを過よぎる幽霊少女の髪かみ型がたは、ショート。

　別の幽霊がいることが再さい確かく認にん出来て、雪ゆき子こは深く息を吐いた。

　これで律りつ乃のが悲しむようなことにはならずに済みそうだという安あん堵どと、犯人はどこの誰で何が目的かはまるで判明していないという現実への疲労感。

　幽霊を探しそれをどうにかするという先行きの不ふ明めい瞭りような今後に、後ご手てに回るしかないという不安に…………車くるま椅い子すの少女。

「っんとに…………まだ宿題が半分以上残のこっているってのに、目め白じろ押おしなんだから」

　さっさと聞き込みに行ってしまったアキの背中を見送りながら雪子はぼやいた。

　遅れて感じ始めた太陽の陽ひ射ざしが肌はだをちりつかせ、何もかも忘れて水浴びでもしたくなる。

　ふと、バイト代で新しい水着を買って海かプールに行こうと計画していたことを思い出し、もらった給料で足代と飲食代も払えるだろうとか、現実逃とう避ひ気味に考える。

　しかしそれを邪じや魔まするかのように、ナップザックの中で再び携帯の着信音が鳴り響ひびいた。

　ごそごそと、恐らく遊ゆう矢やからだろうと思いながら取り出すと、画面にはやはり『水みな瀬せ遊矢』と表ひよう示じされている。

　雪子は液えき晶しよう画面を見ながら一息ついて──それで気分を切り替えた。

　先決なのは犠ぎ牲せい者が出る前に事件を解決すること。そして、遊矢の体を戻すこと。

　休みはまだ半なかばだが、気の長いことを言っていられる状況ではない。

　自分の出来ることから一つずつやっていこうと決意を新たに、雪子は携帯の通話ボタンを押して、耳に当てた。

「もしもし？　今、郵便局の前にいるんだけど──」




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「でわでわっ、これより作戦会議を始めますっ」

　駅前から歩いて一分という好こう位置にあるファーストフード店で始まった会議に、雪子は渋い表情でテーブル中央に置かれた一枚の紙を見ていた。

　風かざ見み野の駅を中心とした地図が印刷されたコピー用紙で、いくつも丸が描かれたその紙の上部余よ白はくにはペン字で『事故現場早はや分わかりマップ』とある。

　テーブル席を陣じん取どった三人は、アキ手製の資料を囲んで額ひたいを寄せ合って考える。

「しかし、数があるわねー」

　雪ゆき子こが疲れたように言うと、隣となりに座っている遊ゆう矢やは小さく頷うなずいた。

「虱しらみ潰つぶしに調査して行ってもあんまり意味なさそうだしねー」

「全部調べ終わった頃には新しい事故が起きちゃってるしねっ」

　二人の向かいでメロン味のカキ氷をしゃくしゃくとスプーンで突きながら、アキは楽しそうに自作の資料を眺ながめている。

　雪子はオレンジジュースを片手に、どうしたもんかと考える。

「二ふた手てに分かれて怪しい所を中心に見回り……しか、ないわよね。でも……」

　どこを怪しいポイントとするか。それが問題だった。

　この場にセーレがいればな、と雪子は思うが、それは仕方ないので諦あきらめた。

　午前中は彼女に手伝ってもらったが、アキと合流して作戦会議を行うと決まった段階で、申し訳ないがセーレウスには離れてもらうことにした。

　理由はもちろん、アキ。ピラニアのように獲え物ものの肉を食らい尽くすまで彼女の取材は終わらない。この場に西洋人形に似た美しさと愛らしさを併あわせ持つセーレウスがいればそちらの取材に切り替わり、もしかしたら天使であることまで聞き出してスクープしてしまうかもしれないと、雪子は不安に思ったのだ。

　なので、現在セーレウスは近くのパン屋で調達した昼食を手に、少しの間あいだ一人で街を見回ることになった。雪子たちとの接触は避けて動くと言っていたので、なにか特殊な方法でサーチをするのだろうと想像がつく。遊矢の携帯を預けたので、こちらから連絡をすればすぐに合流出来るとも言っていた。

　別れることになった為ため、天使からの貴き重ちような意見は聞けなくなってしまった。色々と聞きたいことが出来ていたが、それ以上に今はどこをどう見回るかの意見が聞きたかった。

　雪子はオレンジジュースをストローで飲みつつ、目を細くしてマップを見る。

　印がついた場所は、ざっと四十。その内、数十分前の一件を含めて六箇所で幽ゆう霊れいが目もく撃げきされている。

　ストローを咥くわえたまま腕を組み、地図と睨にらめっこ状態になる。

「むぅ……どこもかしこも怪しいわ」

「相手は神しん出しゆつ鬼き没ぼつの幽霊だもんねっ」

　軽い感じで同意するアキの言う通り、何せ相手は幽霊。移動手段も距離の壁も人間の物差しでは計れず、事故が起きた場所に偏かたよりもない。

　唯ゆい一いつの救いは学校や雪子たちのアパートのある駅の東口側がわ商店街を中心とした半径五百メートル以内でのみ起きている、ということなのだが、

「商店街って込み入ってるからねー。見通しもそんなに良くないし、市役所通りは背の高い建物が多いし、大変だよねー」

　ちっとも大変そうに聞こえない明るい声に、渋い顔で雪ゆき子こも頷うなずく。

　午前中の調査で難なん儀ぎだったのは、正まさにその点だ。線路と並行する形の駅前大通り、商店街、市役所通りの三つの道を、縦に斜めにいくつもの道が走っている。機能的で見み栄ばえもいいのだが、全景が一いち望ぼう出来る丁ちよう度どいい高さの建物はなく、商店街と市役所通りは真っ直ぐではなく緩い弧こを描いているため見通しは良いとはいえない。

　見回りをするに当たって、それなりに広い範はん囲いを回らなければいけないのに見通しが悪いというのはかなりのマイナスになる。範囲の右上じよう端たんである集合住宅地から左下か端たんの総合病院まで、直線距離で約千メートル。最短移い動どう距離では約千二百メートルと、かなりの距離になる。

　この広範囲を歩き回るのに近距離以外の視し覚かく情報が入らないというのは、相当辛つらい。どこかで事故が起きたとして、その現場がどの辺りか摑つかむことも犯人を見つけることも難しくなる。

　なので、数すう箇所にポイントを絞しぼって巡じゆん回かいをしなければ、事件を解決するどころか悲ひ惨さんな現場を辿たどり続けるだけになってしまう可能性も高い。

　この会議である程度の巡回ルートを決めることになっているのだが、どうにも難しいというのが三人の一致した意見だった。

　飲み終えたオレンジジュースを端はしに寄せ、雪子は頭を搔かいてマップに描かれた印しるしを見る。

　ぱらぱらと固まることない程度に散らばっている丸印。どこかに共通項がないかと探すも、ランダムで場所を選んでいるとしか思えないほど規則性が無い。

　唯ゆい一いつ共通していることは、事故が起きたのは全て人がいる場所というそれだけだ。

　お手上げムードが漂う中、雪子まだ見ぬ犯行者である幽ゆう霊れいに対し歯がゆい想いを抱いて、ふてくされるように呟つぶやいた。

「ったく……だいたい、相手が幽霊っていうのが反則なのよ。浮くわ見えないわ妙みような力を使うわで、本っ気で性質たち悪いわ。おまけにどこにでも湧わくようなヤツ相手にどう対抗しろっていうんだか。正直──」

「あ……なるほどね～」

　やってられないと続けようとしていた雪子は、遊ゆう矢やの声にぼやきを押し留めた。

「何がなるほどなの？」

「うん。雪ちゃんの言葉で気づいたんだけどね～」

　遊矢は返事をしながらごそごそと膝ひざ上うえに置いた手て提さげのバッグを漁あさり、中から筆ひつ記き用具一いつ式しきを取り出した。その中から赤、青、黄色のマーカーを出し、事故のリストを片手にマップに書き込みを始めた。

　何をしているのだろうと雪子は眉まゆをひそめ、向かいではアキも興味津しん々しんといった具合で見つめている。

　二分ほどで作業は終わり、遊矢はマーカーと筆記用具を片付けながら、

「ほら、こうすると分かりやすいよ」

　目でマップを見るように促うながした。

　興味はもちろんあったので、雪ゆき子こは身を乗り出してテーブル中央の資料（改）を覗のぞき込む。

「あ…………！」

「あああっ、なるほどねっ！」

　雪子とアキはほぼ同時に声をあげた。

　作業前はただ黒く丸がつけられただけの駅前マップは、丸の中が三色に塗られていた。赤、青、黄色の印は、何かの模も様ようのように綺き麗れいに塗られていた。

　赤い印が六つ。黄色の印しるしが十三。青が二十以上。

　マップは赤い印を黄色の印が囲み、さらに青が周辺に配置されるという、夏の夜空に浮かぶ打ち上げ花火を連想させる彩いろどりとなっていた。

　花火の数は、二つ。市役所と郵便局の間を中心とするものが一つ、集合住宅地に程ほど近いマンションを中心とするものが一つ。

　それらが意味することを雪子もすぐに理解した。

「中心が二つあって、そこから離れるほど事故の規模が小さくなっているのね……！」

「うん。中心点が二つあったから気づけなかったんだねー」

　赤が比較的大だい規模な事故。黄色が中ちゆう規模。青が小しよう規模と、こうして見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんな結果となっている。

　そしてもう一つ、雪子は気づいていた。

　赤い印は事故の規模が大きいというだけではない。この現場では、幽ゆう霊れいの目もく撃げきがされている。

　それはつまり、赤い印の周辺を見回れば、犯人である幽霊が見つかるかもしれないということだ。

　雪子は自分が興こう奮ふんしていることを自覚しながら、功労者である遊ゆう矢やの背中を強く叩たたいた。

「凄すごいじゃない、これで見回りのポイントが絞しぼれたわ！」

「あはは、雪ちゃんが幽霊はどこでも湧わくって言ったからだよー」

「あっ、どこでもって割に被ひ害がい規模には偏かたよりがあることに気づいたんだねっ？」

「そうだよー。だから半分は雪ちゃんのおかげかな」

　言って朗らかに微笑ほほえむ遊矢の顔をまともに見ることが出来ず、雪子はパッと視線をアキに移した。

「っし、それじゃあ午後は二ふた手てに分かれて両地点を中心に見回りね！　メンバーは──」

　勢いで発表しかけ、ある事に気づく。

　セーレウスに確認したい話があったので彼女と見回りをするつもりだった雪子は、そうなると遊矢がアキと組むことになると気がついた。

　二人が組むことには問題はない。しかし、この二人の組み合わせの場合、何か危険なことが起きた際に対たい処しよが出来るかどうかの心配がある。遊矢はもちろん、アキは元気に走り回って体力はあるものの、やはり女の子だ。相手がただの不良でも勝てないだろう。

　となると、遊ゆう矢やはセーレウスと、自分がアキと組むという振り分けが一番安全なのだが……

　仕方ないか、と雪ゆき子こは質問機き会かいを保留することにした。調査の後、今夜でも構わないのだ。出来るだけ早いほうが良いが、そのせいで二人を危険に晒さらすなど問題外だ。

　割り切りのいい雪子は未み練れんなく自分の中で決定したメンバー分けを伝えようとして、

「おぉ？　マイスィートハニーじゃんか。こんな所で会うなんて、運命だな？」

　聞き慣れた声と共に、見慣れた姿が視し界かいに入る。

　いつの間に来たのか、アキの向こうには井い沢ざわ玲れいが立っていた。珍しいことに女の子を連れておらず、一人だった。

　その時、雪子が閃ひらめいたのは、シンプルすぎる解決法だった。

「……………………そうか、バカ沢ざわがいたわね」

　呟つぶやきの意味が分かるはずもない玲は、分かりやすく『はぁ？』という顔で雪子を見返した。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　遊矢、アキと三人で市役所を中心に見回りをしろと命令したところ、玲は即時に引き受けた。遊矢と見回りすることを喜んでいたようだが、助かったので雪子は素直に礼を言った。

　それから携帯電話でセーレウスに連絡を取り、合流地点を決めた後で自分の携帯を遊矢に渡した。見回り終了まで携帯を交換することに双方共ともに異い論ろんはなく、ただし雪子が携帯を遊矢に渡したのはメールを全て削さく除じよした後だった。

　午後も一時半を回り、そろそろ暑さもピークが近くなるという時間帯。雪子は野球帽ぼうを被かぶり、待ち合わせ場所の駅えき東口交こう番ばん前でセーレウスと合流し、住宅と商店が混在する北方面へと向かい始めた。

　小さく可愛かわいい外国人という外見のセーレウスが夏場に紫むらさきのドレス姿という格かつ好こうをしているため、この上なく目立つ──と雪子は思っていたのだが。

　何故なぜか道行く人や商店に立つ店員の視線はセーレウスには向けられず、雪子自身への視線がたまに感じられるだけだった。

　初めのうちはあまりに存在感のあるセーレウスのことを気にしつつも直ちよく視し出来ないんだろうな、と自分を納なつ得とくさせていた雪子だったが、その考えは間違いだとすぐに気がついた。

　というか、気がつかされる事件が起きた。

「ねっ、キミ！　そこの帽ぼう子し被ったキレイなキミだよ！」

　横よこ手てから飛んできた声に、雪子は足を止めないまま視線だけ向ける。そこには半なかば予想通り、いかにも軽そうな二人組の男がいた。

　彼等は雪子の歩調に合わせて横並びに歩きながら、足を止めさせたいらしく進路に少し体を被かぶせて話し掛けてきた。

「な、今日すっげぇ暑くねぇ？　こんな日に外歩いてたら倒れるっての、間違いなく。そうなる前にオレらとどっか入んねぇ？」

「タカやん、それすっげーいいアイデアだよ！　偶然にも、ほらっ！　ここに駅前のカラオケ屋の割引券が」

「ってオマエそれ準備良すぎだべ。まあとにかく、カラオケいこーぜカラオケ。誘ったオレらが奢おごっちゃうからよぉ」

　慣れているらしく矢や継つぎ早に会話を繫つなげる二人。

　しかし雪ゆき子こは返事もしなければそれ以上見み向むきもせず、進路を塞ふさぐ男をうざったい思いで回かい避ひする。

　二人には分からないだろうが、これが雪子なりの最後通つう告こくだった。自分は興味ないという意思表ひよう明めいで、ナンパしても無む駄だだと伝えたつもりだった。

　だが、基本的にナンパとキャッチセールスはしつこい。彼等もそれに違たがわず、抜ばつ群ぐんのコンビネーションで同時に雪子の前に回り込むと、仕方なく足を止めた彼女に再度トライを始めた。

「そんなさぁ、冷たい態度しなくてもいいじゃんかよ。一人で寂しそうだから声掛けてんだからよぉ」

　だるそうな着崩したファッションの男の言葉に、ぴくん、と雪子の眉まゆが動いた。

　その反応を脈ありと思ったのか、二人は素早く目配せし、

「夏！　なんだからさ、冒険しちゃおうよ。俺たち、これでも女の子たちから結けつ構こう評判いいんだよ？　隣となり町のクラブではちょっとした顔でさー」

「そうだぜ。一晩中一いつ緒しよにいても飽きさせないって有名だし」

「うっわお前が言うとなんかえろいことするみたいじゃん!?　でも俺は紳しん士しだよ、紳士！」

「ばぁか、テクに自信あるからこそ言えるんだよ。こっちの街だと井い沢ざわ玲れいとかいうのがちぃと有名みたいだけどよ、オレは負けない自信あんぜ？」

「なに自慢してんだかこの馬鹿はよー」

　あくまで軽いノリで昼からするには相応ふさわしくない内容も混ぜつつ捲まくし立てる二人。

　雪子はやれやれとため息をつき、それから笑って見せた。

　にっこりとではなく、にやりと。

「あんたら、バカ沢ざわ以上に不快だから──」

　笑みが攻撃的に深まり、目はありありと怒りに染まる。

　予想外の反応だったようで、男二人は口を半はん開びらきにして何かを言おうとし、

「もうこの街に来たくなくなる思い出をあげるわっ！」

　声と共に飛んできた右ハイキックを顔面に食らい、一人が後ろへ吹き飛んだ。

　そして相あい方かたに何が起きたか分からないといった啞あ然ぜんとした顔の男は、顎あごを突き上げるような下からの蹴けりがもろに入り、白しろ目めを剝むいてゆっくりと倒れる。

　制せい裁さいを加えた雪ゆき子こは多た少しよう気が晴れたようで、スッキリとした面おも持もちで歩みを再開する。通行人は何人もいたが、誰も雪子を咎とがめるようなことを言ってこなかった。

　振り返っても倒れている軟なん派ぱな二人が見えなくなった頃、

「セーレ、質問なんだけど」

「はい、なんです？」

　それまでずっと雪子の隣となりにいたセーレウスは、当たり前だがちゃんと返事をした。

　だが雪子はそれを当たり前だと思うことが出来ずに訊たずねる。

「もしかして、他の人にはあなたのこと見えてないの？」

　先さき程ほどの二人の口ぶり。まるで雪子一人しか見えていないかのような反応に、それまで注目を浴びなかった理由を垣かい間ま見みた気がしての質問に、セーレウスは短く返す。

「はいです。普通の人には今のわたしは知ち覚かく出来ないです」

　驚くよりもやっぱりか、という納なつ得とくが先行し、雪子は前を向いて小こ声ごえで喋しやべることにした。でないと傍はた目めから電波な女に見られてしまう。

　もう二年半はこの街に住むので指を差されたり陰でひそひそと噂うわさされたりすることを避ける努力をし、ちらりとだけセーレウスの横顔を見て、なるべく口を動かさないように話す。

「どういう仕組みなわけ？」

「えとですね、現在、わたしの姿と声を知ち覚かく出来る人は何らかの魔法影えい響きよう下かにある人だけなのですよ。他の人にはわたしの存在は知覚出来ないです、気づけないです」

　簡かん潔けつに説明するセーレウスだが、質問者である雪子は渋い表情で、

「……なんかよくわかんないわ」

　自分の手には負えないとギブアップを宣言。

　あまりに酷ひどい理解力のなさに呆あきれられているんじゃないかと、雪子は音もなく隣を歩くセーレウスの様よう子すを窺うかがう。

　小こ柄がらな天使は微笑ほほえみを浮かべ、にこにこと雪子を見ていた。それにほっとして、同時に彼女を抱き締めたい衝しよう動どうに駆られ、雪子は慌あわてて前を向く。

　風景は少しずつ商店が消え住宅マンションが目立ち始めていた。夏休みの暑さ真っ盛りという時間帯の為ためか、近くを歩く人はいなくなっている。

　これなら少し込み入った話をしても誰かに聞かれることはなさそうだと確認すると、雪子は小さく咳せき払ばらいをした。

「ね、セーレ。少し聞きたいんだけど」

「えと、なんです？」

「今日、生まれて初めて幽ゆう霊れいを見たんだけど、突然見みえるようになった理由って分かる？」

　図書館で見た、律りつ乃のの陰に隠かくれていた少女の幽ゆう霊れい。その姿を思い浮かべながらの質問に、セーレウスは数秒の間を開けて、

「えとですね、考えられる可能性は二つあります」

　二に択たくなら分かりやすいな、と思いながら雪ゆき子こはセーレウスの視線に気づいて、頷うなずいた。

「一つはですね、わたしと同じように魔法の影えい響きようを受けた人物にしか見えない、それか強い霊れい力りよく保持者にしか見えない場合です」

「ふむふむ……もう一つは？」

「その幽霊が普通の人にも知覚されるほどの物ぶつ質しつ影響力を持つ存在、という場合です」

「物質、影響力……？」

　また難しそうな名前が出てきたと警けい戒かいする雪子を他所よそに、セーレウスは楽しげに周囲の街並みを眺ながめながら説明を続ける。

「雪子さんは、幽霊がどんな存在か理解していますか？」

「へ？　その、死んだ人が未み練れんを残して……」

「間違ってはないです。幽霊はですね、肉体から剝はく離りした魂たましいが現世に留まった場合の総そう称しようなのです。亡くなった際に魂にかなりの余よ力りよくがある場合、天てん界かいや魔ま界かい──二つ合わせて霊れい界かいって認識されているわたしたちの世界に運ばれずに、現世を彷徨さまよう魂が出てくるのですよ。それでですねー、幽霊は大きく分けて二つに分類されます」

「また二種類なんだ」

「はいです。一つは浮ふ幽霊と呼ばれるタイプですね。依より所を持たない幽霊です。高こう貴きな魂が自然に幽霊になった場合の殆ほとんどは浮幽霊になります。でもですね、これはすぐに消えちゃうのですよ」

「それは……どうして？」

　雪子が知っている浮幽霊というのは無害なただの幽霊で、なんとなく長生きというか、だらだらと存在しそうなイメージがある。何かの漫画で出てきた浮幽霊のキャラクターが強く心に残っているせいだと自分でも分かるが、それでもすぐに消える理由は思いつかない。

　それに対するセーレウスの答えはシンプルなものだった。

「幽霊には体がないです。その状態で物質が支配する現世に留まるには、かなりのエネルギーが必要となります。えと、人間なら十年分のエネルギーを浮幽霊は一日で消費する計算になりますね」

「うっわ、ずいぶんと燃ねん費ぴが悪いのねー……でも、そうなると──」

　律りつ乃のの話によると、佳か苗なえは少なくとも二年前から現在まで存在している。つまり彼女は浮幽霊ではなく、浮幽霊でない幽霊には燃費を良くする裏うら技わざでも使えるということなのだろうか。

　自分なりに考えながら、雪子は続きを促うながした。

「浮幽霊じゃない場合は？」

「依より所、依り代しろがある幽ゆう霊れいです。地じ縛ばく霊れいとか守しゆ護ご霊れいとか、憑つき物付きと呼ばれる物とかがそうです。何かに憑ひよう依いすることでその土地や物から霊れい力りよくを吸きゆう収しゆう出来るですよ。あとですね、依り所がある場合は存在を希き薄はく化かさせて消しよう耗もうを抑えることが出来るです。そうしなくても依り所がある幽霊は現世との繫つながりが強いです、浮ふ幽霊よりもずっと少ない消耗で済むです」

「……なるほどね。やっぱり一度憑いた所からは動けないの？」

「はいです。よっぽどの好条件が揃そろわないと、その場を離れることも依り所を変えることも出来ないです」

　ふんふんと頷うなずき、自分の中の知識と照らし合わせた上で、佳か苗なえは守護霊のような存在なのだと結論付けた。

　自分でも理解出来る内容だったことに安あん堵どした雪ゆき子こは、意気揚よう々ようと歩調を速め、電柱二つ分の距離を通過して、

「…………あれ？」

　肝かん心じんの、物質なんとかについての説明をまだ受けていないことに気がついた。

　振り返ると、てくてくと少し後ろを歩くセーレウスは、表情は変わらないまま雪子のことをじっと見ていた。

　その目はつまり、先走って自己完かん結けつした雪子が気づくのを待っていたのだろう。

　気まずさと恥ずかしさで、雪子は半はん笑わらいで頰ほおを搔かいた。

「えぇっと………………続き、お願い」

　その言葉に、セーレウスは翡ひ翠すい色の瞳ひとみを輝かせた。

「はいです！　あの、今いま説明した通りですね、浮幽霊はいるだけで激しく消耗しちゃいます。雪子さんたちが追っている事件みたいにポルターガイストを起こしたら、小石を飛ばすだけで消えちゃうくらいの力が必要なのです。だからですね、ポルターガイストは憑依霊が引き起こす現象なのですよ。

　あとですね、幽霊は物質影えい響きよう力が……えと…………強い力を持つほど、強い力を使おうとするほど、現世との繫がりが強くなります。姿がハッキリ見えるようになるですよ」

「…………つまり、あたしが見た幽霊はそれだけ強い力を持っていた、ってこと？　でもそれだと他の人に見えていなかったのはなんで？」

「えと、ですね……雪子さんは悪あく魔まと会って、現世以い外がいの存在をもう経験しています。しかも雪子さんの体は魔ま法ほう影響を受けていますから、他の人には見えない濃のう度どの幽霊でも、雪子さんや遊ゆう矢やさんには見える可能性が高いですよ」

「う～～～～～ん……」

　歩みを遅め、腕を組み、眉み間けんに皺しわを寄せ、雪子は考える。

　つまり、佳苗は『普通の人には見えないけど特殊な人には見える程度の力を持った幽霊』ということになる。本を動かすことが出来る彼女の物質影響力では、普通の人には見えないということに。

　なら、郵便局や他ほか五箇か所しよで目もく撃げきされた幽ゆう霊れいは、佳か苗なえよりも強い力を持った幽霊──そういうことになる。

　しかし、その幽霊は移動している。あちこちで騒ぎを起こしている。

　それはつまり、少なくとも地じ縛ばく霊れいではないということだ。物か人か、移動する何かに憑ついている幽霊ということに。

「ってことは、あんまり移動しない何かに憑いている……？」

　そこまで考えて、雪ゆき子こは思し考こうの壁にぶち当たった。

　あまり移動しないと仮定して。赤印の、規模が大きな場所二に箇所にしか主に行かないとして。そこから波は紋もん状じように外へ行くほど小さい規模の事故を起こせるのは、何故なぜなのだろうか？

　憑ひよう依いしているものから離れられないのなら、その現場に幽霊が憑いた人か物がいないとおかしい。規模が小さくなる必要性も無い。

　しかし、現実に事故の規模には偏かたよりがあるのだ。

「…………何か、まだあるってことか……」

　自分たちの知らない何か。

　それはなんだろうと考えていた雪子は、

「あの、雪子さん」

　セーレウスの呼ぶ声に思し考こうを中ちゆう断だんさせる。

「どうしたの？」

　振り向いた先には、セーレウスがそわそわした感じで目を輝かせていた。それがなんだか外がい見けん通りに子供らしく雪子が微笑ほほえましく思っていると、その小さな口を控ひかえめに動かした。

「えと、今いま更さら言うのもどうかと思うのですが……」

「もう、何でもいいからとりあえず言っちゃってよ」

　遠えん慮りよがちな態度をいじらしく感じ、笑顔で促うながした雪子は──

「あのですね、雪子さんは遊ゆう矢やさんのことが好きなのに、わたしと組んで良かったですか？」

　笑顔を貼はりつかせたまま、素早くセーレウスの肩に両手を置いて固定した。

　がっしりと上から押さえられて動けなくなった彼女は、驚きと疑問で目を白しろ黒くろさせる。

　小さな天使は自分の発言がどれだけ雪子の心を激しく揺さぶるものだったかに気づいていなかったようで、痛みを与えない程度に力強く肩を握られて動どう揺ようしていた。

　しかし、動揺なら雪子も負けないくらいしまくっている。

　視線を左右前後に隈くまなく走らせ、近くに知人や学生らしき若者がいないことを確認すると、雪子はにっこりと、ぎこちなく強こわ張ばった笑みをセーレウスへと向けた。

「──ねぇ、セーレ。どうして、そういう事を、言うの？」

「あ、うぅ、えと、雪子さんが言ってもいいって……」

「そうじゃなくて、ね？　どうしてあたしが──」

　雪ゆき子こはそこで一度言葉を止め、再度周しゆう囲いに知人がいないかを確認し、声をギリギリまで潜ひそめて言った。

「どうしてあたしが遊ゆう矢やのことを好きだなんて言ったわけ？」

「あの、わ、わたし、いちおう『感かん識しき者』ですからっ」

　おどおどと、怯おびえにも似た反応を示すセーレウスに、雪子は笑顔とは裏うら腹はらに微み塵じんも笑っていない目で彼女を見み据すえ、

「そのカンシキシャって何なの」

「あの、えと、声を聞いたり姿を見たり、あと体に触れたりすると、その人の感情とか本ほん性しようとかが分かるです……」

「つまり、それであたしの感情を読み取ったっていうの？」

「はいですぅ……」

　消え入りそうな声を絞しぼり出すと、セーレウスは今にも泣きそうな瞳ひとみで雪子を見上げる。

　その目に罪ざい悪あく感かんを覚えた雪子は、肩に置いた手は離さぬままそっと力を抜いた。

　しかし真剣そのものの目は変わらず、じっと彼女を見つめ、内心では恐る恐る、訊たずねた。

「……その事、遊矢には言ってないわよね？」

「はいです、言ってないです……」

　すっかり弱々しくなったその回答に、雪子は心の底から安あん堵どした。

　他の誰に気づかれても恥ずかしいだけだが、肝かん心じんの当人にだけは気づかれたくなかった。

　その望みは何とか叶かなった。ギリギリかもしれないがセーフならそれでいい。

　雪子はようやくセーレウスの肩から手を離し、膝ひざを曲げて目の高さを合わせて真っ直ぐに彼女の翡ひ翠すい色の瞳を見る。

「それじゃ、これからも言わないで。遊矢にだけじゃなくて、他の誰にも」

　特に含みを持たせた言い方ではなかったが、それでもセーレウスはこくこくと何度も頷うなずく。

　よっぽど怖かったのだろうと思い、雪子は大人おとな気げなかった自分の行動を反省する。

　とりあえず最悪の事態は免まぬがれたので、余よ裕ゆうを取り戻して「脅おどしたみたいでごめんね」と言うと、セーレウスは上うわ目め遣づかいで雪子の顔を覗のぞき込んでくる。

「あの……えと……なにやらでしゃばったことを言ってしまい、ごめんなさいです……」

「あ、いやっ、いいのよ別に！　他の人には言わないって約束してくれたし、そもそも何でも言ってって言い出したのはあたしの方なんだから、ねっ？」

　まだ潤うるんでいる瞳に見つめられるとどうにも罪悪感が襲おそってきて、雪子は少し慌あわてふためきながら気まずい沈ちん黙もくを埋めようと喋しやべる。

「それにしても人の感情が分かるなんて一種の超ちよう能力よね。さっすが天使、って感じだわ！」

「うぅ…………そ、そうですかぁ……？」

「本当だってば！　見た目は子供でも内面から気き品ひんが滲にじみ出ているし、六百年の上うわ積づみは伊達だてじゃないのねー。やっぱり天使っていうだけあって……」

　不ふ得え手てなりに誉ほめまくってセーレウスの気分を盛り立てようとしていた雪子だったが──

　ふと、自分の言葉に引っかかりを感じ、鼓こ舞ぶの途中で口元に手をやって考える。

　忘れていたわけではないが、セーレウスは天使だ。まだ良く理解出来ないが、凄すごい能力があるらしく、心だか感情だかが読み取れて、おかげで厄やつ介かいな事を知られてしまった。

　……しかし、逆に考えると。知られてしまった以上、隠かくすこともない。

　なら、ちょっと相談に乗ってもらうのもいいかもしれない。

　遊ゆう矢やのことを妙みように再さい意識し始めたのはここ一ヶ月のことで、自分でも持て余している内容だ。帰き省せい中の親友、高たか嶺みね美み樹きは何やら勘かん付づいているようなのだが、ずっと否定的な言葉でバッサリと切り捨てて来たので、今いま更さらのように相談する気にはなれなかった。色いろ恋こい沙ざ汰たの話があまり得意ではないせいもある。

　だが、セーレウスは天使だ。年としの功こうというヤツもかなりある。

　ようやく落ち着いてきたらしく顔色も瞳ひとみの色も元通りになった小さな天使を見下ろしながら、雪ゆき子こは少しの躊ちゆう躇ちよの後、こう切り出した。

「……ね、ちょっと頼みたいことというか、お願いしたいことがあるんだけど」

「うぅ？　なんです？」

　くりっとした愛らしい目で見上げてくるセーレウスに若じやつ干かんの気まずさも感じながらも、雪子は計画を中ちゆう断だんしなかった。

「ほら、さ。セーレって天使じゃない？」

「はいです、天使ですよ」

「じゃあさ、将来の事を占うらなったり出来ない？　もしくは相あい性しよう診しん断だん、とか……」

　先さき程ほどの話と照らし合わせれば何が言いたいのかモロ分かりな言い方だったが、雪子にはこれが精せい一いつ杯ぱいだった。

　そしてもちろんセーレウスからは『出来るです』という反応が返ってくるとばかり思っていたのだが、

「天使は占いなんて出来ないですよ？」

　あっさりと、無理と返ってきた。

　予想外の展開に、雪子は次に言う予定だった『それなら……』以降のセリフを吞み込み、口をパクパクとさせる。

「え、でも……あれ？　だって……」

「未来予よ測そくは出来るです。でもです、それは魔法で集めた情報を過去の事じ例れいと統とう計けい学に照らし合わせるだけなので、人間が行う予測とあまり変わらないです」

「え……っと、それじゃ、未み来らい視しとか出来ないわけ？」

「出来ないです。未来は基本的に不ふ確定です。『油に火をつければ燃える』くらいの確定現げん象しようならともかく、来年の今いま頃ごろ何が起きているかなんて、魔法を使っても分からないですよ」

「そうなんだ…………じゃ、相あい性しよう診しん断だんは？」

　諦あきらめ切れずに聞いてみるが、セーレウスは首を縦にも横にも振らず、

「やったことないです。相性を調べるなんてまどろっこしいことをしなくても、魔法を使って感情を操そう作さしちゃったり相手の好みを変換しちゃったりする方が早いですし」

「…………そういや、そうね……」

　落らく胆たんを隠かくさずに呟つぶやいた。感情操作などという裏うら技わざを通り越してインチキとしか思えないことを頼む気にはなれない。もっと際きわどい、『これは白です』と押し切れるくらい灰色な手段ならば取ることも検討するのだが──

　そう考えて、雪ゆき子こはあることに気が付いた。

　相性がどうこうなど聞かなくとも、遊ゆう矢やの好みならある程てい度ど知っている。

　なら、その好みに自分が近づくような内容の頼み事は出来ないだろうか？

　自分の出来る範はん囲いでのことならば自力でどうにかする。だがしかし、どうにも出来ないことというのは確かに存在する。

　そう、例えば────午前中にデパートの調査中に見ることになった、西さい苑えんまどかの肢し体たい。全体的には瘦やせているのに出るべき所がハッキリクッキリと出ていた彼女のような、同性も羨うらやむあの豊かな胸を手に入れることが出来れば──

　いや、そこまでの高たか望のぞみをしなくとも、せめて人並みに、自分でもたまに『わざわざブラを着けるまでもないわよね……』と悲ひ嘆たんに暮れて呟つぶやくような状態から脱出することが出来れば──

　沸ふつ々ふつと、指先が震えるほどに精神が高こう揚ようしているのが自分でも分かり、雪子は頰ほおに手を当ててみた。薄い頰肉が緩んで、口元は確かに笑みを形作っていた。しかも、意識しても元に戻らない。

　降って湧わいたというか考えもしなかったチャンスが、今、目の前にある。

　夢にまで見た、下着が限りなく飾りに近いという情なさけない事態からの卒業が──

「あの、雪子さん？」

「えっ?!　な、何っ!?」

「あ、ごめんなさいです……その、なんだか遠い目をしてたですから……」

　おずおずとしたセーレウスの言葉で自分がどれだけ危ない様よう子すだったのかを知り、雪子は慌あわてて笑顔を取り繕つくろった。それが上手うまくいったかどうかは分からないが、冷れい水すいを浴びせられたように、一気に冷静になる。

　確かに、もう少し胸は欲しい。だが胸を大きくして、それでどうしようというのだろう？

　自分は遊矢好ごのみの体になって、誘ゆう惑わくでもする気なのだろうか？　そんなつもりは雪子にはないが、相手の好みに合わせるということは、そういう風に取られるのではないだろうか？

　しかも胸の大きさなんて色しき欲よく面めんで多大な効力を持ちそうな部分を合わせておいて『その気は無かった』なんて言っても、それが他人の言葉なら絶対に信用しない。出来るはずが無い。

　だが自分がしようとしていることは正まさにそういうことであって、しかもただの友人ではなく、互いの家で二人きりで夕食を共にするという状況が毎日のように繰り広げられているのにそんなアピールをすれば、『襲おそってください』と言っているようなものだ。

　いくらなんでもそこまで露ろ骨こつな事をするだけの度ど胸きようも心の準備も、雪ゆき子こにはなかった。

「……………………やっぱ、安易に頼ろうなんて考え方自体が間違ってるのね……」

「うぅ？　どうしたです？」

「さようならＢへの道…………」

「ゆ、雪子さん？　大丈夫ですっ?!」

「……あー、うん。平気。立ち直った、と思う……」

　力無く笑って答えると、セーレウスは心配そうに雪子のスカートの裾すそを摑つかんでいた。

　胸の中で繰り広げられた物もの凄すごい葛かつ藤とうの内、何割かはこの天使に読み取られたのだろうと推測する。ろくな葛藤じゃなかった気がするが、それがセーレウスを心配させているのだろうと考え、雪子は背せ筋すじを伸ばして、今度はちゃんとした笑顔をみせる。

　それをどう取ったのか、セーレウスは裾を握る手に僅わずかに力を込めて、

「あの、差し出がましいと思うですが……どうして遊ゆう矢やさんに好きって伝えないですか？」

「あー…………ま、色々と込み入った事情があるんだけどね」

　つい最近まで、それが恋こい心ごころだったということに気づかず、また忘れていたこと。

　遊矢の体を元に戻すまでは今の関係のままでいようと思っていたこと。

　十年以上の付き合いで、今いま更さら好きとか付き合ってとか言い出すのが気き恥はずかしいこと。

　それら全てをひっくるめて、雪子は言った。

「今はやるべきことがあるし、あたしはあんまり器き用ような方じゃないから、順に片付けていかないとダメなのよ。まずは今追っている事件を解決して、それからセーレウスの手伝いをして、リールゥを見つけて──色いろ恋こい沙ざ汰たはその後でいいわ」

　そちらに熱を入れるのは後だ、と宣言する。

　普通の男女のように好きとか嫌いとか付き合うとか別れるとか、そういう方面に発展するのは、少なくとも遊矢を元の状態に戻してからだ。

　でなくては保ほ護ご者しや卒業も、安心して日々を送ることも出来ない。

　別に強がりではなく、焦りも感じていない。

　しかし、そんな雪子の前に立つ『感かん識しき者』たる天使は、歯は痛いたを堪こらえるような面おも持もちでアスファルトの地面をじっと見つめていた。

　どうしたんだろうかと心配になってきた雪子が声をかけようとした瞬間、バッと顔を上げ、セーレウスは決意に満ちた表情で言い放った。

「分かったです！　雪子さんの恋は、このセーレが叶かなえてみせます！」

「へ……？　ちょ、なんでそんな話に!?」

　雪ゆき子こはたった今『まずは事件を片付ける』と宣言したばかりなのだが、ちゃんと聞いていなかったのか、セーレウスは淡く碧みどりに光る瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせて、

「心配ないです、わたしに任せるですよ！　こう見えてもセーレは大人おとななのです。恋愛の機き微びは心得ているつもりです！」

「いや、そういう心配してるんじゃなくて……」

　先走り気味の彼女を抑えようと雪子が口を挟むも、セーレウスは止まらない。

　硬く握った小さな右手を、頼りない感じで顔の高さまで持ち上げ、

「どんな好きであろうと、愛情には変わらないのです。要は状況とタイミングです。ですから、例えばお二人がエレベーターで二人きりになったのを見計らって、空間密みつ閉ぺいを仕掛けてエレベーターから出られなくしちゃうです！　誰も邪じや魔まは出来ないです！」

「いやちょっ、待っ──」

「そこにむらむらって興こう奮ふんしてえっちな気分になってしまう効果の魔法を掛ければ、後はもう簡単です！　既き成せい事実と回かい避ひ困難な状況設せつ定ていを持ち込めば、野や暮ぼったい関係も一気にステップアップですよっ?!」

「そんな昼ドラの不ふ倫りん劇みたいなこと出来るわけないでしょっ!!」

「でもですっ、殿との方がたは力ちから技わざに弱い生き物なのですよっ!?　心と体は別物っていうよーにです、『それはそれ、これはこれってことで』の精神で陥かん落らくされてしまうものなのです！　ですから、こうっ、雪子さんがぐぃぃっと迫れば──」

「出来ないって言ってんでしょ!!！」

　少女の姿で語られる生々しい発言に、雪子は首の辺りまで赤く染めて全力否ひ定ていする。

　どうしてセーレウスが暴走してしまったのかも知れず、なんでこんなことになったのかも分からず、雪子は混乱しながら数分に渡って『お手伝い希望』するセーレウスの申し出と見み聞ききしてきた体験談を、耳を塞ふさいで断り続けた。

　雪子がセーレウスを落ち着かせて、散さん々ざん喚わめいて集まってしまった人ひと目めからは自分の姿しか映っておらず、物もの凄すごく怪しい人物を演じてしまったことに気がついてその場から走って逃げるまでに、それから五分近い時間が必要となった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「しっかし、ポルターガイストなぁ。勘かん違ちがいか拡大解かい釈しやくなんじゃねぇの？」

　からかうような口く調ちようで、玲れいは黒いジーンズのポケットに両手を突っ込んだままけらけらと笑う。ゆっくりとだるそうな動作で、それでも長身のため平均身長よりやや低い同行者二人と同じペースで歩く彼は、見回りをやる気など殆ほとんど無いらしく周囲に注意を払わずに進む。

　そんな態度をしていても文句を言う遊ゆう矢やではなく、結果としてブーイングをするのはアキの任務となっていた。

「もうっ、井い沢ざわくんもちゃんとやってよねっ！　それにポルターガイストも幽ゆう霊れいも有力情報だもんっ、水みな瀬せくんだって賛同してくれたもんっ！」

「あー、遊矢が言うならそうなのかもな」

　あっさりと意見を翻ひるがえす玲れい。雪ゆき子こがいたのなら罵ば声せいと共に蹴けりが飛んできそうなシチュエーションだが、アキは賛同者が増えたという事実のみに着ちやく目もくしたようで、ころっと笑顔を見せた。

「病は気からで信じるものは救われて、噓うそからだって真実が出るんだもんねっ。いると思えば幽霊の一人や二人、ゼッタイに見つかるはずだよ！」

「んなこといいつつ、もう夕方だぜ？　四時間以い上じよう歩き回って成果ねぇっつーのは、今日はもう無理なんじゃねぇ？」

　汗で濡ぬれたゼブラ模も様ようのカットソーの首元に指を引っ掛け、中の湿った空気を換気しながらの玲の言葉に、

「そうだねー。今日はもう一回大おお騒さわぎになってるしねー」

　遊矢も同意する。今日は麦むぎ藁わら帽ぼう子しを被かぶっているが、着ているのは黄色のアロハシャツに白のハーフパンツにサンダルと、ますます海水浴に行くような服装になっていた。

　三人が市役所前まえを中心に歩き回り、時に休憩がてら張り込みを行ってと、早四時間が経過している。猛もう暑しよの中で過ごす四時間はかなり体力を奪い、熱ねつ中ちゆう症しようを引き起こしかねない。

　しかしアキは元気いっぱいで、玲は汗こそかいているものの余よ力りよく充分といった具合。逆に遊矢は全く汗をかいておらず、涼しげな顔でふらついていた。

　笑顔のまま視線を彷徨さまよわせた遊矢はもう限界が近いらしく、おぼつかない足取りで歩道を右へ左へと行き、近くにあった石柱に手をついた。

　玲とアキはそれに気づいて足を止め、目を回している遊矢を挟むようにして様よう子すを探る。

「おら、遊矢もヤバそうだしよ。幽霊の一匹くらい放っておこうぜ？　どっかに入って茶でも飲んで帰ろうや」

「ううーん……水瀬くんがこんな調子じゃ続けるのは厳きびしいかな」

　アキの声にはありありと残念がる心しん境きようが出ていて、それに反応したのか遊矢は顔を上げてにこりと笑う。

「たぶん、へーきだよ。ちょっとくらくらするだけだしね～」

「それは平気っていわねぇし。健けな気げに微笑ほほえむ辺りはオレのツボですっげぇいい感じだけど」

「やぁっ、ダメだよっ！　体調を崩した水瀬くんを無む理り矢や理り手て籠ごめにだなんてっ、そんなのよくないよっ！　えっちすぎるよ！　井沢くんのホモっ！」

「ホモっつーよりはバイなんだが」

　眩暈めまいがしているらしく額ひたいを押さえて俯うつむく遊矢の側そばで、街中ということも気にせず騒ぐ玲とアキ。

　どこぞのモデルのような容よう姿しで髪を灰色にした玲れいと夏休みだというのに制服姿すがたのアキはただでさえ目立つのに、二人の話は勢いのままに進展し、止める者は誰もいない。

　通りすがりのおばちゃんはいぶかしげに見つめ、サラリーマンは上着を片手に迷めい惑わくそうな表情で過ぎ、女子高生らしき二人組は玲に視線を注そそいで小こ声ごえで囁ささやきあっている。

　これが見回り最中と言われて信じるような人はいないだろう、という状況で、

「ぁあ？」

　突然、アキに『攻めと受けどっちなのっ?!』と聞かれていた玲が怪け訝げんそうに声をあげ、

「ちっ──」

　舌した打うちと共に遊ゆう矢やを脇から抱えて腕に抱き、アキの制服の襟えり首くびを摑つかんで、そのまま後ろへ跳んだ。

「ふえぇ？」

「わわわわわっ!?」

　突然のことに驚きの声を上げる二人。

　玲は二人の体重を担になっているとは思えない速度の跳ちよう躍やくで二メートルほど後方に下がり、

　──三人が居た場所に、灰色のベンチが突っ込んできた。

　木製のベンチは遊矢が手をついていた石柱に背もたれの部分からぶつかり、メギィ、という軋きしむ音を立てた直後に二つに割れる。

　ベンチだったものの残ざん骸がいが、飛んできた速度とその威い力りよくを物語っていた。

　在り得ない現象だった。ベンチが空を飛ぶ物ではないという常識はもちろん、人の手で投げられたというのならどれほど異常な怪かい力りきの持ち主なのかも測れない。

　誰もが息を吞んで言葉を失う光景に、一人だけ楽しげに口元を歪ゆがめる男がいた。

「四時間が無む駄だに終わらなかった、なぁ？」

　玲は二人を離し、ポンポンと麦むぎ藁わら帽ぼう子しの上から遊矢の頭を叩たたく。

　そうされる遊矢も弱々しく微笑ほほえんで、ふらふらと手を挙げてピースサインを作る。

　一人アキだけがパチクリと目を瞬まばたかせ、視線の先にいる者の存在を呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。

「………………ゆ……幽ゆう霊れい……」

　膝ひざ上うえ丈たけの、鮮やかな花はな模も様ようのワンピース。

　ウェーブのかかった長い髪。

　顔は前まえ髪がみで半なかばまで隠かくれ、笑っている口元だけが見える。

　背の丈は中学生ほどだろう。

　白く透すけた彼女は地面から二メートル程の高さに浮き、その場所に──市立図書館前まえの道路にいた全員の注目を集めていた。

「ポルターガイストに髪の長い幽霊……こいつが犯人で間違いなさそうだな？」

　ぐっと腕を前に伸ばして肘ひじと手首の調子を確かめる玲は状況に吞まれることなく、ドラマでも見ているような軽い口く調ちよう。

　その声にハッとしたアキは、慌あわてて手帳とペンを取り出した。ほぼ同時に、周囲に居た普通の人々は石せつ化かが解けたように大おお騒さわぎになる。



「ゆっ、幽ゆう霊れいだよっ!?　ほんとに浮いてるよっ!?　透すけてるよっ!?」

「きゃあああああああっ?!」

「そうだねー。でもどうして服も透けないのかなー？」

「にっ、逃げるぞおいっ！　もたもたすんな！」

「で、でも大根が……」

「ほっとけよ!?」

　テンパったアキと吞のん気きな感想を言う遊ゆう矢や、そして不ふ敵てきに笑っている玲れいを除いた人間は真まっ青さおな顔でその場から逃げ出した。

　だが、それが通常の反応だろう。飛んできたベンチと幽霊を結びつけるのは容易で、おまけに少女の周囲には壊れたベンチの残ざん骸がいが浮いている。それが自分へと迫る光景を想像すれば、誰だって逃げ出すだろう。

　図書館前に残ったのは、三人と幽霊の少女のみ。

「さぁてと……おい、新聞眼鏡めがね」

「それはもしかしてあたしのことですかっ?!」

　妙みような呼び方をした玲れいにアキは抗議的にグーパンチを繰り出すも、それはあっさりと避けられてしまう。

「もしかしなくてもそうだっつの。んで、眼鏡めがね」

「ああっ、さらに些さ末まつな扱いにっ?!　ひどいっ、ひどすぎ──」

「いいから、さっさと走って雪ゆき姫ひめのとこまでメロスしてこいや」

「…………へ？　どゆこと？」

　要よう領りようを得ないアキに、玲は幽ゆう霊れい少女から視線を外さないまま左手を彼女の前へ持っていく。手の中にはいつの間にか携帯電話が握られており、液えき晶しよう画面の表ひよう示じは──

「……え？　なんで圏けん外がい？　いつもはそんな……ああっ、あたしのもっ!?」

　取り出した携帯片かた手てに騒いだアキは、

「もしかして電話が通じないからあたしが一人伝でん言ごんゲームをっ?!」

「もしかしなくてもそうだから、さっさと行けや」

「むむむ、そんな言い方っ──」

　反抗しようと試みるアキだが、そこにもう一人の声が被かぶさる。

「ごめんね武む藤とうさん。でも、お願い出来るかな？」

　遊ゆう矢やが笑顔のまま済まなそうに言った、その直後、

「ったくよぉ──」

　玲が不ふ貞て腐くされた声と共に、再び遊矢とアキを抱え、今度は左に跳ぶ。

　今の今まで三人が居た場所に、ベンチだったものの片方が飛ひ来らいした。レンガ敷じきの歩道に激げき突とつしたそれはさらにいくつにもバラけて散らばった。

　着地した先で、アキは恐る恐る四し散さんした木材を見た。そして自分と同じく解放された遊矢と顔をあわせる。

　遊矢は何も言わず、ただ笑みを潜ひそめてアキを見る。

　それだけで、アキは決意したように頷うなずき、宙に浮かぶ少女に背を向けて走り出した。

　遊矢と玲はそれを見送ることなく、幽霊少女と対たい峙じする。少女もまたアキに残ったベンチを投げることなく、楽しげに浮かんでいる。

　二人残っただけで充分と言わんばかりだった。髪で隠かくれて目は見えずとも露あらわになった口元と上下するベンチがそれを示している。

　だが、少女よりも楽しそうに、井い沢ざわ玲が笑っていた。

「さぁて……ようやく愛いとしの遊矢と二人きりだ。雪姫が来る前にさっさと片付けてデートの続きを楽しむとすっか」

　相手が人間ではないというのに、普段と変わらぬ余よ裕ゆうの態度。

　その様よう子すが気に入らないのか、少女の口元から笑みが消えた。

　ゆっくりと彼女の腕が持ち上がり、伸ばした指先が玲とその背後にいる遊矢を指す。

　次の瞬間、半分になったベンチは高速で少女の指し示す方向へと飛ひ翔しようした。

　元は五人掛けの、現在でも三人は座れる大きさに似に合あわぬ速度で標ひよう的てき二人を目掛け、木製の凶きよう器きと化したベンチが飛ぶ。開いていた十メートル強の距離は瞬またたく間まに縮まる。

　それに対する玲れいは、今までとは違い避けようとしなかった。

　逆に軽く腰を落とし、左足を前にして斜はすに構え、風を切って迫るベンチを目を細くして見み据すえ──

「ふっ────！」

　吐と息いきと共に、肉眼で捉とらえることが困難な速度の右ストレートをベンチへと繰り出した。

　頑がん丈じようそうなベンチだったものと拳こぶしがぶつかり合う。

　その結果、派は手でな音と共にベンチは破は砕さいした。木き屑くずを舞わせ、さらに半分となった残ざん骸がいは二人を避けて左右へ吹き抜け、それぞれが地面を滑るように転がっていく。

　雑音が消え、静せい寂じやくが包もうとする中、パチパチと気の抜けるような音が鳴る。音源は感心したような顔の遊ゆう矢やがしていた拍手だ。

　玲はそれに応えるように振り返り、ウインクをした。

「どーよ、オレの勇ゆう姿しは？　惚ほれ惚ぼれするだろ？」

「うん。今のはかっこよかったよー」

「っし、この調子でガンガンポイント稼ぐとすっか。つーわけで──」

　前を向き直した玲の視線の先には、指差したまま力無く腕を垂らした少女の姿がある。

　避けられるならまだしも真っ向から壊されるとは思っていなかったようで、その姿は明らかな動どう揺ようを示していた。

　逆に、玲は獰どう猛もうに笑みを深める。

「潰つぶさせてもらうぜ。たかが幽ゆう霊れいの分ぶん際ざいでオレと遊矢の仲を邪じや魔ましようなんざ、許されることじゃねぇってことを教えてやんよ──てめぇの存在を消すことで、な」

　そこには自分の勝利を確信している余よ裕ゆうしかない。幽霊という非ひ現実的な存在に対して怯ひるむことなく、むしろ好機とばかりにやる気をみせている。

　遠巻きに事態を見つめる視線がいくつも集まる中、少女に変化が起こった。

　長い髪がふわりと持ち上がり、ワンピースの裾すそがはためく。露あらわになったいかにも勝かち気きそうな瞳ひとみは鋭く吊つり上がって怒りに染まり、握られた両りよう拳こぶしは小さく震えている。

　それに応じて、少女の下にある道路や歩道から石や空き缶、もう一つあったベンチなどが浮かび上がる。

　その光景を見ても尚なお、玲は余裕の笑みを崩さない。

「ハッ、数かず打うちゃ当たるってか？　いかにもガキが考えそうなことだな」

　せせら笑い、挑ちよう発はつするように構えを解いてみせる。

　玲の態度に、少女は歯を食いしばって怨おん色しよくを帯びた表情を歪ゆがめ──

『調子に乗るな』

　耳じ朶だを直接震ふるわせるような高く幼い声が、古いスピーカーを通したような音となって発せられた。

　言うまでもなく少女の声だが、肉声というには程ほど遠とおい響ひびき。そもそも声せい帯たいがないはずの幽ゆう霊れいが声を出せるということ自体がおかしい。しかし、現実に少女の声は二人へと届いている。

　この現象に、玲れいはヒュゥッと口笛を鳴らし、

「おお、喋しやべったぜこいつ。聞いたか、遊ゆう矢や？」

「ちょっと聞きづらかったけどねー」

「ま、内容はどうってことねぇし、別に聞こえなくても良かったしな」

　幽霊が言葉を話したというのに、二人の反応は薄く軽い。

　それが気に入らないらしく、少女の髪は水中へ沈む時のようにゆらゆらと上がり、完全に肩より高い位置まで浮いて止まった。

　そして実体がない幽霊の彼女から強烈な殺さつ気きが放たれるのと同時に、浮いていた石や空き缶が一いつ斉せいに玲へと向かって降り注そそぐ。

　速度だけなら先さき程ほどのベンチよりも速いそれらに対し、玲は──

「雪ゆき姫ひめの相手するのに比べりゃ、」

　前へと身体からだを倒し、

「この程度、」

　そのまま、

「余よ裕ゆうだなぁっ?!」

　少女へと突っ込んで行った。

　低い姿勢で前に出たことで少女の放った物は目標を失い、そのまま飛んでいくのみ。

　自分が立っていた場所を空き缶が通過したその時、玲は既に少女との距離を三分の一詰めていた。

　その圧倒的な瞬しゆん発ぱつ力に、少女の表情が強こわ張ばる。動揺と恐怖を貼はり付けて。

　慌あわてた風に手近な所にあった石やバケツなどを次々と飛ばす少女だが、玲の身体に触れるどころか飛ばした次の瞬間には軌き道どう上から逃げられる。

　勘かんの良さと瞬発力に任せ、回かい避ひしながら最短の距離を駆ける玲は、口元に笑みを浮かべたままだ。攻撃されることも、避けることも、これから行うだろう反撃も、それが迫って表情を占める恐怖の率が上がっている少女の顔も、全てを楽しんでいるかのように。

　次々と繰り出す少女の攻撃は、最も早はや狙いをつけているかどうかも怪しい。玲がもう数歩とかからず少女を攻撃範はん囲い内に捉とらえる頃にはでたらめな軌道を描く投石も増えていく。

　すっかり少女の顔は怯おびえと焦りで支配され、近づいても当たる気配のない攻撃を続ける。

　どこかに転がっていたのか、浮いたビール瓶びんが間ま近ぢかに迫った玲へと打ち出され、しかしそれは元もと々もと当たるコースではなく、玲れいは避ける必要も無い為ためさらに一いつ歩ぽ少女へと迫る────はずの足を、止めた。

「ちっ──」

　舌した打うちして振り返ると同時に、自分の頭部右みぎ横よこを通り過ぎたばかりのビール瓶びんを、裏うら拳けんで打ち払った。瓶はその場で割れること無く横へ飛び、ビルの壁に当たって砕け散る。

　目前に迫った少女への接近を中ちゆう断だんし、当たりもしない瓶を打ち落とす──それは無む駄だとしか言い様ようのない行為に見えた。

　だが、少女は無駄な行動に出た玲を攻撃するのではなく、自身もまた攻撃の手を止め、あるものを見ていた。

　少女の視線は、自分が飛ばしたビール瓶が辿たどっていたはずの軌き道どうをなぞるようにして、ビール瓶がぶつかっていたはずの者を捉とらえていた。

　そこにあるのは、邪じや魔まにならないよう歩道の端はしに寄っていた遊ゆう矢やの姿。

　──一瞬の差が、戦せん局きよくを引っくり返した。

「っ……」

　流石さすがの玲も、コンマ数秒という短過ぎる時間ではあったが、迷ってしまった。このまま少女を攻め何かさせる前に倒すか、遊矢を守るか。どちらを選ぶのかを。

　人間同士、あるいは近・中距離の武器しか持たない者が相手ならば問題にはならなかった。

　しかし相手はポルターガイストを引き起こす幽霊で、得え物ものはそこら中にあった。

　少女が喜き悦えつに口くちの端はを吊つり上げて、止めていた攻撃を一いつ斉せいに遊矢へと向けて再開した瞬間、玲の選択肢しは強制的に決定付けられてしまった。

　浮いていた缶や石、ベンチの残ざん骸がいなどが動き出した直後、玲は遊矢の元へと駆けていた。

　しかし、いくら速くともその速度は少女の攻撃である飛ひ来らい物よりは遅い。いくつかの攻撃は無防備に立ち尽くす遊矢へ命めい中ちゆうする──はずだった。

　遊矢の目の前にまで迫っていた大きめの石いし数個と空き缶は、当たる直前に斜め後ろから高速で飛んできた板に弾はじかれ、一つとして遊矢に当たることは無かった。

　板の正体はベンチの残骸で、少女が飛ばしたものではなく、玲が走りながら拾って投げつけたものだ。一切の無駄を省はぶいた動作で落ちていた板を拾い、遊矢へ当たる飛来物全すべてを弾き飛ばすことの出来るコースを見極めて投げる、という離れ技を成功させた玲は、少しだけ驚いた様よう子すの遊矢の隣となりへと走り込み、次の攻撃に備えて少女へと振り向いた。

　だが少女は怒りを和やわらげたのか、先さき程ほどよりも髪をゆったりと靡なびかせ、左腕を持ち上げた。それだけで動かずに浮いたままだったベンチの残骸は左手にあったビルへと突っ込んでいき、二階の窓ガラスを破壊する。

　窓からは悲鳴が漏れ、しかし少女は気にした様子もなく左手を胸元に引き寄せるような仕し種ぐさをみせた。その動きにつられるように、割れたガラスの破片やボールペンなどの事務用品が割れた窓から出てくる。

　ふわふわと、水面で漂う様ように浮いている形も大きさもバラバラな凶きよう器き。

　いつ自分たちへ向かってくるか分からない数十もの切きっ先さきを、険しい目で玲れいは睨にらんでいた。その頰ほおは浅く切れ、血が滲にじんでいる。先さき程ほど受けた攻撃の一つが掠かすめた結果だった。

　遊ゆう矢やはそんな友人の横顔を覗のぞき込み、状況に似に合あわぬ明るい笑顔で言う。

「玲、僕の事は放っておいていいよ。ちょっとくらいは怪け我がするだろうけど、たぶん死ぬ程の怪我にはならないだろうから」

　自分が足あし手でまといであることを自覚した発言に、玲はちらりと遊矢を見てまた前を向く。

「ハッ、ざけんな。目の前で愛いとしいお前の顔に傷がつくくらいなら、失しつ血けつ死し寸すん前ぜんまで切り刻まれた方がまだマシだぜ」

「でもさ、」

「つーかな、遊矢。この場に居るのがオレじゃなくて雪ゆき姫ひめなら何て言ったよ？　今と同じセリフ言ったら殴なぐられてんぜ」

　背を向けたまま語られる言葉に、遊矢は笑みを薄めて目を瞬まばたかせる。

　気配が変わったことが伝わったのか、玲は危険な前方から目を離して振り向き、自分を見上げる遊矢に笑いかけた。

　普段と変わらぬ、相手をからかうような笑顔だった。

「ま、ちぃっとばかし痛い目を見そうだが、気にすんなや。愛は無む償しようとか抜かすヤツもいるが、オレの愛は高こう利りの借金みたいなもんだぜ？　返へん済さい出来ねぇって堪かん忍にんしたお前が受け入れ態勢に入るまで、盾たてでも用よう心じん棒ぼうでもやってガンガン押し付けてやるよ」

　言って、喉のどを鳴らして玲は笑った。

「とりあえず、ヒーロー到着まではオレがナイト役だ。遊矢はのんびりヒロイン気分に浸ひたっていろや」

　ひらひらと手を振って気楽な様よう子すの同級生を、遊矢はしばしの間見みつめ──

　にっこりと、晴れやかに微笑ほほえんだ。

「──うん、それじゃ任せるね」

「おうよ、確かに任されたぜ」

　契約を結ぶ様な二人のやり取りが終わるのと同時に、少女が指し揮き者の如ごとく両腕を振るう。

　それを合図に次々と発射される凶器の群れを、井い沢ざわ玲は変わらぬ笑顔で迎えた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　遊矢たちが幽ゆう霊れいの少女と接触する数分前、雪ゆき子ことセーレウスは住宅街にある、商店と住居がくっついた形のパン屋の向かいで休きゆう憩けいしているところだった。

　数時間の見回りの間、色々な話をした二人がその時していた話題は、

「それじゃ、セーレにも久く世ぜさんに佳か苗なえちゃんが見える理由は分からないの？」

　意い外がいな答えを聞いた雪ゆき子こは、絞しぼれば水滴が落ちそうなくらい湿ったハンドタオルで首くび筋すじを拭ぬぐい、隣となりを歩く小こ柄がらな天使を見た。

　この数時間の内に、すっかり口をあまり動かさずに小こ声ごえで喋しやべるという技能は身に付いていたが、それでも驚いた時は反射的に視線を動かしてしまう。

　まあ傍はた目めからは周囲の風景を眺ながめている様ようにも見えるだろうから、雪ゆき子こは慌あわてず騒がず視線を前へ戻す。

　視し界かいの端では、セーレウスが頷うなずいて、

「事故が原因で幽ゆう霊れいが見えるようになるのは珍しくないですよ。普通の人に幽霊が見えないのは、ちょっと焦点が合っていないだけですし」

「え、霊れい感かんがあるとかないとかそういうことじゃないの？」

「あの、雪子さんは霊感ってどういうものか知ってます？」

「う…………あんまり分かってないわ」

　当たり前に言ってしまったことについてまるで理解出来ていないという間ま抜ぬけな事実に気づかされ、雪子は気き恥はずかしくなりつつ反省する。

　幽霊の件といい、分かっていたつもりであまり考えずにいたことの多さに、自分が知ったかぶりな人間だったのだと指し摘てきされているようで、気が滅め入いりそうになった。

　しかし、手に柔らかな感かん触しよくを受けて雪子が振り向くと、セーレウスが手を握り雪子のことを見つめていた。

　自分を励ましてくれているのだろうと思うと、それだけで元気が戻ってくる。

　雪子が小さく「ありがとね」と礼を言うと、セーレウスは嬉うれしそうに笑顔をみせ、にこにこしながら説明を始めた。

「あのですね、霊れい力りよくが強い人に霊感があるという考え方は違います。肉体を持たない存在を認にん識しき出来る人は、霊力は関係なくてですね、ただ焦点が普通の人とは違うのですよ」

「焦点……って、目の？」

「はいです。でも視覚だけではないです。普通は認識出来ない存在に焦点を合わせることは、聴ちよう覚かくでも起こります。大おお怪け我がとか脳に衝しよう撃げきを受けてしまって、それまで識しき別べつ出来なかった物が見えるようになることは良く起こるのですよ。

　でもでもです。久世さんがそうなら、幽ゆう体たい全般を認識出来るはずですよ。佳苗さんだけが例外ということは在り得ないです」

「それは……佳苗ちゃんが久世さんにとり憑ついているから、じゃないの？」

　原因はそれだと確信していた雪子が戸と惑まどいつつも訊きくと、セーレウスは首を横に振る。

「とり憑いても互いの間に繫つながりが出来るわけではないです。見えない人には見えない、見える人には見えます。それは変わらないですよ」

「そうなんだ……」

　自分の中の認識がどんどん組み替えられて新たな疑問が次々と湧わきあがる感覚に、雪ゆき子この思し考こう能力はフリーズしそうになる。

　だから雪子は単純に『久く世ぜさんに佳か苗なえちゃんが見える理由は不明』とだけ覚え、そこでシャットアウトした。今は見回りが優先で、思し索さくは夜に遊ゆう矢やと二人でやればいいだろうと割り切ってしまう。

　車がなんとかすれ違える程度の幅の道路には、買い物帰がえりのおばさんがちらほらと見え始めてきた。もうそんな時間なのだと思うが、なかなか沈まない夏の太陽のせいか、実感はあまり湧かない。が、手足はやはり疲れてきている様ようで、意識してみれば多た少しよう重く感じた。

　もう一時間も巡れば今日の見回りは終了だ、と雪子が休きゆう憩けいを切り上げて歩き出すと、ちょこちょことセーレウスも遅れずに付いて来る。

　その気配を感じながら、雪子は世せ間けん話ばなしのつもりで、

「でも、霊れい力りよくの強さが霊れい感かんとは関係ないって言うんなら、セーレを召しよう喚かんした女の子は幽ゆう霊れいが見えなかったの？」

　ふと思いついた疑問を口に出す。同じく召喚者である遊ゆう矢やには見えていないのだから、雪子は当然のように『はいです』と返って来ると思っていた。

　しかし、それはあっさりと裏切られた。

「違うです。ラミナさんは幽霊や精せい霊れいが見えてました」

「え、それってつまり、霊感もあったってこと？」

「えとですね、焦点って言ったですが、高い霊力を放っている人はレンズ越しに見ている感じで、霊感がなくても幽ゆう体たいが見えることが多いのですよ。ラミナさんはそうでした」

　もやもやと体に纏まとった霊力がレンズ代わりになる画えを想像し、雪子はなるほどと納なつ得とくした。

「ってことは、遊矢よりも強い霊力だったのね」

「はいです。遊矢さんの霊力だと普通の幽霊は見えないですねー。雪子さんが見た佳苗さんという幽霊なら認にん識しき出来ると思います」

「へぇ、そんなことまで分かるんだ」

　改めて隣となりを歩く少女が人間ではないということを実感する。

　そしてふと、もしかしたら、という期待だらけの可能性が雪子の中で膨ふくれ上がった。

「ね、もしかしてあたしも霊力が高かったりしない？　実は遊矢より凄すごい、とか！」

　気分は隠かくされた力に気づいていなかった漫画の主人公のノリで意気揚よう々ようと訊たずねる雪子に、セーレウスの答えは、

「あの、残念ですけど……雪子さんの霊力は無いに等しい状態なのですよ」

　雪子は足を止め、ガックリと肩を落とした。

　そんな都つ合ごうのイイ話はないだろうな、と思いながらも淡い期待を膨ふくらませていたが、まさか底辺という答えが返ってくるとは予想だにしていなかったのだ。

　小学生の時に戦隊ヒーローは実在しないと知ったのと同じくらいのショックを受けて落ち込む雪ゆき子こに、セーレウスの慌あわてた声が下から聞こえてきた。

「でもでもですねっ！　それは仕方ないですよ！」

「……何が仕方ないの？　霊れい力りよくは生まれつきだから？」

「違うです！　えと、雪子さんの体は悪あく魔まさんに魔法の治ち療りようを受けた時に、本来なら霊力になるはずの力が魔ま構こう力りき素そへ転化されるようになったのです。ですから、余よ分ぶんな霊力が存在しないだけなのですよ」

　力強い声に、雪子は目を丸くして顔を上げる。初めて聞かされた内容が、なんだかとてつもない秘密のように感じられたからだ。

　乏しい理解力をフルに使い、聞いたことも無い単語の意味を想像し、足が治ってからの自分の体にあった変化を考こう慮りよする。

　たっぷり数十秒、唸うなるようにして考え抜いた結論は、いないと知ったはずの戦隊ヒーローが自分だったというおかしな図だった。

「もしかしてあたしの体……なんか改造されちゃってるの？」

　半はん笑わらいを浮かべて、『笑うところだよ』といった具合の乾いた声で言った雪子に対し、

「はいです！」

　セーレウスは力一いつ杯ぱい頷うなずいた。

「………………………………マジなの？」

「はいです。正確にはですね、肉体が強化されている状態ですねー。治療の時に霊力を魔構力素に転化、右足を中心に全身を巡って強化するように細さい工くをしたと思うですよ。かなりいい仕事してます」

「うわぁ…………なんってことしてくれんのよあの悪魔は……」

　再さい起き不能だったはずの右足を治してくれた感謝も、異常ともいえる運動能力を授さずけてくれた結果も、『知らない間に改造されていました』というインパクトの前では紙かみ屑くず同然。

　雪子は右の握り拳こぶしを震わせて、

「まさかトカゲみたいに千ち切ぎれたら再生したり、変な光線が出るような体になっていたりはしないでしょうね……!?」

「へーきです。害はないです」

「………………それなら……」

　本当にいいのか、と自分に突っ込みを入れたくなる程ほど頭の中が混乱していた。

　雪子はため息の後で力無く歩みを再開し、とぼとぼと覇は気きなく見回りを続行する。

　自分でも普通の女子高生のつもりはなかったが、いくらなんでも『改かい造ぞう人間』というフレーズが冠かんむりに付くとは思いもせず、妙みように落ち込んでしまった。

　考えてみれば、別に悪い部分はない。怪け我がが治って運動能力も上がった。それだけの話で、実際に今まではそれだけで済ませていた。

　それが『改かい造ぞう人間』という四文字の登場で、自分がいかにおかしな人間なのかを知らされた気がして、雪ゆき子こに途と方ほうも無いダメージを与える結果となっていた。

「…………改造人間かぁ………………『荒あら雪ゆき姫ひめ』とどっちがマシかなぁ……」

　ぼやいてみるが、どっちも嫌いやだという分かりきった答えしか浮かんでこない。

　とうとうキワモノの仲間入りか……と雪子が諦あきらめモードに入りかけた時、横から慌あわてたような声が掛けられた。

「でもですっ、悪い事じゃないですよっ？」

　重たげに雪子が首を動かして隣となりを見ると、歩ほ調ちようを合わせて早歩きしていたセーレウスは懸けん命めいな感じのする表情で雪子を見ていた。

「えと、雪子さんの右足なのですがっ」

「あー……」

　自分が改造人間になってしまった原因を見下ろして、それから雪子は疲れた顔で笑みを作る。

　そんな様よう子すに、セーレウスはやや興こう奮ふん気味に言った。

「さっきも言ったですが、雪子さんの右足は魔法の影えい響きようが濃く出ています。身しん体たい能力に偏かたよりはないと思いますが、右足には魔ま構こう力りき素そが蓄積されているです」

「えっと…………それ、何かの役に立つわけ？」

　蓄積されていると言われたものが何か分からない雪子は、乳にゆう酸さんが溜まるようなイメージを思い浮かべながら質問する。

　対して、セーレウスは元気良く頷うなずいた。

「その右足で攻撃すればですね、天使や悪あく魔ま──ううん、それだけじゃないです。肉体を持たない幽ゆう霊れいや精せい霊れいも倒せるですよ！」

「噓うそっ、ほんとにっ!?」

「本当です。人には効果がないですけど、人ひと以外の存在への効果は絶ぜつ大だいです！」

　すっかり改造人間で受けたダメージを吹き飛ばして喜ぶ雪子に、セーレウスもつられるように満面の笑みを、

「ぁ────!?」

「どう……っ?!」

　笑顔になりかけていた表情が喉のどを鳴らすような小さな声と共に真剣な面おも持もちへと変わったことに、雪子は瞬しゆん時じにセーレウスの視線の先を追って振り向いた。

　視線を辿たどれば数十メートル先に交差点があり、そこをこちらに向かって小学生らしき白いティーシャツに短パン姿の小さな女の子が歩いていた。

　そして左側の道路からトラックが重たげに、しかし法ほう定てい速度を明らかに超えた速度で走っていた。

　──少女と激げき突とつするコース上を。

「だめっ──」

　悲鳴に近い声をあげて、雪ゆき子こは走り出す。

　だが、いくら雪子でも間に合うはずがない距離だった。

　少女に気づいていないのか、トラックはブレーキを踏む気配を見せず、二秒とかからず少女と交わる速度で走っている。

　一方、少女の方はトラックの発する音に気づいたらしく横を向いて──

　すぐ目の前に迫った大きな鉄の塊かたまりを、彼女は見たはずだった。

　それは雪子が二歩目を踏み出した瞬間で、

　同時に、雪子の横を光こう速そくで紫むらさき色の何かが飛んでいった瞬間でもあった。




「……………………ぇ？」

　三歩目を、雪子は踏み出さなかった。出せなかった、と言ってもおかしくない。

　二歩でトップスピード近くまで加速しているはずの体は、何故なぜかセーレウスの横で突っ立っていた。

　トラックは、排気ガスを撒まき散らしながら交差点を横切って行く。

　そして轢ひかれるはずだった少女は、雪子の少し前を歩いていた。

　愕がく然ぜんとして自分を見つめる雪子を不ふ思し議ぎそうに見て、横を通り過ぎる。当然のように、セーレウスには気がつかない。

　彼女の後ろ姿を見送った雪子は、まだ夢を見ているような気分が抜けないまま、隣となりにいるセーレウスに訊たずねた。

「セーレが、魔法を使ったの……？」

　そうとしか考えられないが確信を持てずに聞くと、セーレウスは微笑ほほえみながら頷うなずいた。

「はいです。ちょっとタイミングが微び妙みようだったですから、この周囲だけ空間封ふう鎖さをして五秒だけ時間を巻き戻したですよ。封鎖を解く前にあの子だけ移動をさせたです」

「それは…………良かった、けど」

　ほっとした表情で説明してくれたセーレウスに、雪子は釈しやく然ぜんとしない気持ちが湧わいてくる。

　あのままでは、雪子の足では間に合わなかった。トラックは確実に少女を跳ねていただろうし、速度と重量を考えれば重傷、或あるいは死んでいた可能性が高い。

　それを魔法を使って回かい避ひしたセーレウスの行動は、少女にとってもトラックの運転手にとっても、そして雪子にとっても感謝すべきことだった。

　だが────実際は、セーレウスの存在に少女は気がつかなかった。魔法によって命を救われたことにも。トラックの運転手も同様だ。

　セーレウスは普通の人には認識されない。その事実を知ってはいたが、理解出来ていなかったことに雪ゆき子こは初めて気がついた。

　彼女がどれだけの人を助けても、善ぜん行こうを重ねても、誰も誉ほめてくれる人はいない。感謝の言葉を向ける相手は天上の神か、自身の幸運だろう。

　六百年という長い間、誰からも知られずに、ただ自分が助けた相手の無事に満足げに微笑ほほえむだけの暮らし。

　それを想像し、雪子は胸が締め付けられる思いに駆られ……

　セーレウスの小さな頭を撫なでてあげた。

　頭部に受けた手の感かん触しよくに、セーレウスは顔を上げて雪子を見上げる。どうしてそうされているのか分かっていないような、きょとんとした表情。

　自分がどれだけ『良い子』なのかに彼女が気づいていないのは、こうしてくれる相手がいなかったからなのだろうと雪子は思う。

　だから今、自分だけでもちゃんと形にして、面と向かって言ってあげたかった。

「ありがとね、セーレ。あたし一人じゃあの子を助けられなかったから、すっごく感謝してるわ。助けてくれて、ありがとう」

　軽く、ふわふわな髪を弾はずませるようにポンポンと叩たたく。

　初めての感触なのか、セーレウスはくすぐったそうにもじもじと体を捻ひねりながらそれでも髪に触れる手を嫌うようなことはせず、白い頰ほおをほんのりと赤く染めた。

　妹がいたらこんな感じかな、と雪子は思う。なんだか微笑ましい気持ちになり、ちょっと暑いけど手を繫つないで見回りをしてみようかと考える。

　想像したその光景に、思わず口元が綻ほころんで、




　──何の前まえ触ぶれもなく、体の中を風が吹き抜けるような異い質しつ感かんが通り過ぎた。




「な……何よ今のっ?!」

　雪子は咄とつ嗟さにセーレウスを抱えてその場から飛び退のき、周囲に目を走らせる。

　目に見えた異い変へんは、ない。

　先さき程ほどの感覚は何かの錯さつ覚かくかと思ってしまうほど、自分自身にも変化はない。

　しかしハイそうですかと安あん堵どするほど雪子は緩い人生を送っていない。

「セーレ、今のはっ!?」

　怒ど鳴なるように叫んだ言葉に、意い外がいなほど冷静な声が返ってくる。

「結けつ界かいを張られたです。でもこれ、閉へい塞そく結界ではないです、封ふう堰えん結界です」

「言ってる意味がよく分からないわよっ!?」

「えと、内に閉じ込めるタイプの結けつ界かいではなくてですね、結界に人を寄せ付けず外部からのあらゆる干かん渉しようを無効化するものです。魔ま術じゆつ師しさんが似たような技を使いますが、この結界は魔術じゃなく魔法で形成されています。たぶん、人ひと払ばらいと隠いん蔽ぺいが目的だと思います」

　周囲を見渡すこともなく、雪ゆき子こを落ち着かせようと説明するセーレウスの声に、




「ぴんぽーん、その通りよー」




　幼さの残る声が応じるように答えた。

　雪子はすぐさま声のした頭上を見る。

　そこには一人の少女がいた。長いピンク色の髪を左右二つずつで分けて括くくり、小こ柄がらな体に似に合あわぬ露ろ出しゆつの多いボンテージファッション。

　五階建ての新築ワンルームマンションの屋上。その縁へりに、忘れることの出来ない少女が当時のままの姿で腰掛けていた。



「っ、リールゥ!?」

「いえーす。皆のアイドル的悪あく魔ま少女のリールゥちゃんよー」

　探し続けていた相手は、明るい笑顔で雪子を見下ろしていた。

　彼女の突然の登場に、雪ゆき子こがまず思ったことは『捕まえないと』という反射的なものだった。しかしさすがの雪子も垂直の壁を駆け登るような真似まねは出来ない。かといって中から上がろうにもマンションはオートロックで、ドアをぶち破らなければならない。そこまでしたところで屋上に到着した時には何らかの手段で逃げているだろう。翼つばさはなくとも相手は悪あく魔まで、現に遊ゆう矢や曰いわく、八年前雪子が入院していた四階の病室にあの悪魔は幼い遊矢を抱えて窓から入って行ったという。

　そもそも、肝かん心じんの遊矢がこの場に居ないのが致ち命めい的だった。

「っんで遊矢がいない時に、この改造犯はんはっ……！」

　悔くやしげに唸うなって十数メートルは高い位置にいるリールゥを睨にらみつける。歯がゆさできつく両手を握り込むが、どうしようもない。

　そして八年前と変わらぬ少女の姿で悪魔はぷらぷらと足を動かし、旧きゆう知ちの友人へそうするように微笑ほほえんだ。

「その遊矢くんだけどね、今、結けつ構こうなピンチよ」

「なっ……どういう意味よっ!?」

「現在遊矢くんはー、市立図書館前まえで幽ゆう霊れいちゃんの襲しゆう撃げきを受けていまーす」

「なんですって!?」

　目を見開いて、すぐに図書館がある方角を見る。当然ながら、何も変わった様よう子すはない。少し距離が離れているせいか、結けつ界かいが作用しているせいか、何の雑音もしない為ため判断のしようがない。

　だが、

「井い沢ざわってヤらしー顔した男の子が守ってあげているみたいだけど、いつまで持つかは分からないわねー。おねーさんとしては、早く行ってあげた方がいいと思うな？」

　クスクス笑いながら語られた内容は、噓うそにしては情報が確かだ。

　いや、仮に噓だとしても構わない。問題は、万まんが一いちにも本当だった場合。

　そう考えると、雪子の決断は早かった。

「──セーレ」

「はいです」

「この場は、お願い。捕まえろとか足止めしろとかそんなことは言わないから、リールゥにあたしの邪じや魔まをさせないで──やってくれる？」

「はいです！　もちろんですよ！」

「ありがと、感謝する」

　それだけ言って、踵きびすを返した。そしてそのまま市立図書館目め指ざし、走り始める。

　最後に、振り返らずに雪子は叫んだ。

「また後でね！」

　そして表情を引き締め真剣な面おも持もちになると、全ぜん速力で誰もいない路地を駆けた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　セーレウスを残して走り出した雪ゆき子こは、己おのれとの戦いに苦戦していた。

　百メートルを六秒台で走れる足とはいえ、それは短距離の話。直線距離で四百メートル強、道程みちのりでいえば六百メートル弱を短距離と同じ速度で走り通せるわけがない。

　だが雪子は出来る限りの速度を維持し、誰もいない路地を駆けていた。肺と心臓が暴れ狂うように音を立てて、強こわ張ばった筋肉と共に『限界』を訴える。酸素が足りないという脳の訴えは既に頭痛と化している。

　それでも速度は緩めない。一刻も早く、一秒でも早く、危険に晒さらされている遊ゆう矢やの元へと辿たどり着くべく、アスファルトを蹴けり、車の通りもない道路を横おう断だんし、ガードレールを飛び越え、疾しつ駆くする。

　そして市役所通りへ入るべく交差点を右に曲がり、

「!?……ぃまのっ……」

　呟つぶやきに、これ以上の酷こく使しは無理だと肺が軋きしみ、雪子は苦痛に顔を歪ゆがませた。

　しかし、今の感覚は間違いなく先さき程ほどのものと同質だと悟さとっていた。

　体の中を風が通り抜ける、結けつ界かいが展開された時の感覚。

　市役所通りに入る直前に感じたそれが錯さつ覚かくではない証しよう拠こに、レンガ敷じきの市役所通りには人が存在していた。

　どこから集まったのか、夕方の商店前並みの人口密みつ度ど。駆け抜けるには多すぎる人数に、雪子が取った行動は一つ。

「邪じや魔まだからどきなさいっっ!!」

　困こん窮きゆうしていた肺を叱しつ咤たして出した大声は、遠く離れた駅前まで届きそうなほど良く響ひびいた。

　一瞬で酸さん欠けつ状態に陥り、目の前が暗くなりかける。しかし気合と一度の呼吸で正常状態に戻し、雪子は人ひと込ごみの中へと突っ込んで行った。

　貧血になりかけた行為は無む駄だでなかったようで、誰もが走って来る雪子に気づき、慌あわてて道を譲ゆずる。のろのろと動作が遅い人はフットワークを駆く使ししてかわし、ゆったりと弧を描いている市役所通りを突き進む。

　ややあって人込みの中から抜け出し、ぽっかりと誰もいない空間に踊り出た雪子は、

「────っ！」

　およそ五十メートル前方で、多種多た様ようの飛ひ来らい物の中を、遊矢を庇かばいながら避ける井い沢ざわ玲れいの姿を目もく撃げきした。

「遊矢っ！　バカ沢ざわっ！」

　人ひと込ごみの中で全ぜん速力は無理だった為ためギリギリまでペースダウンしたのが功を奏そうし、雪ゆき子この体はまだ限界を迎えていなかった。

　振り向いた遊ゆう矢やと玲れいにそれ以上の言葉をかけず、トップスピードで二人の元へと向かう。傷一つなく無事な遊矢の顔を見て安あん堵どし、学校の不ふ良りよう相手ならば無傷の玲が顔や腕から血を流している姿に、もやもやとしたものが胸の内に湧わき起こる。

　その正体を探る前に、初めは市民会館の影に隠かくれて見えなかった白い浮ふ遊ゆう体たいが姿を現した。

　ふわふわと浮く長い髪の、白く透すけた少女。郵便局に現れた幽ゆう霊れいと合がつ致ちする容よう姿し。

　それが遊矢を危機に陥おとしいれている原因だと悟さとった瞬間、雪子は視し界かいが赤くなる錯さつ覚かくをするほど怒りに燃えた。

「あいつがっ──！」

　瞬しゆん時じに、目的を遊矢の防ぼう護ごから幽霊の撃げき滅めつへと移行する。

　数歩まで迫った遊矢たちとの距離で、玲と目が合う。

　アイコンタクトを取って理解し合うような仲ではないが、この一瞬だけは別だった。

　雪子が二人の横を通過する瞬間、声を掛けるまでもなく、玲は幽霊目め掛がけて駆け出していた。

　一いつ直線に目指すのではなく、左右の歩道に分かれて二ふた手てからの攻撃。

　それに、少女は戸と惑まどったようだった。向かってくる敵は二人。右の雪子に左の玲、そのどちらを優先して迎げい撃げきするか、判断が遅れた。

　一いつ拍ぱくを置いて少女の周りに浮いていたガラスの破片などが降り注そそぐ。その八割方がたは玲へと向かってだった。

　雪子は自分へ向かってくるボールペンやハサミといった緩い攻撃に、少女は玲を恐れているのだと知る。

　だがそれが間違いなのだと気づかせる時は、全てを終わらせる一いち撃げきを食らわせるその瞬間だと決めていた。

「雪ゆき姫ひめぇっ！」

　声に、ちらりと視線だけ動かす。数十はあろうガラスと石の混合した攻撃を大きく右に跳んで避けた玲は、

「蹴けるなら右にしとけや！　そっちの方が効くからよ！」

　各所から血を流したどこにそうする余よ裕ゆうがあるのか、明らかに状況を楽しんだ笑みで、そう怒ど鳴なる。

　身を屈かがめながら半歩左にずれる動作だけで攻撃の軌き道どうから体を逃がした雪子は、その言葉でセーレウスの説明してくれた自分の体のことを思い出す。

　そして、地上一メートルの高さに浮いた、啞あ然ぜんとして雪子を見ている少女へ向かって跳んだ。

　少女は頰ほおを引きつらせ、慌あわてて後退しながら何かをしようと腕を振るう。

　しかし、それは間に合わない。

　雪ゆき子こは既に少女を蹴けりの射しや程てい距離に収めていて、

「ぃっけぇ！」

　大きく体を前に投げ出し、右のフライングニールキックを繰り出した。

　宙に浮いている少女の頭上から踵かかとが襲おそい掛かるその攻撃に、雪子は勝利を確信し──足を振り抜いた。




　勢いのまま地面に転がりそうになった雪子は、何とか空中で体を引き起こし、無事に足からの着地を決めた。慣かん性せいに従い流れる体を数歩でいなし、振り返って攻撃の結果を確かめる。

　雪子は自分の右の踵が少女の肩に当たる瞬間を見ていた。しかし足には何の感かん触しよくもないまま左ひだり肩かた部分を通過し、今に至る。

　セーレウスの言葉通りならば、何らかの感触があると踏んでいたのだが──

「…………」

　バクバクと跳ねる心臓と吹き出る汗を無視して、雪子は目の前の光景に唾つばを飲み込む。

　少女は左肩を押さえ、体を折り曲げるように屈していた。何の感触もなく通り抜けた攻撃は、確かな効果があったようだった。

　カシャカシャガシャン、と音を立て、浮いていた様々な物が地面に落ちる。図書館前まえの路地は台風が過ぎた後の様ような惨さん状じようになり、ひとまずの平へい穏おんが訪れた。

　雪子は注意を少女から逸そらさぬまま、何度か深しん呼吸をして心しん肺ぱい機能を落ち着かせる。そうしていると、井い沢ざわ玲れいが傷だらけの体でありながら何ともなさそうに、にやにやと笑みを浮かべて近づいてきた。

「よぉ、お疲れ。ヒーローの登場シーンはなかなかに良かったぜ？」

「いつ会ってもあんたはバカね……でも、助かったわ」

「へっ、雪ゆき姫ひめに感謝されるのは筋すじ違ちがいだぜ。オレは愛いとしい未来の恋人を守っただけだからな」

「…………っんとにバカだわ」

　いくつもの切り傷を作り、特に右腕からはかなりの出血が見られるというにも関わらず普段通りの軽さに、雪子は呆あきれるしかなかった。

　ハァ、と大きく息を吐き、とことこと歩いてこちらへ向かってくる遊ゆう矢やを視し認にんし、自分が落ち着いたことを確認する。

　暗あん鬱うつな気分で少女を見れば、彼女は雪子を睨にらんでいた。それだけで呪じゆ詛そになりそうな視線を向け、怨うらみと怒りをぶつけてくる。

　その顔を見て、攻撃する一瞬に自分が見たものが間違いではなかったと雪子は確信した。

「んで、このガキどうすっか？」

　玲の軽けい妙みような声に、雪子は判断を迫られて──




「待ってぇ!!」




　──聞こえて来たその声で、全てが繫つながったような気がした。

　音源である市立図書館の出入り口へと顔を向ければ、そこには予想通りの人物がいた。

　車くるま椅い子すに乗った少女。その横で不安そうに佇たたずむ髪の短い幽ゆう霊れい──雪ゆき子この近くで喘あえぐように肩を揺らしている髪の長い幽霊と、全く同じ造ぞう作さくの顔の少女。

「奈な那な美みを苛いじめないで！」

　そう叫ぶ久く世ぜ律りつ乃のは、眉まゆを吊つり上げ、怒りを込めて雪子を見ていた。













四章　　還るべき場所







　白しろ銀がね雪ゆき子こはぼんやりと天井を見つめていた。

　見慣れた天井は今日も変わらず殺さつ風ぷう景けいで、壁かべ紙がみの古さが建物の古さを強調している。

　自室のベッドに寝ね転ころがったまま、暗あん鬱うつな気分に浸ひたる。

「──うん、そう、出来るだけ早く…………うん、それじゃ、お願いするねー」

　一緒に帰って来た遊ゆう矢やは誰かと電話をしているようだった。

　相変わらず能のう天気に間ま延のびした声を出しているが、苛いら々いらするだけの元気もない。いや、苛つく資格だってないかもしれない。

　その原因は、約やく一時間前の出来事だった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「──奈な那な美み、戻って」

　律りつ乃のの一言で、雪ゆき子こと玲れいに挟まれていた少女の霊れいは透すけていた体を薄くさせ、空気に溶ける様ように消え失せた。

　図書館から出てきたばかりと思おぼしき車くるま椅い子すに乗った久く世ぜ律乃と、その隣となりにいた佳か苗なえという名の幽ゆう霊れいが視し界かいに入った時、雪子は既に戦意を失いかけていた。

　あの時──蹴けりが迫り、恐怖に表情を引きつらせた髪の長い幽霊の顔を見た瞬間、それが昼間に図書館で見た佳苗と同じ顔だと、雪子は気づいた。その驚きが頭とう頂ちよう部ぶに落ちるはずだった蹴りの軌き道どうを変え、致ち命めい的なダメージは与えられなかったのだ。

　同じ顔をした幽霊というものを、ただの偶然で済ますほど雪子はめでたい性格をしていない。

「……知ってたのね。この子が、ポルターガイストの犯人だって」

　談話スペースで事件の話をした時の律乃の反応。あれは佳苗が疑われているから怒ったのだと雪子は思っていた。しかし、それだけではなかったのだ。

　犯人との関係を勘かん付づかれたのかと思ったからこそ、律乃は反応してしまったのだ。

　そんな雪子の推測を裏付けるかのように、律乃は険しい視線を雪子たちに向けていた。

「……そう、知っていたわ。その子が──奈な那な美みが騒そう動どうの原因だって、知っていた。でも、それがどうしたっていうの？」

「どうしたって……怪け我が人にんが出ているのよ！　今日なんて誰かが死んでいてもおかしくない事故が起きたのよ!?」

　雪子の訴えに、律乃が寄よ越こしたのは冷たい視線と同温の言葉だった。

「誰も死んでいないんでしょ？　なら、別にいいじゃない」

「っ、あんたそれ本気で言って──」

「ぅるさいわね！　本気で言っていたらどうだっていうのよ!?」

「なっ…………」

　逆ぎやく上じようのような律乃の言葉に、雪子は何も言えなくなる。

　彼女が間違っているのは確かだ。絶対に間違っている。死んでいなければ問題ではないという言葉が、正しいはずがない。

　瞬間的に怒りを覚え、その為ために言葉が出て来なくなる。助けを求めるように遊ゆう矢やへと視線を送ると、幼おさな馴な染じみの少年は相変わらずの笑みを──浮かべてはいなかった。珍しく表情を引き締め、真ま面じ目めな面おも持もちで律乃を見つめていた。

　奈那美と呼ばれた幽霊に、遊矢は二度も殺されかけた。本人は恐怖を感じず、また気楽な性格をしているのであまり気にしていないかもしれない。

　だが、それは雪子にとって見み逃のがせることではない。

　自分の視線に気づかない遊矢から、再び律乃へ視線を戻す。

　反対する気持ちはあるが上手うまく言葉にならない。まとまらないままぐるぐると頭の中を怒りと共に渦うず巻まいている。

　誰の反論もない中で、律りつ乃のは鋭い目つきで雪ゆき子こを睨にらんだ。

「そうよ、知っていたわよ！　奈な那な美みのいたずらが原因だって、雪子さんから話を聞かされる前から気づいていたわよ！　でも、それが何なの？　奈那美は誰も死なせていないし、大おお怪け我がもさせていないわ」

「なら、許されるっていうことかな？」

　言ったのは遊ゆう矢やだ。今はもう笑顔に戻り、視線に糾きゆう弾だんではなく好こう奇き心しんを乗せ、やんわりと律乃を見ている。

　一瞬だけ、律乃は怯ひるんだように肩を震わせた。雪子にはそれが、喧けん嘩かをしたことで怒られると思い意い固こ地じになっていた子供が、母親に優しく理由を訊たずねられた時の反応と同質に見えた。

　だが律乃は動どう揺ようを誤ご魔ま化かすように、遊矢を強く睨みつける。

「……そうよ、構わないでしょう？　ただの事故で、どこででも起こる不幸な出来事で済むレベルよ。奈那美だって、別に人を殺すつもりなんてないわ」

「ハッ、よく言うよなぁ、この小こ娘むすめ。や、すげぇすげぇ、感動モンだわ」

「あなた、馬鹿にしているの!?」

　いつでも挑ちよう発はつ的な玲れいだが、それを知らない律乃は顔を紅こう潮ちようさせて怒ど鳴なる。

　そして雪子が知る井い沢ざわ玲は、どんな相手だろうと自分のペースを変えることも顔色を窺うかがうこともしない、唯ゆい我が独どく尊そんで軽けい薄はくな軟なん派ぱ男だ。

　事実、玲はへらへらと笑い、

「バカにしてるっつーか、正気を疑っているんだが」

「なんて暴ぼう言げんを……！」

「だってそうだろ？　このオレの凜り々りしくも美しい顔についた傷が、裂けた右腕が見えてんのに『殺すつもりは無い』なんて不ふ思し議ぎ発言、正気じゃ言えねぇっての」

　言って、右腕を軽く掲かかげる。止し血けつも治ち療りようもされていない傷口からは今も血が滴したたり落ち、地面を濡ぬらしていた。

「ぁ…………」

　律乃の、赤くなった顔から血の気が引く。

　現実を見せ付けるという意味でならそれだけで充分だっただろう。が、玲は意い地じ悪く笑い、

「それともあれか。この程度じゃショボ過ぎて怪我に入らねぇってか？　その認識で言えば、お前も五ご体たい満足の健康優ゆう良りよう児じだな？　ちなみにオレは怪我人相あい手てでも手て加か減げん抜きだ。女おんな相手なら多少は手加減してやってもいいが、その場合はオレの体が満足するまで──」

「玲、その辺にしといた方がいいと思うよ。そろそろ雪ちゃんが怒るから」

「お、そりゃやべぇな。こんな体で雪ゆき姫ひめの相手なんかしたら、さすがのオレも今晩は一人寂さびしくハニーを思い浮かべて──」

「バカ沢ざわは黙んなさいっ！」

「ほらー、怒られた」

「遊ゆう矢やも黙るっ！」

　緊きん張ちようと無む縁えんの二人を怒ど鳴なって黙らせて、雪ゆき子こは改めて律りつ乃のと向き合う。それだけで佳か苗なえは車くるま椅い子すの陰に隠かくれてしまった。

　大声を出した為ためか、少し落ち着きを取り戻して、

「……あのバカの言う事も間違ってないわ。誰も死ななかったのは運が良かっただけよ。これからも続けば、確実に死人が出るわ。だから被害が出る前にその子を──」

「嫌よ！」

　叫んで、律乃は佳苗を守るように両腕を広げた。

「佳苗も奈な那な美みも、わたしの大切な友達よ。行き過ぎたところがあったのは、わたしが謝る。だから二人を傷つけないで」

「傷つけるなって……」

　広げた腕は細く、車椅子でそんな体勢を取ればその場から動けなくなる。そうでなくとも、例え足が悪くなくとも、このメンバーの中で彼女がなんとか出来る相手は遊矢くらいだ。

　強きよう硬こう手段に出ればあっさり片が付くだろう。佳苗はどう見ても戦いは苦にが手てそうで、奈那美は消しよう耗もうしている。玲れいも怪け我がをしているとはいえ、雪子はそれがハンデになるとは思わない。あの程度の傷で戦力が落ちる男ならば、自分の喧けん嘩か相手は務まっていないと分かっている。

　有利なのは圧倒的に自分たち。

　だが、雪子はどうにも強行する気になれなかった。

「……佳苗ちゃんが久く世ぜさんの友達なのは分かったわ。でも、奈那美ちゃんは危険よ」

「二人は一いつ心しん同どう体たいよ。どちらかが欠けたら、消えてしまうわ」

「ならしゃーねぇな。潔いさぎよく両方に消えてもらうか」

　空気を読まない玲の発言。

　それを雪子は諫いさめようとするが、

「ふざけないで！」

　律乃が爆発する方が早かった。

「佳苗も奈那美も、足が動かなくなったわたしのことを励まして、助けてくれた大切な存在なのよ！　友達なのよ！　それを、簡単に──」

「バカ沢ざわの言い方はあれだけど、このまま放置しておけないわよ。誰かが死んでからじゃ取り返しが付かないってことくらい分かるでしょ？」

「分かるわよ！　でもわたしには二人がいないと駄だ目めなのよ！」

　言って、律乃は右腕を車椅子の車しや輪りん部分に打ちつけた。その衝しよう撃げきに車椅子は僅わずかに動き、バランスを崩した律乃は落ちそうになる。

　雪子は慌あわてたが、律乃の体が車椅子から落ちることは無かった。佳苗の透すけた腕が、しっかりと律りつ乃のを支えていた。

　不安定な姿勢のまま、律乃は涙を滲にじませた目で雪ゆき子こを強く睨にらみつける。

「この足が動かなくなった時、わたしがどれだけ絶望したか、不安と恐怖で押し潰つぶされそうになったか、あなたたちに分かるの!?　友達だった皆は低い位置からだと他人にしか見えなくなって、同情ばかりされて、親しん身みになったふりをされて、どれだけ傷ついたか分かるっていうの!?

　わたしは────二人に救われたのよ。死んでしまおうと思ったけど、それを止めてくれたのは二人なのよ。足が動かなくなってからも笑えるようになれたのは、二人が居たから。だからわたしは、絶対に二人を守るわ」

「…………久く世ぜ、さん」

　気け圧おされた雪子の呟つぶやきに、律乃は敵意と決意で応えた。

「二人を消すっていうのなら、わたしも死ぬわ」

「っ……?!」

　そこまでの覚かく悟ごがあるのかと、雪子は絶ぜつ句くする。

　何の力も無いはずの少女の意思だけに、学内で恐れられている白しろ銀がね雪子が圧倒されていた。

「そんなことを言われたところで、オレは構わず潰してしまおうと思っているわけだが……さて、どうすっかなぁ？」

　軽い口く調ちようとは裏うら腹はらに冷たいものを感じさせる言葉の後、玲れいの視線が自分に向いているのを雪子は感じていた。

　自分が何と言おうと井い沢ざわ玲は決定付けた行動を変える男ではない、と雪子は思っている。しかし視線からすると、雪子の意思をそれなりに尊そん重ちようしようというのだろう。

　玲は、そして遊ゆう矢やも、律乃と個人的に知り合っていた自分の決断をまず聞こうというのだろう。

　何が正しいのかは明白だ。

　だが、図書館では冷たい印いん象しようを受けた律乃の激しい感情と、怯おびえと不安で沈み込んだ佳か苗なえの表情を、雪子は無視をすることが出来なかった。

　正義感や道徳論ろんでは判断出来ない葛かつ藤とうが、雪子の中に渦うず巻まいていた。

　しかし──雪子にも譲ゆずれないものはある。

　人々を危険な目に遭あわせた。

　その『人々』の中に遊矢が居たという事実だけは、雪子は絶対に見逃せない。

　視し界かいの中、律乃は喉のどを震わせながらも、揺ぎ無い瞳ひとみで雪子を睨んでいる。その後ろでは、佳苗が弱々しく、今にも泣き出しそうな表情で佇たたずんでいる。

　二人の様よう子すに、胸が軋きしむ。

　それを目にしても、雪子は────

「ダメだよ、雪ゆきちゃん」

　遊ゆう矢やの声が脳のう髄ずいに響ひびき、雪子は放っていた殺さつ気きと出しかけていた足を同時に止める。

　振り返ると、いつの間にか遊矢は雪子の後ろに、手を伸ばせば届く距離にいた。

　注意が律りつ乃のたちに向いていたので接近に気がつかなかったのはともかく、どうして制止するような声を掛けたのか、雪子には分からなかった。

　遊矢の表情に笑みは浮かんでいなかった。かといって険しい顔つきでもなく、平然としていて世間話でも始めそうな、殺さつ伐ばつとした緊きん張ちよう感かんの満ちたこの場には似つかわしくない優しげな表情だった。

「……なんで、」

「今はダメだよ。こんな状況で強ごう引いんに事を解決しても、誰も納なつ得とく出来ない結けつ末まつになるよ」

　なんで止めたのか、という質問を全て言わせず、遊矢は子供を諭さとすような口く調ちようで話す。

「ここは退ひこう？　じゃないと、お互いに後こう悔かいすることになるから」

「……………………」

　雪子は返事をせず、前に向き直る。

　律乃は変わらぬ瞳ひとみで、親の仇かたきでも見るようにして雪子を睨にらみつけていた。佳か苗なえも相変わらず。奈な那な美みは姿を見せない。

「…………………………………………っ」

　数十秒の沈ちん黙もくの後、雪子は彼女たちに背を向けた。
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　──それ以上は思い出したくないと、意識を今に戻す。

　見慣れた天井、背中に受ける柔らかなベッドの感かん触しよく、いつもと同じ部屋の匂におい。しかし気は少しも休まらなかった。

　ため息と共に、雪子は左腕を顔に当てて視し界かいを塞ふさいだ。

　あの時、正しい判断は何だったのだろうかと、先さき程ほどから何度も考えている。

　遊矢はああ言った。

　しかし、本当に見逃して良かったのだろうか？

　個人の都つ合ごうなど無視して、起こるかもしれない大だい事故を防ぐことが先決だったのではないだろうか？

　律乃の視線を背に受けて図書館前まえから立ち去った時、周囲には警察どころか居たはずの野や次じ馬うまも消え失せていた。リールゥの仕し業わざだろうが、その為ため、あの場の判断が全てだった。

　何度となく、考えてしまう。

　──あの時。

　遊ゆう矢やが止めなければ雪ゆき子こは攻撃を選んでいた。しかし、果たしてそれは実じつ行こう出来たのだろうか？

　律りつ乃のに同情した自分は、あんな目で見られることに耐えられたのだろうか？

　例えば──律乃を拘こう束そくし、佳か苗なえは倒し、姿を見せない奈な那な美みはセーレウスの到着を待てばどうにかしてくれただろう。

　その結末の後、自分が胸を張っていられるとは到とう底てい思えない。遊矢の言う通り、後こう悔かいが付き纏まとう結果になっていただろう。

　かといって、今後のことを考えれば見逃して良かったはずがないのだ。

　答えの出せない問題が、心に大きな穴を開けていた。

「ね、雪ちゃん起きてる？」

　声に、腕を少しずらして右目を晒さらす。天井が見えていたはずの視し界かいには、いつの間にか遊矢の顔が逆光で薄暗く映っていた。

「起きてる……けど、起きる元気はないわ」

「やっぱりショックだった？」

「そりゃあね……ショックよ、やっぱ」

　遊矢相あい手てに誤ご魔ま化かしても仕方がないと素直に答え、ため息をつく。

　相変わらず何が楽しいのか笑顔でいる幼おさな馴な染じみの顔を見ていると、どうしても訊たずねたい衝しよう動どうに駆られる。あれで良かったのだろうかと。

　だがそれを聞く前に、遊矢の方から質問が来た。

「昨日から少し様よう子すが変だと思ってたんだけど、久く世ぜさんが原因だったんだね？」

「…………あたし、おかしかった？」

「少し、ね。セーレウスが来たせいかなーって思ってたんだけど、それだけじゃなかったんだね。でも、仕方ないか」

「仕方ないって、何がよ？」

　勝手に納なつ得とくする遊矢に少しきつめに言うと、

「雪ちゃん、自分と重ねちゃったんでしょ？　足が動かない久世さんと、右足が壊れたままの自分を」

「…………エスパーみたいね」

　隠かくしてもどうせバレるのだと思い、雪子は否定しなかった。

　そしてこの際だからと、ぶちまけることにした。

「えぇ、そうよ。遊矢がいなかったらあたしも松まつ葉ば杖づえか車くるま椅い子すか、義ぎ足そくって可能性もあるけど、とにかく、普通の生活が出来なくなっていたはずなのよ。でも現実として、あたしはこうしてピンピンして両足揃そろって歩いたり走ったり出来る──遊矢がいて、悪あく魔まを召しよう喚かんしてくれたから。普通ならありえないわよね」

「んー……そうかもね」

「そうなのよ……それで、思っちゃったの。あたしにとっての遊ゆう矢やが、久く世ぜさんにとってはあの幽ゆう霊れいたちなのかな、って。そう思ったら……」

「そう思ったら？」

「………………………………ちょっとタイム」

　自分が物もの凄すごく恥ずかしい告白をしそうになっていることに、雪ゆき子こはすんでで気が付いた。

　別に、愛の告白をするわけではない。秘密を告白するわけでもない。

　しかし素面しらふで口に出すのは抵抗がありまくる内容なので、言うか言うまいか、滅め茶ちや苦く茶ちや迷いに迷った挙あげ句く──

　左腕をずらして再び視し界かいを塞ふさぎ、真っ暗な闇やみに向かって、

「……凄く大事だって気持ちが分かるから。だから多分、遊矢が止めなくても無理強じいは出来なかったと思うわ」

　言ってしまった。

　顔が、頰ほおだけでなく耳まで熱くなっているのが分かる。あるのは後こう悔かいばかりで、数秒前の自分に止めておけと警けい告こくしてくれる人がいなかったことに怒りまで感じる。

　その一方で、遊矢の反応が気になっていた。

　何も言わない、動いた気配も無い遊矢が、いったいどんな顔をしているのか。

　湧わき上がる好こう奇き心しんに勝てず、雪子はほんの少しだけ腕をずらし、薄うす目めを開け──

　にこにこと、いつもの様ように笑っている顔がそこにあるのを見て、少しだけがっかりした。同時に、少しほっとする。

「……そんな感じで鬼おにになれなかったわね。奈な那な美みって子を許せないのは今も変わらないけど、肝心のあんたは止めてくれるし」

「ちょっとね、情報が揃そろってなかったから。それに雪ちゃんも久世さんも熱くなっちゃってたしねー」

「そっか……やっぱり自分と重ねちゃってたからダメだったのかな。もしも遊矢がいなければ、あたしもあんな風に思って、余よ裕ゆうの無い人間になっていただろうなって思うし」

　足が動かなくなるということの大きさと重さを、雪子は理解しているつもりだった。

　たった一夜で完かん治ちした右足だが、それまで感じた恐怖と不安は、今までに無いものだったことを八年経たった現在でも覚えている。

　その後ご実際に片足、もしくは車くるま椅い子すで生活をすることになっていたら、どれだけの苦労と苦悩があったのかは計り知れない。あまり考えたくもない。

「……うん、相当嫌いやなヤツになってる自信あるわ。バカ沢ざわより最悪な感じね。誰だれ彼かれ構わず当たり散らして、文句ばっかり言って、そんな感じになってたはずだわ」

　柄がらにも無く自じ虐ぎやく的な事を言い、乾いた笑いが漏れる。

　それで雪ゆき子こは、結けつ構こうダメージがでかかったんだな、とようやくで自覚した。妙みような事を口走ったり嫌な想像をしたりするはずだ、と。

　でもまあそれも仕方ないかと諦あきらめに似た気持ちでまとめようとする。

「んー……僕はそんな風にならなかったと思うよ？」

　──が、そうはさせてくれなかった。

　視し界かいの中で、遊ゆう矢やは優しげに目元を緩め、

「雪ちゃんは、きっと今の雪ちゃんになってるよ。足が一つ無くなったくらいじゃ変わらないはずだよ」

「どうしてそんなことが言えるのよ。別に気休めは──」

「僕は雪ちゃんが泣いてたの、知ってるから」

　一瞬、いつのことを言っているのか分からずに戸と惑まどうも、すぐに八年前の事故の後だと思い当たる。

　ブランコを立ち漕こぎした勢いでジャンプするという危険なだけの遊びをして、調子に乗って公園を囲む壁に右膝ひざからぶつかった挙あげ句く、道路に転げ落ちた上に通りかかった軽けい自動車に右足を轢ひかれた、あの事故。

　事故直ちよく後ごは痛みで気を失ったはずなので、涙を流した現場で思い当たるのは、病院のベッドで目覚めた直後と、遊矢がリールゥを連れて現れる前後。

　その内のどれだろうと、恥ずかしく思いながら考えていると、

「覚えてるかな？　雪ちゃんが病室に運ばれて、おじさんとおばさんが怪け我がの具合について医者のせんせーから説明を受けた後のことなんだけど」

「へ？　あんた、あの時居いたわけ？」

「うん。病室の外だけどね」

　道どう理りで気づかなかったわけだ、と納なつ得とくする。ただでさえ頭は朦もう朧ろうとして、すぐに薬の効果で眠りに落ちたので気づかなくても仕方がない。

「あの時、雪ちゃんは泣いてたよ。それに謝ってたよね。ごめんなさいって、何回も謝ってた。恨うらみ言なんて少しも言ってなかったもん。僕はよく覚えてるから、雪ちゃんなら大丈夫だったはずだって言えるんだ」

「でも……状況が違うでしょ。あたしは自じ爆ばく、久く世ぜさんは事故で自己責任無なし。あれがただの事故なら、世界ごと呪のろってたかもしれないじゃない」

「それは無いよ」

　雪子自じ身しんがその可能性を捨て切れないというのに、遊矢はキッパリと断言した。今までのような曖あい昧まいな言葉ではなく、言い切ってみせた。

　少し驚く雪子に遊矢は微笑ほほえんで、しかし澄んだ瞳ひとみで真っ直ぐに見つめてきた。

「雪ちゃんは覚えてないのかもしれないけど、あの時の雪ちゃんはね、おばさんが泣いてるのを見て、謝ったんだよ。その前からごめんなさいって言ってたけど、うなされながら何度も何度も『お母さんを悲しませてごめんなさい』って、『泣かせてごめんなさい』って。それを聞いて、おばさんだけじゃなくておじさんまで泣いちゃってたんだよ？」

「……………………」

　雪ゆき子こは覚えて無かった。ただ、謝っていた記き憶おくはある。詳しい状況を思い出せないのは、詳しく覚えられるような状況ではなかったせいだろう。

　八年前の事を持ち出した遊ゆう矢やは、すらすらと続けた。

「自分が悪い事をしたから謝ってた、っていうのもあると思うよ。でもあの時、雪ちゃんは自分のせいでおばさんたちが悲しんでいることに、自分が悲しませたってことに罪ざい悪あく感かんを覚えて謝ってた。

　そんな雪ちゃんだから、人の気持ちをちゃんと考えてあげられる雪ちゃんだから、僕は悪あく魔まを召しよう喚かんしてでも治してあげたいなって思ったんだよ？　だから、雪ちゃんなら平気だよ」

「…………遊矢……」

　呟つぶやいた雪子は、泣きそうになるのを堪こらえるのに必死だった。

　不ふ意い打うちもいいところだ。ただでさえ精神的に参っていると自覚するほど弱っていたところに、小こ細ざい工く無しのストレートボールをど真ん中に投げられた。意い表ひようを突かれ過ぎて、打ち返すという発想すら出てこない。そんな余よ裕ゆうはどこにもない。

　込み上げてくる涙と気持ちが零こぼれないように抑え、あんなにも自分のことを信じてくれている遊矢になんと言えばいいのか分からずに悩み、

　──気付いた時には両腕が遊矢の首の後ろで交差していた。

　雪子は自分が何をしているのか分からず、目を瞬まばたかせた。遊矢の方も突然のことで対たい処しよが分からないのか、驚いたような顔をしている。

　その表情のまま、近づいて来る。

　近づいて来る原因が引き寄せようとしている自分の両腕だと気がついても、雪子は何が起きているのか上手うまく理解出来なかった。

　ただ段々と顔がアップになり、

　遊矢の瞳ひとみに自分の顔が映っているのを見つめ、

　心臓が爆発するのではないかと思うほどに大きな音を立てて、

　間ま近ぢかに感じる体温と息いき遣づかいに──




　ドアがノックされる音に、雪子の頭ず突つきが遊矢の額ひたいを急きゆう襲しゆうした。




「ただいまですー。街を見回っていたらちょっと遅くなっちゃいました──って遊矢さんはどうしたですか?!　目を回しているですよ!?」

「なっ、なんもないっ！　なんでもないのっ！　何も無かったから安心してっっ!!」

「うぅ？　あの、雪ゆき子こさん、ちょっと落ち着いてくださいです」

「落ち着けるわけっ────ごめんっ、落ち着いてる！　すっごい落ち着いてるわ！　あーっ、あ───っ、なんっかすっごく喉のど渇かわいたからコンビニ行ってくるからそれじゃっ！」

「あっ、雪子さ──」

　勢いよくドアを閉め、突っ掛けたサンダルでアパートの共きよう用よう廊下を駆け、階段を走って下りて、そのまま外に出てアパートを囲むブロック塀べいに背を預ける。

　鼓こ動どうはやたらと早く動き、息が切れているわけでもないのに肩で呼吸し、ひりひり痛む額ひたいを無視し、右手で口を隠かくすようにしながらジンジンと痛む前歯に触れる。

　自分の体が何をしようとしていたのか、ようやく雪子は理解した。

「なぁっっっに考えてんのよ、この頭はっ!?」

　怒ど鳴なるように自問するが、見けん当とうもつかなかった。

　つい数時間前、自分はセーレウスになんと言ったのか？

『色いろ恋こい沙ざ汰たは後回し』というようなことを言っておいて、今の様さまはなんだというのか？

　どうしてあんなことをしようとしたのか、してしまったのか、どこにも解答は転がっていない。

　ただ、未だかつて無い程ほどに熱くなった顔が、さっきの出来事が夢でも何でもないと伝えてくれる。いっそのこと夢オチで済ませてしまいたい願望を他所よそに、正直な体は火ほ照てったままだ。

「あ───も─────！　あたしってば、いつからこんな欲求不ふ満まんになったのよっ!?」

　恥ずかしさのあまり大声を出してしまい、雪子はその場から逃げるように走り去る。

　慌あわてて飛び出して来たため、財さい布ふも持ってきていない。しかし赤い顔をしたままでは帰ることも出来ない。

　走りながら受ける夏の蒸むし暑あつい風では、火照りが冷めるまで時間が掛かりそうだった。
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　セーレウスが帰宅した直後に家を出た雪子が戻って来たのは二十分が過ぎた頃で、十分以上前に目を覚ました遊ゆう矢やが、

「おかえりー」

　と挨あい拶さつしても、気まずそうに視線をずらして、

「た、ただいま」

　それだけで頰ほおを赤らめる。

　そして喉が渇いたと出て行ったはずなのに冷蔵庫から取り出した麦茶を一いつ気き飲みし、大きなため息をついた。

　雪ゆき子こはそのままベッドに腰掛け、ちらりと遊ゆう矢やを見て、それから慌あわてて視線を外す。

　そんな彼女の様よう子すを不ふ思し議ぎに思ったものの、セーレウスはその事を訊たずねはしなかった。落ち着かない感じは伝わって来るが負の感覚ではないので、今は話さなければならないことがある。だからそちらを優先した。

　遊矢と向かい合って座っていた位置を変えぬまま、向きだけを変えて二人が視し界かいに入るようにする。

「あの、雪子さん、さっきのことですが……」

「さ、さっきっていつよっ?!」

　動どう揺ようしまくりの声が返って来たが、それは一いち応おう予測していたセーレウスは落ち着いて言葉を返す。

「夕方の、別れた後のことです」

「ぇ、あっ…………その事、すっかり忘れてたわね……」

　慌てふためいていた表情を一いつ転てん、悔くやしげに変えると、雪子は遊矢へと向き直った。

「ごめん、遊矢。実はさっきリールゥを見つけたんだけど、捕まえられなかったわ」

「ふぇ？　リールゥ、いたの？」

　雪子の発言にさすがの遊矢も少し驚いたようで、目を丸くした。

「いたの。でも遊矢が襲おそわれていることを伝えてきたから、どうにかする余よ裕ゆうはなかったわ」

「んー……そっか。じゃ、仕方ないねー」

「そんな簡単に……」

「だってリールゥが自分から姿を見せたのは、絶対に捕まらない自信があったからだと思うし。あの場に雪ちゃんが来てくれなかったら僕も玲れいも危なかったから、感謝しないとねー」

「……そう、ね。一応、感謝しておこっか」

　割り切ったように頷うなずくと、雪子はセーレウスへと視線を移し、

「ごめんね、セーレ。あんなのと二人っきりにさせちゃって。攻撃とかされなかった？」

「へーきです。わたしが何もしなくても、あの悪あく魔まさん、言いたい事を言ったらさっさと帰っちゃったです」

「そっか。ま、そうよね」

　セーレウスの言葉に相あい槌づちを打つと、それで雪子は納なつ得とくしたようだった。

　だが、彼女は勘かん違ちがいをしているのだろうと、セーレウスは思った。

　『言いたい事』とは雪子へ向けられた遊矢のピンチではなく、自分へ向けられたものだった。

　だがそれを話すのは躊躇ためらわれ、セーレウスは話題を変えた。

「それよりですね、さっきまで遊矢さんと話していたですが、犯人の幽ゆう霊れいさんを見逃しちゃったですか？」

「あー……うん、そうよ。見回りに付き合わせちゃったのに、ごめん」

「あっ、いえっ、わたしは構わないです。でも、ですね……次に何かが起きた場合はどうするですか？」

「……それよね、問題は」

　難しそうに眉まゆを寄せると雪ゆき子こはベッドの上で胡座あぐらをかき、腕を組んで小さく唸うなる。

「あの場は見逃したけど、次が起こる前になんとかしないといけないって思うのよ。けど、どうしたらいいか全然分わからない。遊ゆう矢やはどう思う？」

「んー……少し考えてることはあるんだけどねー」

「え、何？　聞かせなさいよ」

「その前に、久く世ぜさんのことを聞かせてくれる？　あの幽ゆう霊れいの話も知ってるなら、出来るだけ詳しく」

「は……？　それは、いいけど……」

　遊矢の思し考こうが読めないらしく、雪子は首を傾かしげ、それから久世律りつ乃のと幽霊についての話を始めた。

　セーレウスはそれをじっと聞きながら、先さき程ほど遊矢から受けた質問を思い出す。聞かれた内容は雪子に話したものとほぼ同じで、幽霊という存在についての解説だ。

　説明を終えた時、遊矢が困ったような表情になったことをセーレウスは覚えている。それは殆ほとんど演技だが、自分の感情を大げさに表現しているだけなので、恐らくは困るような何かを予測したのだろう。

　その事をまだ知らない雪子が、時折こめかみに手を当てて思い出そうと頑がん張ばりながら話を終えた時、遊矢はやはり困ったように表情を曇らせた。

「んー……やっぱり、そーいうことなのかなー」

「へ？　何がどういうことなの？」

　話し合いの焦点が『次にポルターガイストが起こる前に取るべき対策』だと思っているらしい雪子は訝いぶかしげに遊矢を見る。

　だが、セーレウスはある程てい度ど理解していた。遊矢が考えていることは、もっと根本的な部分から行き違っている問題を正すことなのだろうと。

　実際に久世律乃や二人の幽霊には会っていないが、大体の想像はつく。特定の幽霊だけが見えるという不ふ思し議ぎ──本来なら在り得ない現象から考えれば、自然と辿たどり着く解答だ。

　しかし、セーレウスにも分からない部分は多い。恐らく全体の五割程度しか把握していないのだろうと自己分ぶん析せきするが、そこから先は想像だけでは補えない部分が多い。

　遊矢もそこで躓つまずいているのだろうと思い、セーレウスは何か打開策がないだろうかと考え始め──

「大体は分かったかも。九割方がたは想像出来たし、たぶんそれで合っているはずだよー」

　驚いて、思考を中ちゆう断だんして遊矢を見る。

　相変わらずの困った顔で、しかし同時に楽しそうでもある。視し界かいの端はしでは雪ゆき子こが『なんのことを言っているんだ？』と疑問を深めた様よう子すで遊ゆう矢やを見ていた。

　視線が集まる中、遊矢は「むー……」と唸うなっていたが、不ふ意いに高い電子音が鳴り響ひびいた。発信源げんは遊矢の穿はいているハーフパンツのポケットで、手を入れて中から取り出した物が携帯電話だとセーレウスは理解した。

　携帯の表ひよう示じを見た遊矢は少しだけ明るい表情になり、手元で操作をして、携帯を耳に当てる。

「もしもし、僕だけどー。……あ、うん、調べられたんだ？　……うん、聞かせて」

　そのまま電話相手と会話を始めた。相あい槌づちを打つことが多いことから向こうからの一方通行に近い会話だと想像出来、セーレウスはさらに、それが何かの報告だと理解する。

　一方、話の邪じや魔まにならないようにしているのか、雪子は何も言わずに俯うつむいている。

　電話は五分ほど続き、

「……うん、分かった。それじゃ、ありがとねー。ばいばーい」

　遊矢は携帯を耳から離し、通話を切ってポケットに仕し舞まう。

　そして、にっこりと笑顔で宣言した。

「ん、おっけー。これで全部分かったよ」

「えと、あの……それは、つまり、久く世ぜさんと佳か苗なえさん達の関係も分かったですか？」

　半はん信しん半はん疑ぎで訊たずねるセーレウスに、遊矢は一言、

「そうだよー」

　明るく、何でもないようなトーンで応えた。

　これにはさすがにセーレウスも愕がく然ぜんとした。遊矢の思し考こう力の高さはもう分かっていたはずだったが、自分とほぼ変わらない情報だけを頼りに全てを推測するなど、どうやれば可能なのか想像もつかない。

　見た目は子供でも基き礎そ知識と思考力は人間より高く設定されている天使が、六百年という上積みをもってしても辿たどり着けない場所に、あっさりと辿り着ける思考力と想像力。それこそが幼くして召しよう喚かんを可能にし、感情の一つを失いながらも心を喪そう失しつせずに過ごせている最大の要因だと、セーレウスは改めて悟さとった。

「よく分かんないけど、とりあえず聞かせなさいよ。何がどう分かったって？」

　状況を理解出来ていない雪子は、自分の幼おさな馴な染じみがどれだけ異常な思考回かい路ろを持っているのかも分かっていないようで、ただ話の内容が意味不ふ明めいなことに苛いらついているような口く調ちようだった。

　遊矢はそれをなだめるようにやんわりと微笑ほほえみ、少し声こわ音ねを落として、言った。

「でも、少し辛つらい話になるよ？」

「構わないわ。いいからさっさと話す」

「うん……今、武む藤とうさんに調査してもらったことの結果が出たから、聞いたんだけどね」

「アキ？　そういえばさっき、電話掛けてたわね。その時に？」

「そうだよー。それで、いくつか分かったことがあるんだ」

　前置いて、遊ゆう矢やは話し始めた。




　──話が終わった時、セーレウスは納なつ得とくしていた。

　遊矢の語った内容に、証しよう拠ことなる物は殆ほとんどない。状況がそれを示しているだけで、机き上じようの空くう論ろんと言われればそれで終わりだ。

　しかし揃そろっていた材料に、武む藤とうアキという名の電話相手が調べてくれた情報を合わせれば、そこには納得するだけのストーリーが完成していた。

「セーレウスはどうかな？　これで合ってると思う？」

「……はいです。遊矢さんの言う通りだと思います」

　後は自分が久く世ぜ律りつ乃のと件くだんの幽ゆう霊れいを見れば、それを裏付けることが出来る。天使であり『感かん識しき者』である自分ならば見るだけで知りたい情報を得られるだろう。

　遊矢もそれを分かっているようで、「よろしくね」と小こ声ごえで頼んでくる。

　セーレウスはこくんと頷うなずきそれに応え、黙っている雪ゆき子こが気になり視線を移す。

　ベッドに腰掛けた雪子は、唇を嚙かみ締めていた。目には明確な怒りが灯り、同時に哀あわれみも感じる。

　それに遊矢も気づいたらしく、笑みを潜ひそめて訊たずねた。

「それで……どうする、雪ちゃん？」

　問いに対し、雪子は立ち上がる。

「──今から行くわ。今すぐに」

「うん、分かった。それじゃー、行こっか」

　散歩か何かに向かうような調子で言うと、遊矢はセーレウスへと振り向いて、

「セーレウスも協力してね？　そうしたらお礼に、僕が教えてあげるから」

「えと…………何をです？」

　訊ききながら、薄うす々うすは勘かん付づいていた。

　昨夜、遊矢は何か言おうとしていた。あれだけの材料で先さき程ほどの結論に至ることが出来た彼ならば、とっくに解答を導き出せているのだろうという期待もあった。

　そして遊矢は優しく微笑ほほえみ、期待通りの言葉を言った。

「セーレウスが一番知りたい事を、だよ」




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　時刻は八時を回り、すっかり暗くなった夜道は住宅地が近いせいか、やけに静まっていた。どこからか車の排気音や犬の鳴き声は聞こえてくるが、周囲に人ひと影かげは無く車も通らない。

　アキ情報によれば、律りつ乃のはこの近くのマンションで父親と二人暮らしをしているという。ちなみにそのマンションは、日中に雪ゆき子ことセーレウスが重点的に見回りをしたポイントのすぐ傍そばにあった。

　三人の先頭に立って歩きながら、雪子は考えていた。

　夕方、奈な那な美みを見み逃のががした責任を取らなければならない。

　だがそれよりも、律乃を助けてあげたいという衝しよう動どうが強い。

　彼女も、自分が正しくないことに気づいていた。それでも大事な友人を守りたい一心で、道どう理りを曲げた行為に出た。

　だが、あの時。雪子はその行為は間違っていると感じていた。そう感じながら自分と重ねてしまい、遊矢に止められたとはいえ、想いの強さに退ひいてしまった。

　今度こそ、伝えなければならない。傷つける覚かく悟ごで、言わなければならない。

　多少なりとも律乃の気持ちが分かる自分が言わなければ、彼女は間違え続けてしまう。それだけは避けなければならないし、そんなことをさせてたまるかという意い地じもある。

　だから、必要とあらば力ちから尽ずくで成し遂とげるつもりになっていた。

　そして、もう一つの目的も必ず果たすつもりでいた。

　即ち──遊ゆう矢やをいじめた報いを、倍ばい返がえしする。

　アパートを出て既に二十分近く経たっている。周囲の景色は昼に散さん々ざん歩き回ったものに変わり、この先にあるＴ字路を右に曲がれば目的のマンションはすぐ目の前だ。

　なんと言って律乃を呼び出そうか、雪子が具体的な言葉を考えようとした時。

　──ガラスの割れる派は手でな音が、静かな住宅地に響ひびき渡った。

　その音だけで、事が起きたと判断するには充分だった。

「行くわよ遊矢っ！　セーレ、あの結けつ界かいってヤツお願い！」

「はいです！」

　走り出した雪子は、後ろにいるセーレウスがどうやって結界を張るのか見えなかった。しかし快こころよく受じゆ諾だくされた次の瞬間、あの感覚が体を走り抜け、結界が張られたと分かる。

　僅わずか数秒でＴ字路に着き、急きゆう角度で曲がる。

　目の前に広がる、幅五メートルほどの道路と十数メートル先にある高層マンション。その入り口から少し横には二つの自動販売機。

　その前に、久く世ぜ律乃と闇やみの中に白く透すけた二体の幽ゆう霊れいが居た。

　先さき程ほどの音は道路に面したマンション一階の部屋の窓が音源らしく、一つが派手に割れていた。中に人は居ないらしく、明かりは点ついていない。

　怪け我が人にんがいないことに雪子はほっとし、瞬しゆん時じに気持ちを切り替えて地面スレスレに浮いている髪の長い幽霊を睨にらみつけこと、

「そこまでよっ！」

　大声に、三人は同時に反応した。

　律りつ乃のは青ざめた顔を向け、佳か苗なえはちらりと見て俯うつむき、そして──

『お前っ！』

　奈な那な美みは叫ぶと同時に割れた窓ガラスを自分の周囲に漂わせ、遠とお目めにも分かるくらいに口くちの端はを吊つり上げて笑い、

『さっきのお返し！』

　破片の雨を、雪ゆき子こへと飛ばす。

　街灯の明かりを反射して飛んで来る破片群ぐんは、残ざん忍にんな攻撃とは思えないほど煌きらびやかに光り、雪子へと迫る。

　見え難いが、避けられない攻撃ではない。暗く遠えん近きん感が摑つかみ辛づらいので、雪子はギリギリまで引きつけてからかわそうと踵かかとを浮かせ、

「いまっ…………?!」

　横に跳ぶ寸すん前ぜん、ガラスの破片は壁にぶつかったかのように弾はじかれ、吹き飛び、一つとして雪子の元まで届くことは無かった。

　この光景に律乃はもちろん、超ちよう常じよう的な力を使っている奈那美すら啞あ然ぜんとした表情になる。

　雪子も驚いていたが、誰がやったかは分かっている。

　振り返ると、セーレウスを伴った遊ゆう矢やがすぐ後ろまで来ていた。

「セーレ、ありがとね」

「あわ、そんなっ、大たいした事じゃないですし！」

「充分大した事なんだけど……」

　どんな現象なら『大した事がある』のか気になるところだったが、とりあえずそれは保留にし、前を向く。

　自動販売機の前に居る律乃たちとの距離は約十五メートル。少し離れているが、会話ならこれくらい離れていても出来る。大声を出してもいいように、邪じや魔まが入らないように結けつ界かいを張ってもらったのだから、問題はない。

　すぅ……、と一度深しん呼吸をして、雪子は表情を引き締めて律乃を見る。

　その視線に他た意いはないが、律乃は目を逸そらした。昨日の今日以い上じように短い間かん隔かくで同じ様ような場面になったことに、気まずさか、或あるいは罪ざい悪あく感かんを覚えているのかもしれない。

　が、それは一瞬だけ。すぐに仇きゆう敵てきに対するように、雪子を睨にらんでくる。

　厳きびしい目つきに、しかし雪子は怯ひるまない。夕方と似た状況だが、中身は全く違うのだ。

「とりあえず、どうしてこうなったのか説明してくれる？」

　落ち着いた低いトーンで訊たずねると、律乃はやや口くち籠ごもりながら、

「家に帰ってから、奈那美がずっと不ふ機き嫌げんで……だから気晴らしに散歩に誘ったら、外に出た途と端たんいきなり……」

「だから危険だって言ったでしょ」

「っ──なら、どうしろって言うのよ！　大切な友達を見限れって言うの!?」

　その叫びに、奈な那な美みはゆっくりと律りつ乃のの左に並ぶ。彼女を守り、守られるように。

　何も知らなければ感動的な光景だが、今の雪ゆき子こにはそうは見えない。そして律乃の言葉も、今聞けば感動を誘うものではない。

　それをハッキリさせる為ために、雪子は声を届かせる。

「図書館で話した時、同情は嫌いだって言ってたわね」

「……ええ、そう。同情なんて最低よ」

「じゃ、どうしてあの二人は友達なわけ？」

「え……？」

　そんな質問が来るとは思ってもいなかったのだろう。何を意図してのものかも不ふ明めい瞭りような質問に、律乃は眉み間けんに皺しわを寄せ、小さな手を胸に当て、応えた。



「言ったはずよ。奈那美と佳か苗なえは──」

「確かに聞いたわ。あなたを励まして、助けてくれるんでしょ？　でも、それって他の友達があなたにしてくれた同情と何が違うの？」

「…………なにが、」

「事故に遭あった後、みんな励ましてくれたでしょ？　困った事があったら率そつ先せんして助けてくれたでしょ？　佳か苗なえちゃんだけが特別だったわけじゃないはずよ。あたしが図書館で本を取ってあげた時もそう、妙みような力を使ってないだけで、他の人にも聞こえるだけで、やっていることに違いはないはずだわ。

　なのに、どうしてそこの幽ゆう霊れい二人がやれば同情じゃなくなるの？」

　雪ゆき子この訊たずねている内容は、半ながば想像も混ざっている。しかし初めて会った時からの態度から考えれば、友人たちにも同じような態度で壁を作っていたのだろうという想像は正しいはずだ。

　そして壁を作っていた律りつ乃のが二人に気を許した理由も、分かる。

「他の人と違ってあの二人は、事故に遭あってもう死んでいた──幽霊っていう、生きている自分よりも下の存在だと思った。だから受け入れたんでしょ？　違う？」

「──違うっ！」

　声を震わせて律乃は叫んだ。暗くて見え難いが、顔色も悪くなっている。

　だが、雪子は手を緩めるつもりはなかった。

「何も違わないはずよ。生きているか死んでいるか、自分と同じ目に遭っているかいないか、それだけで同情の行為じゃなくて友情の行為になるのよね？

　──だいたい、同情の何が悪いっていうのよ。困っている人がいるのを見た時、自分に困った事が起きた経験があるなら、助けてあげようって思うのが普通じゃないの。あたしは勉強が出来なくて、よく友達に教えてもらっているわ。お礼に掃そう除じ当番代かわってあげたりするわ。好意には好意で返すって当たり前のことを、あなただってしていたはずよ」

「けど！　誰もわたしの気持ちを分かってくれなかったじゃない！」

「分かってくれたら友達なの？　なら、久く世ぜさんは普通の人には姿が見えない、言葉も聞こえない幽霊の気持ちが分かるっていうの？」

「……それは…………」

「気持ちを分かってもらう努力、した？　それから、友達やお父さんの気持ちを分かってあげようって努力した？　大事なのは知ろうとすることなのに、他の人が歩み寄ろうとしたら久世さんは拒きよ絶ぜつして、それで気持ちを分かれって？　そんなの、ただの甘えだわ」

　辛しん辣らつだと自分でも思う言葉を最後まで言い終えた。そして、雪子は律乃の様よう子すを見る。

　泣いて……は、いない。しかしかなり堪こたえているようで、白い喉のどと、胸の上に重ねた両手が震えていた。その後ろでは佳苗が悲痛な面おも持もちで、横では奈な那な美みがこちらを窺うかがっている。

　雪子の方も、言いたい事を言ってスッキリしたという感じはない。やっている事は正義の味方というより、お節せつ介かいな恨にくまれ役だ。

　しかし、それは自分の役目だと雪子は思う。

　一いつ昼夜限かぎりとはいえ、交通事故に遭って右足を失う恐怖を味わった経験のある自分が言ってあげないといけない、という義務感。

　或あるいはそれも一種の同情なのかもしれない。そうだとしても構わない。同情されるのが嫌なら、自分一人で何でもやれるように努力をすればいい。

　その為ためにも、幽ゆう霊れいたちに頼っていてはダメなのだ。

「……とりあえず、用事の一つは済んだわね」

「雪ゆきちゃん、お疲れさま」

　独り言のつもりで呟つぶやいた言葉に応えて労ねぎらってくれたのは遊ゆう矢やだ。

　遊矢は雪子の肩をポンと叩たたいて、前に出る。危ないから、と止めようとして、セーレウスが守ってくれているのだと思い出し、好きにさせることにした。そうでなくとも一歩前の近距離なら、大たい概がいの事なら守ってあげられる。

　それに、遊矢だけは何が起きても守る決意はとっくに出来ていた。

　雪子が見守る中、遊矢はショックに震えている律りつ乃のに向かって話し掛ける。

「えーと、久く世ぜさん、だっけ？　雪ちゃんの説教でダメージ受けてるところに悪いんだけど、そこの幽霊、倒させてもらっていいかな？」

「……お願いだから、それだけは止めて」

　自分の主張が完かん膚ぷなきまでに否定された後で、それでも律乃は弱々しくだが顔を上げ、首を横に振った。

「わたしは、雪子さんの言う通りの、嫌な人間かもしれないけど……それでも、奈な那な美みと佳か苗なえは友達だってことに変わりはないの。だから……」

　切実で、脚きやく色しよくの無い言葉だった。本当にあの二人を大事に想っているのだろう。

　だからこそ雪子は、この後あと彼女が知らされる真相を、自分の口から言うことは出来なかった。

　これから行う死し刑けい宣告にも似た残ざん酷こくな真相解かい明めいを前に、遊矢はあくまでもいつも通りの笑みを浮かべていた。

「その友達のことなんだけどねー。久世さんは、どうして自分にその二人が見えるのか分かっているかな？」

　子供に言い聞かせるような和なごやかな声こわ音ねに、律乃は瞳ひとみに怯おびえを映しながらも、

「……わたしにとり憑ついているから」

「うん。でも、普通はとり憑かれても見えないんだって。なのにどうして見えるか、それは分かる？」

「…………、分からない」

　それを聞いて、遊矢は小さく頷うなずいた。

「ところでさー。久世さんの足、雪ちゃんは治ってるって言ってたけど。ほんとに動かないのかな？」

「動かない。医者は完かん治ちしてる、動かない理由は精神的なものだ、って説明してくれたけど、本当に全然動かないの」

「じゃー、動かない理由を教えてあげるね？」

　この提案に、律りつ乃のはぽかんと小さく口を開けて遊ゆう矢やをまじまじと見た。

　それは驚くだろうな、と雪ゆき子こも思う。今日初めて会った同年代の男から、自分の足が動かない理由を教えられるなど、どんな占うらない師だって予よ測そく出来ないだろう。

　だが、事実として遊矢は知っている。段取りでは雪子が話をしている間、セーレウスに確認してもらっていたはずだ。

　今こうして話している以上、アパートで話した推測は正しかったことになる。

　それでも遊矢の声に自慢するような響ひびきはなく、優しく諭さとすように言う。

「生物にはね、科学的には立りつ証しよう出来ない、生命力ってやつが流れているんだって。それがなければ生きていけない大事なエネルギーで、とーぜんだけど、死んだ人には流れてない。でね、久く世ぜさんの両足には、その生命力が殆ほとんど流れてないんだ。だから治っていても動かないんだよ」

「……そんなこと…………本当に……？」

　信じられないのも当然の内容に、遊矢は朗らかに、

「うん、ほんと。それで、久世さんの両足に流れるはずの生命力なんだけどねー。どこに行ってると思う？」

「……………………もしかして、」

「うん、そこの二人に流れてる。直接的なエネルギーを受け取っているから、送り主である久世さんには姿が見えるんだよ」

　雪子の目には、律乃の動どう揺ようは予想していたものより小さい。衝しよう撃げき的な内容だが、遊矢の語り方がのんびりしている為ため、いま一つ緊きん張ちよう感かんに欠けるからだろう。

　だが、問題はまだ先にある。

「ね、久世さん。あの二人が消えれば、キミの足は動くようになるよ？　筋肉が落ちちゃっているだろうから、歩けるようになるまで少しリハビリが必要だろうけどねー」

「友達二人を犠ぎ牲せいにするくらいなら、このままでいい」

　甘かん言げんにも似た言葉に対し、律乃は僅わずかに俯うつむいた後、ハッキリと言った。

　──前を向いている彼女には見えていないのだろう。

　雪子の位置からはそれが見える。薄ら笑いを貼はり付けた奈な那な美みと、居たたまれないように身を縮こませる佳か苗なえの姿が。

　そして遊矢は、律乃をどん底に落としてしまう本ほん題だいに入った。




「でも、あの二人は本当に友達なのかな？」




　律乃はただ呆ぼう然ぜんと、おかしな発言をした遊矢を地球外の生物に対するような目で見ていた。

　にこにこと笑っているあの男は何を言っているのだろうと、疑問と混乱に包まれて、久世律乃は沈ちん黙もくする。

　対して、遊ゆう矢やは変わらぬ笑みで話を続ける。

「二年前の七月十六日、石いし上かみ坂ざか交差点でトラックが人じん身しん事故を起こしたよね？　当時中学三年生の女の子が轢ひかれ、重じゆう態たい。原因は不明、諸しよ説せつによると居い眠ねむり運転──っていうのが僕の友達が調べてくれた事故の記事なんだけど、合ってるかな？」

「……ええ。わたしのことでしょう？」

「うん。次に十四年前の七月二日、タンクローリーが横おう転てん、少女二名が巻き込まれる事故が起きたんだ。負傷した少女二名は双ふた子ごで、病院に搬はん送そう途中に両名とも死亡」

「それは奈な那な美みと佳か苗なえのことよね。知っているわ」

「じゃ、場所も分かる？」

「わたしと同じ石上坂交差点よ」

「それじゃ、これも知ってるかな？」

　ともすれば聞き手を苛いらつかせる話し方をしていた遊矢から、笑みが消えた。斜め後ろにいる雪ゆき子こにもそれがハッキリと分かる。

　滅めつ多たに見せない真ま面じ目めな様よう子すで見つめるのは、律りつ乃のではなく──

「十三年前から石上坂交差点では年に一度は車の事故が起きて、その際に双子の幽ゆう霊れいが出るっていう噂うわさなんだけど」

「ぇ…………？」

　ショックから回復しかけていた律乃が凍りつく。

「……なに、それ…………？」

「年に一度、石上坂交差点では必ず原因不ふ明めいの交通事故が起こるんだよ。それも、同じような時期にね。二年前までに死亡者は六人。三人が重傷、四人が軽傷。それだけでも充分話わ題だい性せいがあるのに、極めつけなのは、事故の際に双子の幽霊を目もく撃げきする人が何人もいるってこと」

「……………………噓うそ」

　震えた唇から律乃が漏らしたのは、その一言だけ。

　暗がりでも分かる真まっ青さおな顔で、無理に笑おうとして頰ほおを強こわ張ばらせている。

　見ているだけで痛々しい様子に、雪子ならこれ以上は何も言えなくなっていたはずだ。

　だが、遊矢は無む慈じ悲ひに続けた。

「その双子の幽霊と謎なぞの事故は、二年前を最後に、最近は無くなっているらしいよ。

　たぶん、事故で死んだ後、交差点の土地に憑ついていた双子の幽霊が毎年の事故を起こしてたんだよ。それが二年前、起こした事故で移り変わるには丁ちよう度どいい怪け我が人にんが出た。その人にとり憑いたから、その後は交差点で双子の幽霊が目撃されることは無くなった──」

　言葉を止めて、遊矢は微笑ほほえみかけた。

　律乃の横で沈ちん黙もくを守っていた、髪の長い少女の幽霊へと。

「それで合ってるかな？」

　訊たずねるが、雪ゆき子こには分かっている。

　遊ゆう矢やがああいう言い方をする時は、絶対の確信を持っている時だ。そしてその確信が外れる場面を雪子は見たことが無い。

　そして、やはりその通りになった。

『間違ってない』

　笑顔で素そっ気け無く、些さ末まつな事のように奈な那な美みは言い捨てた。

　雪子はもう、律りつ乃のの顔を見ることが出来なかった。

　代わりに奈那美を睨にらみつけ、

「なんで事故を起こしたのよ」

　強い詰きつ問もん調ちようの問いかけをする。

　奈那美はクスクスと笑い、

『ボクとなえが死ぬような世界なら、みんな死ねばいいよ』

「そんな理由で久く世ぜさんを利用したっていうの……!?」

『そう。上手うまく力を引き出すまでが大変だった』

　無む邪じや気きな子供のように、残ざん酷こくな事を笑いながら言う。

　遊矢の予測では二人がポルターガイストを起こせる最大の理由は、律乃から流れる生命力を自分の意思で引き出せるようになったからだということだった。

　奈那美の言葉はそれを裏付ける。

　つまり、彼女は律乃の寿じゆ命みようを削けずって超ちよう常じようの力を行使しているのだ。

　それに恐怖を感じる者もいるだろうが、雪子にとっては逆げき燐りんに触れるのと同じで、ただ怒りを感じさせるだけだ。

「……絶対、許さないわ」

　強く奥おく歯ばを嚙かみ締めて、雪子は押し殺した声で言った。

　それを聞いた奈那美は笑うのを止めて、目と眉まゆを吊つり上げ、

『許さないのはこっち』

　怒りと怨うらみに塗まみれた声でそう言うと、地面から僅わずかに浮いたまま水平に移動し、佳か苗なえの横に行く。

　そしておずおずと差し出された佳苗の左手を右の手で握り、

『絶対、殺してやる！』

　叫んだ、瞬間──

　近きん隣りん全ての街灯と窓ガラスが一いつ斉せいに割れ砕けた。

「なっ────!?」

　鼓こ膜まくがおかしくなるような音に雪子は反射的に耳を塞ふさぐ。が、超常現げん象しようはそれだけでは終わらない。

　近くにあった自動販売機が倒れ、マンションの向かいの住宅を囲むブロック塀べいが内側に崩れ、窓という窓から様々な物が飛び出してくる。

　幸い、セーレウスが張ってくれたバリアーのような何かのおかげで自分たちと、そして向こう側にいる律りつ乃のは、スコールの様ように降り注そそぐガラスの破片を頭から被かぶらずに済んだが、喜べるような状況ではない。

　夕方、そして先さき程ほどの攻撃とは段だん違ちがいのパワーを行使しているのは明白だ。

「どういうこと……？」

　呟つぶやいて、解答を求めて遊ゆう矢やを見る。

　この状況にも驚いている様よう子すもなく、ただ静かに状況を観察して、前を向いたまま遊矢は下がった。

　視線を動かさぬまま、

「これが久く世ぜさんの言ってた『一いつ心しん同どう体たい』ってやつだねー」

「……説明して」

「憑ひよう依い霊れいの奈な那な美みちゃんが久世さんから離れていられた理由だよ。つまりー、奈那美ちゃんと佳か苗なえちゃんは魂たましいが繫つながっていて、どっちかが久世さんに憑ついていれば、エネルギーを流してあげられるってこと。

　離れていたら効果は薄いみたいだけど、ああして手を繫いで──正確には魂を直ちよく列れつ繫ぎしているってとこかな？　とにかく、あの状態の奈那美ちゃんは、佳苗ちゃんの分もエネルギーを引き出せるってことだよ」

「厄やつ介かいね……」

　渋い顔で言うが、止める気など更さら々さら無い。

　奈那美は──あの敵は倒すと、既に決めた後だ。

　だから、雪ゆき子こは遊矢の胸を押して後ろに下がらせながら振り返り、そこにいる天使の名前を呼んだ。

「セーレ、お願いがあるんだけど」

「はいです、なんですか？　この周囲には殺さつ傷しよう力りよくを持つ全ての武器を弾はじく、変へん性せい律りつ式しきの魔法をかけてあります。傷を負う心配はないですよ」

「それ、ありがたいんだけど、あたしだけキャンセルしてくれる？」

　妙みような注文だと雪子自じ身しんも思う発言に、セーレウスは呼吸を忘れたかのように硬直し、

「えっ、えっ、何故なぜですか!?　魔法無なしだと逃げられるかどうかも分からないですよ！　それに雪子さんは──」

「そっ、戦うわよ。だからこそ、セーレの力を借りずにやるの」

「で、でもっ……」

　魔法の無効化を渋るセーレウスは理り解かい出来ないようで、表情を曇らせて雪子を見上げている。しかし他人同どう然ぜんの自分をここまで気き遣づかってくれることに、雪ゆき子こは素直に感謝していた。

　だが、それでも魔法無しで戦うという一線を曲げるつもりは無い。

　何故なぜなら、この戦いは──

「セーレウス、僕からもお願い。雪ちゃんの好きにやらせてあげて」

「……………………はいです。分かったです」

　遊ゆう矢やにも言われて観かん念ねんしたのか、セーレウスは雪子へ向かってその小さな右手を差し出し、空気を摑つかむような仕し種ぐさの後、握った手を横に払う。

　雪子には何も変わっていないように感じる。しかしセーレウスは両手を下ろし、

「……対象から解除したです。その…………気をつけてくださいです！」

「ん、ありがと」

　礼を言い、爪つま先さきで軽く地面を蹴けりながら奈な那な美みたちを見み据すえる。

　周囲にナイフや包ほう丁ちよう、ブロンズ製と思しき置物や、壊れた自動販売機から出てきた缶などが浮かんでおり、当たれば軽い怪け我がでは済みそうもなかった。

　それでも、生なま身みで戦うと決めたことに欠片かけらも後こう悔かいを感じていない。

　借りは返す。

　責任も取る。

　相手にも取らせる。

　律りつ乃のを傷つけた最大の要因には、この世から消えてもらう。

　手て加か減げんしてあげようなどと甘い考えは毛もう頭とう無い。

　誰にとってもあの幽ゆう霊れいは危険な存在で、それ以上に絶対に許せないことをした。

　雪子にとって、最大級の禁きん忌き。

　二度に渡って遊矢を傷つけようとしたことだけは、何が何でも許せない──！

　自分の胸に熱く滾たぎるその想いだけで、負ける要素などどこかへ消えてしまう。

　そんな自分に、雪子は僅わずかに笑みをみせた。

「ってと、それじゃ──」

「あ、雪ちゃんすとっぷ」

　行くか、と足を踏み出そうとした矢や先さきに止められて振り向くと、雪子のティーシャツの裾すそを軽く摑つかんでいる遊矢の姿があった。

　まだ真ま面じ目めモードらしく、いつものように笑ってはいない。

「何？　どうかしたの？」

「んー……杞き憂ゆうで終わる可能性が高いんだけど、もしかしたらってこともあるから、一応言いっておこうと思って」

「よく分からないわね……とりあえず言ってみなさいよ」

「うん。あのね──」

　敵とは距離があるのに遊ゆう矢やは耳打ちでひそひそ話し、雪ゆき子こは耳に息がかかってこそばゆいのに耐えながら聞き……

「──って感じなんだけど。出来る？」

　密みつ談だんが終わって訊たずねてくる遊矢に、正直なところ、雪子は聞かされた作戦の意味が理り解かい出来なかった。しかも出来るかと聞かれて、出来ると言い切れる自信も無い。

　迷っている時間もない。意識だけは奈な那な美みに向けている為ため、何かあれば即そく反はん応のう出来るが、咄とつ嗟さだと正確な反応が出来るかどうかの保証が無い。

　だから雪子は、考えるのを止めた。

「遊矢は、あたしに出来ると思う？」

　質問を質問で切り返されて、遊矢は意い表ひようを突かれたように数度瞬まばたきをし……

　いつもの、雪子を安心させてくれる笑みをみせてくれた。

　それだけで、もう問題は無くなった。

　前を向き、標ひよう的てきを睨にらみつける。相手も、親の仇かたきを見ているような目をしていた。

「──おっけ。それじゃ、ちょっと戦ってくるわ」

「うん。頑がん張ばってね」

　遊矢の励ましに手を振って応え、雪子は軽く地面を蹴けった。

　それに呼応するように、奈那美は両腕を振りかぶり──壮そう絶ぜつな笑みを浮かべて、振り下ろす。

　百に近い多種多た様ような凶きよう器きが、雪子目め掛がけて飛ひ来らいした。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　送り出した雪子が戦闘に入ったのを見て、セーレウスは短く祈りを捧げた。

　どうして雪子が魔法の解除を求めたのか、彼女には分からなかった。

　リスクは低い方がいい。命が掛かっているなら尚なお更さらだ。

　それなのに雪子は危険を選び、遊矢もそれを止めようとしなかった。

　二人の思し考こうが、求めるものが、セーレウスには理解出来なかった。

　夕方、雪子と別れた後に対たい峙じしたリールゥという悪あく魔まは、いたずらっぽい笑みを浮かべながら言った。

『初めまして、セーレウスさん。有名な天使のあなたに会えて光栄ですわ──なんてね』

　自分を『感かん識しき者』であると、その代表契けい約やく者と契約内容まで知っていると言った上で、彼女は笑みはそのまま、目を細めて告げた。

『これは予言──あなたを縛しばる契約はこの地で満まん了りようすることになるわ。あたしの大好きな二人が、きっとあなたの枷かせを外してくれる。正解が何なのかを教えてくれるわ』

　戸と惑まどうセーレウスに、彼女は続けた。

『けど、余よ計けいな真似まねはしないでね？　あたしの楽しみを奪うようなことをしたら、ちょっと心苦しいけど、遊ゆう矢やくんたちをいじめないといけないから』

　それだけ言うとさっさと消えてしまった彼女の意図は、この状況を予測しての発言だったのだろうか？

　付き合いの短い自分には分からない何かが雪ゆき子こを動かしているのだろうか？

　視し界かいの中、雪子はカミソリや青せい銅どう色の彫ちよう像ぞうらが飛んで来る一いつ角かくに身を躍おどらせた。完全に避けるだけのスペースはなかったが、カミソリを左手で叩たたき落としながら身を捻ひねり、無む理り矢や理り作った空間を通り、第一波をやり過ごすことに成功した。

　その光景だけで、セーレウスの造られた心臓は痛みを覚えた。胸が軋きしむ感覚とやるせなさを堪こらえ、ただ雪子の無事を願う。

「どうして雪ちゃんがあんな事を頼んだのか、分からないでしょ？」

　声に振り向くと、隣となりで雪子の勇ゆう姿しを見守っている遊矢が、視線は雪子から外さないまま、

「雪ちゃんはね、正義感が強くて負けず嫌いだけど、それ以上に他人の気持ちに敏びん感かんなんだよ──セーレウスみたいに、ね」

「でもです、それがどーして魔ま法ほう解除に繫つながるですか!?」

「久く世ぜさんが利用されたことに、多くの人が犠ぎ牲せいになったことに、本気で怒ったんだよ。あと僕が狙われたっていうのもあるかな。あーなるとね、もうダメ。自分の力で引いん導どうを渡さないと気が済まないって性格なんだ」

　困ったもんだよねー、と遊矢は笑う。

　しかしセーレウスはとても笑う気になどなれない。

　遊矢が言っていることはつまり、ただの我がままで危険を選んだということだ。それを諫いさめるのではなく笑って済ます神経が分からない。

　他人の事ならまだしも、水みな瀬せ遊矢にとって白しろ銀がね雪子は大切な存在のはずだ。

「遊矢さんは……雪子さんが心配じゃないですか……？」

　そんなはずがないと分かってはいるが、それでもセーレウスは訊たずねた。

　遊矢は前を向いたままで、

「心配だよー。でも、雪ちゃんがそうしたいなら、僕は止めないよ。あーいう雪ちゃんが好きなんだし、雪ちゃんなら大たい抵ていの事はだいじょーぶだから」

「でも、いつも無事とは限らないです」

「うん。でも、平気だよ。大おお怪け我がしたり死んじゃったりしたら、魂たましいを代だい償しようにリールゥに頼むか、新しく天使か悪あく魔まを召喚よんで頼むから」

　さも当然のように、言い切った。

　だがその発言に、セーレウスは彼の正気を疑わざるを得ない。

「遊矢さんは寿じゆ命みようを引き換えに召喚をしているですよ?!　八年前と先月、二回の召喚で寿命は激げき減げんしています！　次も成功する保証も、成功しても余よ命めいは殆ほとんどなくなっちゃうです！　それでも良いって言うですか!?」

「そうだね、構わないよー」

　迷うこと無くあっさりと答え、遊ゆう矢やはセーレウスへと振り向いた。

　朗らかな笑顔で、壊れかけの召しよう喚かん者は言う。

「出来ることなら元の体に戻りたいし、長生きもしたいけどね。でも、そんなことより優先したいのは、雪ゆきちゃんと過ごす今だから。僕と雪ちゃんの命を天てん秤びんにかけたら、雪ちゃんの方が重いしねー。だからいざとなったら、その時が来たら、僕は迷わないよ？　ちょっと死ぬだけでどうにかなるなら、それでいいよ」

「でも…………雪子さんは納なつ得とくしません」

　遊矢が雪子を想うように、雪子も遊矢のことを想っているのは明白だ。

　そして短期間とはいえ一緒に過ごして知った雪子の性格から考えれば、他人を犠ぎ牲せいにして自分が助かろうとはしないだろう。相手が遊矢なら尚なお更さらだ。

　その事を充分、自分以上に知っているはずの遊矢がどうして彼女が怒り、悲しむようなことを選ぶのか、セーレウスには分からない。

　──自分でも子供っぽいと思う顔は今、ぐちゃぐちゃになっているのだろう。

　理解出来ない遊矢の想いを、感情でも理性でも追いつかないその気持ちを、何故なぜか眩まぶしく感じている自分がいる。不ふ理解が積もっていく。

　遊矢はセーレウスの抱いている疑問と葛かつ藤とうを見み透すかしたように苦く笑しようした。

「僕が死んだらね、リールゥとの契約で、僕に関する全ての記き憶おくと痕こん跡せきを消してもらえるはずなんだ。たぶん、そーいう契約をどこかで追加してると思うから、安心して死ねるよ。

　それにねー。もし追加で願い事をしていなくて、雪ちゃんが悲しんだり怒ったりしても、僕には関係ない。雪ちゃんが無事ならそれで充分だから、したいようにするよ」

「………………それ、卑ひ怯きようです」

「うん、分かってる。僕ってこー見えても卑怯でずる賢がしこい最低なやつだからねー。

　けどね、セーレウス。本当に、何に代えても叶かなえたい願いっていうのは、誰かの顔色を窺うかがってするようなものじゃないんだよ。自分のエゴを押し付ける結果になってもね、絶対に後こう悔かいしないって言い切れるだけの願いなら、それは本物なんだ」

「ぇ…………？」

「それにね。手を差し伸べるだけが愛情じゃないし、過か保護にすることが友情でもないんだよ。相手を想うなら、本当に相手のことを考えているなら、その人の希望に沿うだけの選択を選んでいるだけじゃ、ダメなんだよ？」

「────────────」

　会話の中でさらりと触れられたその言葉は、セーレウスの胸の奥深くに潜もぐり込んだ。




『絶対に後こう悔かいしないって言い切れるだけの願いなら』

　それが探し続けていたものだというのなら、

　裏返して言えば、

　後悔し続けているこの想いは、

　六百年間忘わすれることが出来なかったこの想いこそが──




　セーレウスが信じられない思いで見つめる中、遊ゆう矢やは前を向き、雪ゆき子この姿を目で追いながら出来の悪い生徒を諭さとすような口く調ちようで、言った。

「セーレウスの願いは、ちょっと素直になっていれば叶かなってたんだよ？」
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　飛び交う凶きよう器きの中を走り続け息が切れ始めた頃、雪子はようやく避けるコツを覚えた。

　形も大きさも違う複数の物が次々と飛んで来るという意味で言えば、確かに奈な那な美みの攻撃は酷ひどく厄やつ介かいで驚きよう異い的だ。避けるだけで精せい一いつ杯ぱいという現状が何よりの証しよう拠こだ。

　しかし同時に、その厄介な攻撃を避け続けられている事実もある。足が重く感じ始めて、雪子はそれに気がついた。

　飛んで来る攻撃は多種多た様ようだが、そのどれもが広こう範はん囲いで自分を狙う直線的なものだと。

　ならば、と思いついたが最後、雪子は大きく後ろに跳び退のいた。

　遊矢とセーレウスをすぐ後ろに感じるが、とりあえず今は無視。

　一度の呼吸で酸素を蓄える。短く険しい十数メートル前方で、律りつ乃のの後ろで長い髪を逆立てて笑っている奈那美と、その隣となりで俯うつむいたまま顔を上げない佳か苗なえを見み据すえ、

「いくわよっ──！」

　気合と共に、一いつ直線に駆け出した。

　数分間の攻防で小さい物は投げ尽くしたようで、奈那美の狂気めいた笑みと共に横に振られた腕に呼こ応おうし、マンションの窓からタンスやベッドが高速で飛んでくる。と同時に、反対側の一いつ軒けん屋やから外れた雨戸が横よこ回転で唸うなりを上げて襲おそい掛かる。

　これで何度目かの挟み撃うちに、雪子の判断は素早かった。

　左手にジャンプすると同時に体を捻ひねり、ローリングソバットの形で飛んで来たタンスの側面に足を当て、一瞬で膝ひざに溜めを作り、

　タンスを壁代わりに利用して、大きく右へと跳んだ。

『なにを──』

　今までにない動きをした為ためか、奈那美の動どう揺ようする声が聞こえる。

　しかしそれに気を取られている場合ではない。

　雪ゆき子こはまだ崩れていなかったブロック塀べいを飛び蹴けりの勢いで破り、そのまま庭へと侵入した。

　そして、一気に加速する。すぐに隣となりの家との境さかいである垣かき根ねが障害となるが、それを高さギリギリに抑えたベリーロールで飛び越え、着地と同時にまた加速。

『どこにいるっ！』

　奈な那み美みの声が壁の向こうから聞こえ、それで自分と奈那美の位置関係を知る。走りながら頭の中で図面を広げ、自分のいる位置が丁ちよう度ど都つ合ごうのいいポイントだと推測する。

　急きゆう停止して土の庭に靴を食い込ませ、一いつ拍ぱくの間で体勢を整えて、すぐ横にあるブロック塀を一ひとつ跳とびで飛び越えた。

　高速で移り変わる景色の中、奈那美が振り返る姿が見え、発見されたことを知る。

　だが、もう遅い。

　奈那美が何をしようと間に合わない。庭を通り抜け背後を取ったことで律りつ乃のというある意味厄やつ介かいな障害もクリアし、後は着地と同時に蹴りを入れて終わりだ。

　──その時、遊矢のアドバイスが蘇よみがえる。

　言われた事は二つ。その内の一つが、蹴るポイントだ。

『武む藤とうさんの調査によると、奈那美ちゃんは左、佳か苗なえちゃんは右足を骨折していたんだって。だから二人は久く世ぜさんから片足ずつ、骨折って共通項こうのある足から生命力を取り込んでいるんだと思うんだ』

　確かく証しようは、ない。頭を狙って蹴った方が確実な気もする。

　だが、雪子は初めから決めている。

　遊矢を全面的に信用すると決めている以上、この期に及んで迷ったりはしない。

　狙うは、奈那美の左膝ひざ。

　鷹たかのように目を細くして、一いち刹せつ那なで全てのイメージを固め──




　そこに、十数の缶が同時に襲おそい掛かってきた。




「まずっ──?!」

　着地寸すん前ぜんという最悪のタイミングに、雪子の背せ筋すじに粟あわ立だつような戦せん慄りつが走る。

　てんでばらばらの方向から真っ直ぐに飛んで来る缶は、いくつかは何もしなくても当たらずに通り過ぎる軌き道どうを描いている。

　だが、一つだけ胸を直ちよく撃げきするコースを飛んでいた。

　避けようにも着地しようとしていた体勢では体を逸そらすこともずらすことも出来ない。

　高速で迫る缶は、たかが缶とはいえ中身が詰まっている。骨に皹ひびを入れる程度の威い力りよくはあるだろう。

　だから雪ゆき子こは叩たたき落とすと決めた。

　瞬しゆん時じに右腕を振るって無回転で迫り来る缶の、その丸い側面を裏うら拳けんで弾はじき、

「っ?!」

　その陰から現れたもう一つの缶に、思し考こうが止まる。

　致ち命めい的で、避けようのないタイミングだった。左腕を振るおうにも、最も早はや間に合わない。

　咄とつ嗟さに、来るだろう痛みと衝しよう撃げきに耐えるべく奥おく歯ばを嚙かみ締める。

　──が、目の前で奇き跡せきに等しい出来事が起きた。

　迫っていた缶の上から、同じく高速で飛んで来た缶がぶつかり、互いに弾はじきあったのだ。

　在り得ないほどの幸運に感謝をする間は、無かった。

　雪ゆき子こは着地し、

　佳か苗なえは奈な那な美みに振り回される形となり、

　律りつ乃のは力無く振り向いて、

　奈那美は薄く笑って滑るように後退し、




　──白く透すけた体が、綺き麗れいに律乃の体と重なった。




　このまま蹴ければ、律乃ごと蹴ることになってしまう。

　何とか律乃の体を動かして重ならない部分を作りだしてから攻撃しようにも、その時には奈那美によって周囲から一いつ斉せいに凶きよう器きの集中豪ごう雨うを身に浴びることになる。

　これが咄嗟の行動とは思えない。

　恐らく、計画していたのだろう。住宅地を抜けて一時的に姿を隠かくした時、こうすることを前ぜん提ていにしていたからこそ見失ったふりをし、背後を取らせ、好機が出来たと思わせたのだ。

　雪子が愕がく然ぜんとし、絶望する表情を見た上で串くし刺ざしにしてやろうと考えたのだろう。

　だが、現実には大きな誤ご算さんがあった。

　それは雪子に止まる気は無く、止まる様よう子すも無かったことだ。

　躊躇ためらうこと無く放たれた蹴りは、風を切って律乃の顔面を薙ないだ。




　雪子は足を振り抜く勢いでそのまま一回転し、自分たちが賭かけに勝ったことを知った。

　律乃は呆ぼう然ぜんとし、青白くなった顔色で息を止めているようだった。

　佳苗は律乃の隣となりで、何が起きたのか分かっていないのか、ただ身を震わせていた。

　そして奈那美は顔を恐怖で染め、律乃のやや後ろの上空にいた。

　遊矢の二つ目のアドバイスが、見事に当たった。

『夕方、玲れいが手て強ごわいと判断した奈那美ちゃんはね、玲が僕を守るのを見て、攻撃目もく標ひようを僕に切り替えて玲の攻撃を封じたんだ。中学生くらいに見えるけど、かなり強したたかで計算高いよ。奈那美ちゃんはきっと久く世ぜさんを人ひと質じちに取ると思うんだ』

『だからね、奈な那な美みちゃんを久世さんから離すために、わざと一回目は空振りして。ただし、久世さんに当たるか当たらないかのギリギリを、前まえ髪がみを蹴けるくらいのつもりでやって。そうしないとブラフだって見破られちゃうだろうから』

　言われた通り、雪ゆき子こは律りつ乃のの前髪を狙い、本気で蹴りを放った。靴の爪つま先さきが前髪ごと微かすかに額ひたいを掠かするか掠らないかというギリギリで右足は通過した。

　そして今、もう一度やれと言われても成功する自信のない博打ばくちを成功させたこの好機を逃しはしないと、軸じく足あしにしていた左足一本で地面を蹴って飛ひ翔しようする。

　地上二メートルの高さに逃れていた奈な那な美みは、雪子が追つい撃げきすべく跳んだのを見て、さらに高く逃げようとした。

　だが、恐怖に吞まれて気づくのが遅れた、その結果。

　雪子の右足の甲こうは、奈那美の左膝ひざ辺りを吹き抜けていった。

『────────』

　それだけで、奈那美の白く透明だった体は霧む散さんした。

　夕方のように空気に溶け込むのではなく散らばるようにして消える光景に、雪子は勝利を確信する。

「っし────！」

　自分と遊ゆう矢やで成し得た勝利に喜んで、それから自分がまともな着地が出来ない無茶な体勢でいることに気づき、慌あわてて体をばたつかせた。




　何とか怪け我がなく着ちやく地ち出来た雪子は、深く息を吐き、スカートについた砂すな埃ぼこりを払いながら立ち上がる。

　そして、呆ぼう然ぜんとしたままの律乃の横にいる佳か苗なえの姿が霞かすんでいることに気がついた。奈那美のように一瞬で消えるのではなく、ゆっくりと輪りん郭かくが欠けていく。

　そんな自分の状態に、俯うつむいて怯おびえていた印いん象しようしかない少女は、悲しげに微笑ほほえんだ。雪子を見て唇を動かすが、もう力が残っていないのか、声は聞こえない。

　聞こえないまま、佳苗の姿は消え去った。

　雪子は何となくだが、彼女が言いたかったことを理解した。

「よろしく……ね」

　あの少女がどこまで本気で律乃を想っていたのか、雪子には分からない。辛つらそうに顔を伏せていたのは奈那美の行っていたことに罪ざい悪あく感かんを覚えていたからなのかもしれない。それを止められない自分にも。

　雪子はこっそりと激しく動いたせいでずれた下着を直しながら、律乃へと視線を向ける。

　結局最さい後ごまで声を聞くことが出来なかった少女の頼みだから、というわけではないが、このまま放っておくことも出来ない。

　遊ゆう矢やとセーレウスが待っていることを確認する。着地前まえ、缶がぶつかり合って弾はじかれたのはセーレウスの仕し業わざだろう。手を出すなと言いはしたが、助かった。後で礼を言おうと心に決める。

　そして雪ゆき子こは律りつ乃のの傍そばへと歩み寄った。

　すぐ横に雪子が来ていることに気づいているのだろうが、律乃は顔を上げずに、

「…………馬鹿みたい」

　吐き捨てるように、呟つぶやいた。

「足が動かなくなったことにショックを受けて、普通に歩ける人を呪のろって、奈な那な美みと佳か苗なえだけを信じて、利用されていただけで、おまけに事故の原因だなんて…………わたし、何か悪い事したのかな……」

　これは自分に話し掛けていると思っていいのかな、と自分に判断を仰いだ結果ゴーサインが出たので、雪子は少し言葉を選んで、

「何か悪い事したからって酷ひどい目に遭あうわけじゃないわよ。少なくともあの二人を庇かばったあなたは優しい人なんだな、ってあたしは思ったし」

「…………何それ。同情？」

「そ、同情。言ったでしょ、同情は別に悪い事じゃないって。してくれるっていうんならされるべきよ。誰が損するわけでもないんだし、むしろされる方が得でしょ？

　あと、あの二人とは屈くつ折せつしないで接することが出来たんでしょ？　ちょっと実体があって物を浮かせたり出来ないけど、他は普通の人間でも出来ることじゃない。だったら平気よ。友達なんてすぐに出来るわ」

　それは励ましたい一いつ心しんの方ほう便べんではなく、雪子の本心だった。

　律乃はじっと自分の膝ひざを見つめたまま、顔を上げずにぽつりと言った。

「……意い固こ地じで視野が狭い我が儘ままなわたしでも、友達が出来るのかな……？」

「当たり前よ。手始めにあたしが新しん規きの友人一号になってあげるから、以後よろしくね」

　その言葉にも、律乃は顔を上げなかった。

　顔を上げないまま、静かに涙を流す彼女の背中を、雪子は優しく撫なでた。
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　その光景にパチパチと小さな拍手を送る者がいた。

　窓という窓のガラスが割れてしまった、律乃の住む二十階建てのマンション。その屋上にある貯水タンクの上に座った、小こ柄がらな悪あく魔ま。

　一ひと頻しきり拍手をするとリールゥは満足げな笑みを浮かべて、腕を組んだ。

「うーん、なかなか感動的だったわねー。ちょっと特殊とはいえ幽ゆう霊れい相手じゃあんまり盛り上がらないかと思ってたけど、さっすが雪ゆき子こちゃんねぇ。遊ゆう矢やくんも全部お見通しだったみたいだし、これはこれでいい感じねー」

　うんうん、と一人頷うなずいて、リールゥは視線を落とす。

　地上に、ではなく、隣となりのマンションの屋上に。

「ちょっと余よ計けいなコトしてくれた奴やつがいるけど、ね」

　十メートル以上離れたそこに向けて呟つぶやいた言葉は、普通ならば聞こえる音量ではない。

　しかし当たり前のように返事は来た。

「余計とか言ってんじゃねぇよ。ナイスアシストって感じだろ」

　声と共に、暗い屋上で人ひと影かげが揺れる。

　月光の薄うつすらとした明かりの下、手に持った缶コーヒーを軽く上に投げながら、井い沢ざわ玲れいは高く離れた位置にいるリールゥに向けて、にやりと笑った。

「抜ばつ群ぐんのコントロールだったろ？　一瞬でどの缶が当たるか、雪ゆき姫ひめがどう対応するかまで判断してのスーパー投球だぜ。いや、投とう缶かんか？」

「どっちでもいいけどー。わざわざ手出ししなくても、雪子ちゃんならあんな幽ゆう霊れい倒せたわ。でしゃばる男は嫌われるわよ」

「別に助けたわけじゃねーし。オレはオレであの小こ娘むすめに借りがあったからな、それを返しただけだっての。それにな、オレはお前に指さし図ずされる覚えはねぇ。やりたいようにやる」

　若じやつ干かんではあるが敵意の込められた声に、リールゥは大げさに肩をすくめた。

「あららー、一ヶ月前に体を修しゆう復ふくしてあげたのに、恩おん義ぎの一つもないのかなー？」

「ざけんな。お前みたいな性しよう悪わるが善意でんな事するかよ。恩義を感じる相手はお前じゃねぇ、遊矢にだ。どっちかっつーとお前はさっさと消したい部類の相手だしよ」

「へー、やるって言うの？　いくら二つ名持ちでも、そんな状態でこのリールゥちゃんに勝てると思ってるわけ？」

　挑ちよう発はつめいた言葉に嘲あざ笑わらうような発言で返し、リールゥは意味ありげに流し目を送った。

　……数十秒の沈ちん黙もくの後、口を開いたのは玲だった。

「へっ──見逃してやるよ、新聞眼鏡めがね。負ける気は欠片かけらもねぇが、お前を消したら遊矢が困るだろうからな。あいつの心しん証しようを悪くしたくはねぇし」

「あっそ……それにしても、やっぱり記き憶おく操作を解いてたのね」

　つまらなそうに言うリールゥに、玲は持っていた缶コーヒーのプルタブを開けて口にし、それからせせら笑うように口元を歪ゆがめた。

「当たり前だっての。弱体化したとはいえ、このオレが自分にかけられた魔法に気づかないわけがねぇだろ。余よ裕ゆうで解除してやったぜ」

「あーあ、結けつ構こう記憶操作には自信あったのになー」

　バタ足をするように両足をぶらつかせ、リールゥは不満を顔に出す。

　しかし、その表情はすぐに切り替わった。足の運動もぴたりと止まり、身を乗り出すようにして地上を覗のぞく。

　期待に満ちた目が映しているのは、雪ゆき子こたち三人だ。

「そろそろクライマックスの幕が開くみたいね」
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　ひとまず久く世ぜ律りつ乃のを家に帰して小走りで戻って来た雪子を、遊ゆう矢やは笑顔で迎えた。

「雪ちゃん、お疲れさま」

「殆ほとんど遊矢のおかげでしょ。……ま、結けつ構こうキツかったけど。セーレも、ありがとね」

　そう言いながらぐるぐると肩を回す雪子の安心しきった表情に、セーレウスは何度も頷うなずいた。

　少女に足りなかった強さは、二人の間に存在していた。

　互いを信頼し、我を認めることは自分たちの間にも存在した。

　しかし、互いに支え合うという関係は、自分たちの間に決定的に欠けていた。

　自分は少女を支えることだけを考えていた。だが、少女は自分のことではなく、その優しさを常に外へと向けていた。

　それが、自分たちがあのような終しゆう焉えんを迎えた理由の一つ。

　そしてもう一つは、先さき程ほど遊矢が気づかせてくれた。

　六百年近い年月を経て、藁わらをも摑つかむ思いで召しよう喚かん者を探し、辿たどり着いた極東のこの地で、自分の知りたかったことは全て知ることが出来た。

　後は、叶かなえるだけだ。

「──遊矢さん、雪子さん。お二人のおかげで、ようやく分かったです。もう無理かと思っていましたけど、やっと分かることが出来ました。本当にありがとうです」

　深々と頭を下げ、セーレウスは心からの感謝を込める。嬉うれしさが胸一いつ杯ぱいに込み上げてきているが、不ふ思し議ぎと涙の気配は無い。

「へ？　でも、えーっと、おかげって、あたしはなんにもやってないというか、むしろ助けてもらった記き憶おくしか」

　頭を上げると、慌あわてた様よう子すで雪子は手を交差させて首を横に振っていた。

　遊矢は何の事を言っているか、これから何をするか理解しているようで、ただにこにこと微笑ほほえんでいる。

　二人の態度はちぐはぐだが、その方がいいのだろうとセーレウスは思った。ぴったりとくっつくよりも、歯が嚙かみ合っている関係の方が強きよう固こで長持ちするのだろうと。

　二人の関係が少しでも長く続きますようにと願い、目を閉じた。

「──今から、二に階かい位い天使セーレウスによる契約執しつ行こうを始めます！」

　宣せん誓せいと共に、肉体制せい御ぎよを解除する。殆ほとんど容よう姿しに変更点てんはないが、ただ一点、大きく違う部分がある。

　それはドレスの背を貫かん通つうし、バサリと音を立てて広がる。

「わ…………凄すごい……！」

　雪ゆき子この感かん嘆たんする声が聞こえた。全身を覆おおうことが出来る大きな二枚翼よくは、天使らしさを象しよう徴ちようする美しさとふわふわな感かん触しよくが堪たまらないと、彼女もお気に入りだった。

　久々の解放でそんな事を思い出し、セーレウスはくすりと笑う。

　目を閉じたまま胸の前でしっかりと手を組み合わせ、俯うつむいてその手に口付けする。

　そして上うわ唇を指に口付けたまま、高速詠えい唱しようを開始した。二十八小しよう節せつを四秒で唱となえる度たびに翼つばさを震わせて、一度に百以上の魔法陣じんを構成する。

　翼を動かす度に歓声と表現すべき声が上がるが、今は集中を乱せない。

　──二分間の詠唱が終わり、必要とされる全ての構成を完成させたセーレウスは、ゆっくりと目を開けた。

　街灯が割れ暗い闇やみに覆おおわれていた周囲は、今や光に溢あふれていた。紫むらさき色の四し角かく錘すいに同色のクリスマスの飾りを付けたような立体の魔法陣は、三千以上の魔法陣によって形成されている。

　その中心にセーレウスが、すぐ近くに遊ゆう矢やと雪子があちこちを見上げて息を漏らしている。魔法陣は地面にも張り巡らされているため、この空間が浮いているように錯さつ覚かくさせる。

　これも一つの思い出になってくれればいいと考えながら、セーレウスは起き因いん詠唱を唱えた。

　それに反応し、一つ一つの魔法陣が光量を上げる。虫食い状にある闇が侵しん食しよくされ、淡い紫色に染まっていく。

　やがて、四角錘の内部が紫一いつ色しよくで染められた。

　遊矢と雪子は並んで静かに事の成り行きを見守っている。

　そしてセーレウスも見守る中、魔法陣の中心点に、ぼんやりと人の姿が浮かび上がってくる。

　遊矢より少し低い背せ丈たけの、髪の短い少女。

　華きや奢しやな身体からだと琥こ珀はく色の肌はだは見るからに病弱そうで、見る者に儚はかない印いん象しようを強く与える。纏まとっている浅あさ葱ぎ色の寝ね間ま着きも、病人の捺なつ印いんを押すのに一ひと役やく買っていた。

　だが、セーレウスの記き憶おくの中にいる少女よりは、若じやつ干かんではあるが顔色が良かった。

　申し訳程てい度どにしかついていない筋肉も、外見では分からない内臓の調子も、全てが当時とは違っていることに、セーレウスはほっとする。

　そして自分の両手を見つめ、不ふ思し議ぎそうに手を握ったり開いたりしている少女に、声を震わせて話し掛けた。

「──ラミナさん、調子はどうですか？」

　その声に、少女は驚いたように片手で耳を押さえ、

『……セーレ？　セーレ、よね？』



　左右を見渡し、不安げに瞳ひとみを曇らせる。

　セーレウスとラミナの間に障害は無く、距離も一メートルと離れていない。しかし、彼女からはこちらが見えない。

　仕方が無かった。

　天てん界かいに接続し、魂たましいを引き寄せた──しかし引き寄せた先は現在ではなく、六百年前。彼女が死んだその日だ。

　いくら二に階かい位い随ずい一いちの能力を持つセーレウスとはいえ、六百年前の世界を改かい変へんさせる魔法を使うだけで精せい一いつ杯ぱいで、空間を同どう位いさせることまでは出来なかった。彼女の死という事じ象しようを書き換えることで起こる様々な変動を抑え、将来的に『本来起こるべき事象』が起こらなくなるという弊へい害がいを無くすにはさらに大きな力が必要だった。

　その為ため、こちらからはラミナの姿と声が、向こうにはこちらの声が聞こえるだけという不完全な接続が限界だった。

　だが、少女の周囲は生前と何ら変わらない光景が広がっているはずだ。

　目の前であれだけ魔法を見せていたのに状況を把は握あくしきれていない様よう子すのラミナに、セーレウスは優しく語り掛ける。

「今ラミナさんがいるのは、死んじゃった日の朝です。ボロボロだった体を健康体に変へん質しつさせてから魂を融ゆう和わさせるの、結けつ構こう大変だったですよ？」

『なんで…………私、死んでも構わなかったのに……』

　呆ぼう然ぜんとしながら呟つぶやかれた言葉に、セーレウスは頰ほおを膨ふくらませた。

　当時、いつも思っていたが最後まで言えなかった言葉を、今こそ吐き出す。

「ラミナさんは他の人のことばっかり気にしていたのに、わたしや周りの皆がどれだけ言っても自分の幸せは放ほう棄きしていたです。でもですね、もうそんな事はさせません」

『どういうこと……？』

「もうラミナさんの体に悪いところはないです。他の人と同じです。自分の病気を言い訳にして幸せになることを放棄することは出来ないですよ！」

　元々、ラミナの死因は先天的な肉体の欠陥。生命力が尽きて死んだわけではない。

　原因を取り除いた今、本来の寿じゆ命みようが尽きる日までは生き続けられる。事故や病気にかからないとは限らないが、ハンデはもう無い。

「……ラミナさんは知らないですが、ラミナさんが死んでしまってからおじさんもおばさんも元気を無くしちゃいました。隣となりの家の人も、しばらく塞ふさぎ込んじゃいました。ラミナさんを好きだった多くの人が、ラミナさんの死で悲しんだです」

『…………それは……』

　戸と惑まどった声と表情に、セーレウスはあえて強い口く調ちようで言った。

「ラミナさんは自分のことを軽く扱いすぎです！　どうして残されたわたしたちのことを気にかけてくれないですか!?」

『……………………セーレ』

「わたしがどんな気持ちだったか分かるですか？　ラミナさんを助ける手段があったのに、それを拒否されて、目の前で死なれた、わたしの気持ちが分かるですか？

　──六百年近くかけて、わたしはやっと気づきました。自分がしたくても出来なかったことが、何に代えてもしたかったことだと気づいたです。気づかせてもらったです。だから、ラミナさんを生き返らせました。これは、わたしのわがままです。許してもらうつもりもないです。でも、本当にしたいことをしろって言ったのは、他ならぬラミナさんです」

　正論と感情論を混ぜた言葉に、ラミナは俯うつむいた。腹部の前で手を重ね、聞こえてくる声に集中するように目を閉じて。

　もう残り時間は少ない。この空間を維持する限界が近い。

　セーレウスは目の前にいるように見えて遠く離れた場所にいる少女に、最後の言葉を伝えるべく、喉のどを震わせる。

「……他の皆さんの幸せを願うのはいいです。でも、ラミナさんも幸せになってください。他の人を想ってあげられるなら、自分のことも大切にして欲しいです。

　それが、わたしからの最後のお願いです」

　──言うべき事は、それで全てだった。

　後は、相手次し第だい。伝えた気持ちをどう受け止めてくれるのか、それはラミナ次第。

　セーレウスは息を止めて、少女を見つめる。

　視し界かいの中、ラミナは大きく息を吐いた。その音は聞こえるが、吐と息いきはセーレウスのいる場所には届かない。

　そして、彼女は顔を上げた。

　目には涙を浮かべ、優しく微笑ほほえんでいた。

『──ありがとう、セーレ』

　その言葉に、セーレウスは全てが報われたように思えた。

　ほぼ同時に制せい限げん時間が過ぎる。

　紫むらさき色に染まった空間は一段と強く光を放ち──
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　視界が紫一いつ色しよくに染まり、眩まぶしさに目を細めた次の瞬間、世界は元の暗くら闇やみに戻っていた。

　ついさっきまでの出来事が噓うそのように感じるほど幻げん想そう的な一時に、ため息が出てしまう。

　とりあえずここが現実だと確かめる為ため、雪ゆき子こは隣となりに遊ゆう矢やがいること、少し前にセーレウスがいることを確認した。もう一人、セーレウスの契約者だった女性はいなくなっていた。

　そしてもう一つ。十数分前に行った戦いの傷きず跡あとが、綺き麗れいさっぱり無くなっていた。マンションの窓ガラスは揃そろっていて、対トイ面メンの住宅地もちゃんとブロック塀べいが崩れずに並んでいる。

「これって…………あの戦闘まで夢だったってこと？」

　だとしたらまた戦わなくてはならないのだろうかと気分が沈みそうになる直前、

「違うです。魔法で形成していた空間が解かれる際に出る魔ま力りよくを使って直したですよ。ちゃんと現実です」

「そんなこと言われても、いまいち実感が……」

　ぼやこうとして、それよりも早く確かにさっきのは現実だったのだと理解する。

　何故なぜならセーレウスの背中にはまだ大きな翼つばさがある。

「……現実だったのね」

「雪ちゃんトリップしてたの？」

　横からの声を、雪子はとりあえずグーで殴なぐって黙らせた。

　殴った時の感かん触しよくがとても現実味みに溢あふれており、いつもの世界だと実感する。

　そんなことで実感する自分は大丈夫なのだろうかと不安になるが、実力行こう使しと先せん制せい攻撃が日常なのだから仕方がない。

　ようやく『魔法ボケ』が治った雪子と頭を擦こする遊矢に対し、セーレウスはもう一度深ふか々ぶかと頭を下げた。

「お二人には本当にお世せ話わになったです。これでわたし天てん界かいへ還かえれます」

　礼を言われ、本当に何もした覚えがない雪ゆき子こは少し気まずい思いをして、それでもいいかと考え直す。

　肝かん心じんなのは自分が何をしたかではなく、セーレウスがどう感じたか、なのだ。

　胸の内がすっきりしたところで、雪子はセーレウスの体に異い変へんが起こっていることに気が付いた。

　佳か苗なえの時のように、徐々に体が霞かすみ、透すけていく。

　それはつまり、ようやく役目を果たせた、ということだ。

「……お別れするには早すぎるけど、仕方ないわね」

「はいです。でもですね、わたしはラミナさんの魂たましいを解放するという務めがあります。この世界にもちょっと長く居い過すぎたですよ」

　そう言うセーレウスは晴れ晴れとした表情をしていた。呪じゆ縛ばくが解けたというか、重い荷を下ろせたというか、そんな感じの表情だ。可愛かわいらしさは健けん在ざいで、美しくもある。透明化が進んでいるせいもあり、正まさに天使といった感じの姿だった。

　別れはすぐそこに迫っている。

　雪子はぐっと背せ筋すじを伸ばし、精せい一いつ杯ぱいの笑顔をみせて、

「それじゃ──さようなら、セーレ。色々と手伝わせてごめんね」

「バイバイ、セーレウス。また機会があったら会おうねー」

　別れを告げて遊ゆう矢やも微笑ほほえむ。

　そしてセーレウスは消えかけた体でぶんぶんと手を振り、

「それでは、さよならです！」

　大きな、未み練れんも後こう悔かいも感じさせない声で、別れを告げて。

　二人が見届ける中、小さな天使は溶けるように姿を消した。













エピローグ







　八月も二十日を過ぎた頃、風かざ見み野の市には帰き省せいしていた学生が続々と戻ってくる。高たか嶺みね美み樹きもその一人で、昼過ぎ着の電車で風見野に戻って来た彼女を、雪ゆき子こは元気よく出迎えた。

　ほぼ一ヶ月ぶりの再会なので積もる話もあるのだが、雪子はひとまず美樹を連れて市立図書館へ向かった。

「──でね、本好きなのよ。少し人間不ふ信しんに陥りかけてたんだけど、根はそんな悪い人じゃないから」

「そうなんだ……ちょっと怖いけど、本についてお話出来るのは嬉うれしいな」

「結けつ構こう話は合うと思うわ。ミキって見るからに草そう食しよく動物で危害ゼロって感じだしね」

「ゆっこちゃんはバンビって感じね。……それで、その人はどこにいるの？」

「談だん話わスペースに遊ゆう矢やといるはずよ」

　雪子が美樹の迎えに行ったので、遊矢は病院へ律りつ乃のの迎えに行ってもらったのだ。と言っても、病院までは雪子も付き添って、そこで別れた。車くるま椅い子すに乗っているとはいえ、律乃は遊矢よりしっかりしているので安心して任せられた。




　あの事件の後、律乃は病院へリハビリに通い始めた。数日の内は全く動く気配の無かった両足が少しずつ動き、自由が戻るに連れて、律乃は笑顔をみせるようになった。

　まだ歩けるほどの快復はしていないが、そこまでいくのにそう時間はかからないらしい。現在、彼女の目標は夏休みが終わるまでに歩けるようになることと、雪子より早く彼かれ氏しを捕まえることだという。

　先を越されるのは癪しやくだが、上手うまくいけばいいとも思う。表面上は明るくなってきた律乃だが、あの事件で負った心の傷は相当に深いはずだ。

　それを癒いやしてくれるような彼氏を見つけられるというのなら、応援してやろうという気持ちでいる。




　クーラーの効いた図書館に入り、ほっと一息ついた二人は小こ声ごえで話しながら、遊矢たちの待っている談話スペースへと向かう。

「だからね、ミキのことを話したら、じゃあ三人で競争しようって話になったのよ。誰が一番早くゲット出来るか」

「ぇぇ……私も参加するの？」

「とーぜん。あたしだって参加するつもりなかったけど、こう、売り言葉に買い言葉で決まっちゃったわけだしね」

「それ、私関係ないよ……」

　美み樹きの正論を雪ゆき子こは半はん笑わらいで流し、心の中で頭を下げる。悪いのは間違いなく自分だが、律りつ乃の相あい手てに撤てつ回かいさせる自信がなかった。

　二人は何となく気落ちして、パーテーションで区切られた談だん話わスペースへと入る。

　リハビリの終了時じ刻こくから考えればとっくに来ているはずなので、雪子は遊ゆう矢やたちの姿を探して談話スペースを見回し────

「ね、ねえゆっこちゃん……」

「……………………何？」

「もしかして、あの、水みな瀬せくんと一緒に居る人がそうなの？」

「……………………………………そうよ」

　動どう揺ようしている美樹が遠えん慮りよ気味に指差した方向には、一つのテーブル席。

　そしてそこでは二人の男女が仲良さげに隣となり同士で座り、特にキャミソールを着た女の方が積極的な感じで男に寄り添い、勉強をしているという光景が繰り広げられていた。

　ちなみに男＝遊矢はかなり楽しそうに笑っている。

　そして、女＝律乃は頰ほおを赤らめながら、雪子と同レベルの胸を遊矢の腕に押し付けている。



　随ずい分ぶんと仲なか睦むつまじい様よう子すに、雪子は口くちの端はをひくひくと引きつらせた。

　どうしてくれようかと考えていると、横から美樹がツンツンとシャツの袖そでを引っ張り、談話スペースに入っているのにも関わらず、ひそひそと小こ声ごえで、

「ね、ねえ…………もしかして久く世ぜさんって、水瀬くん狙いなんじゃ……？」

「は……ハハ、まっさかぁ……」

　雪子は力無く笑い、痙けい攣れんを始めたこめかみを手で押さえる。




　我慢の限界に達したのは二十四秒後、遊矢の腕を胸に抱いた律乃が挑ちよう発はつ的な流し目を雪子に送ったその時だった。







あとがき







　今作の改かい稿こうを終えて一息ついた後、今年の夏は殆ほとんど家で過ごしたことを思い出し、少しだけブルーになりました。海もプールも、気がつけば映画館にすら行ってない……！

　テニスがしたい、ボウリングがしたい、格かく闘とう技ぎ観戦したい海に行きたい旅行にも……、と思いはするのですが、クーラーの魅み力りよくと金きん欠けつには勝てません。




　ということで、絶ぜつ賛さん引き籠こもり中の上こう月づきです。

　今作は夏休み中が舞台ですが、書いている当時も夏でした。

　夏といえば、去年一昨年と二年続けて友達と海に行っていました。地元から近い海水浴場に電車で行き、朝から夕方近くまで遊び、何やら青春っぽいことを。実際に浜辺に人ひと一人を埋めるのは大変でテンションが上がり、かなり楽しかったです。興味津しん々しんに、しかし決して近づこうとはせずに見ていた子供たちが印象的でした。

　埋められていた友人が話し掛けては逃げ、やっぱり気になるのか元の位置まで近づいて来る様よう子すに、「これは頑がん張ばらないと」と無む駄だに生き埋め作業に力を入れたり、はしゃいだり。

　あんなことはもうしないのかもな、と思うと少しだけ大人おとなになったような気分になります。段々と無茶なことや後あと先さきを考えずに遊ぶこともなくなるのだろうなぁ、と。

　数年前に自転車で旅行に行こう、という企画が持ち上がった時など、ほぼ何も決めずに出発したような記き憶おくがあります。行く途中のコンビニで地図を買って、そこで初めて自分たちがどんなルートで小お田だ原わら方面へ向かうか決めるという無計画っぷり。

　その旅で学んだことは、『マックとファミレスはどこにでもあって便利』、『寝ね袋ぶくろに入っている時は本当に無防備』という二つ。夜も遅く、駅のベンチで寝袋に入って寝ようとした時に地元の若者から甘あま酒ざけのペットボトルを投げられ、正まさしく手も足も出ないので文句すら言えずに泣き寝入りした苦にがい思い出と共に、生涯忘わすれずにいたいと思います。

　くそぅ、あの時の二人組め。指差しながら声を出さずに笑いやがって。

　……えーと、何が言いたいか分からなくなってきましたが、

『童どう心しんは忘れずに』

『カメと同じで寝袋の人はいじめないように』

　この二つを胸に留めておいてもらえれば幸いです。




　それでは、また次も手に取ってもらえるような本を作るべく頑張っていきたいと思います。

　ここまで読んで下さってありがとうございました。
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上こう月づき 司つかさ

１９８２年生まれの横浜市民。一巻のあとがきを読んだ２歳上の姉に「父母のことが書かれていたのに自分だけスルーされた！」と怒られました。なので「②巻の著者紹介の写真はカエルの代わりに姉の写真を載せるよ」と言ったら、全力で拒否されました。難しい年頃だなぁ。
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イラスト／ＢＵＮＢＵＮ

１９８５年京都生まれ京都在住。最近ヨーグルトを凍らせたのがマイブーム。シャリシャリ。あと朝焼けと共に飲むユ○ケルの不味さを覚えてまた一歩大人への階段を登りました。
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